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第
三
章　

日
本
法
に
お
け
る
契
約
責
任
法
理
の
展
開

第
一
節　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
こ
こ
ま
で
、
契
約
責
任
の
帰
責
根
拠
に
つ
い
て
具
体
的
事
案
の
実
質
的
検
討
の
積
み
重
ね
か
ら
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

立
場
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
契
約
法
と
そ
の
下
で
の
具
体
的
な
裁
判
例
を
検
討
し
て
き
た
。

　

そ
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
契
約
法
の
伝
統
的
通
説
と
さ
れ
る
厳
格
責
任
主
義
が
必
ず
し
も
普
遍
的
な
も
の
で
は
な
く
、
客
観
的
に
明
確
か
つ

予
見
可
能
な
形
式
的
ル
ー
ル
へ
の
要
請
か
ら
選
択
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
約
因
に
基
づ
い
て
契
約
の
拘
束
力
を
認

め
、
厳
格
責
任
に
よ
っ
て
契
約
責
任
を
決
定
す
る
形
式
的
な
立
場
が
、Gilm

ore

やM
acneil

の
研
究
に
よ
る
批
判
を
受
け
、
転
換
期
を
迎

え
た
こ
と
を
確
認
し（

１
）た

。
近
年
の
ア
メ
リ
カ
契
約
法
学
で
は
、
特
に
契
約
違
反
に
基
づ
く
救
済
の
場
面
に
着
目
し
、
帰
責
根
拠
は
明
示
の
義

務
違
反
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
契
約
当
事
者
のfault

の
有
無
と
い
う
規
範
的
判
断
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
学
説

　

第
三
節　

伝
統
的
通
説
の
形
成
と
そ
の
評
価

　

第
四
節　

現
代
の
契
約
法
学
に
お
け
る
契
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任
法
理

　

第
五
節　

二
〇
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の
評
価

　

第
六
節　

小
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以
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本
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）

第
五
章　
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本
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お
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章
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が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い（

２
）る

。
厳
格
責
任
主
義
を
採
用
す
る
ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
い
て
も
、
契
約
責
任
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
規
範
的
な

要
素
が
考
慮
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

翻
っ
て
わ
が
国
で
は
、
契
約
違
反
に
対
す
る
救
済
と
し
て
強
制
履
行
、
損
害
賠
償
請
求
、
解
除
が
用
意
さ
れ
、
契
約
法
は
伝
統
的
に
過
失

責
任
主
義
の
立
場
に
立
つ
と
さ
れ
て
き（

３
）た

。
と
り
わ
け
改
正
前
民
法
四
一
五
条
は
、
そ
の
前
段
に
お
い
て
「
債
務
の
本
旨
不
履
行
」
を
、
後

段
に
お
い
て
「
帰
責
事
由
と
し
て
の
過
失
」
を
要
件
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、二
〇
一
七
年
債
権
法
改
正
に
至
る
学
説
の
展
開
を
見
る
と
、そ
こ
で
は
過
失
責
任
主
義
の
放
棄
が
検
討
さ
れ
、帰
責
根
拠
を
「
契

約
の
拘
束
力
」
に
求
め
る
立
場
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ（

４
）る

。
こ
こ
で
は
す
な
わ
ち
、
債
務
者
が
契
約
に
反
し
た
こ
と
そ
の
も
の
が

帰
責
根
拠
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
厳
格
責
任
主
義
を
採
用
す
る
ア
メ
リ
カ
契
約
法
の
立
場
やCISG

等
に
お
け
る
国
際
的
潮
流

と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
一（

５
）方

、
従
来
の
実
務
に
お
け
る
判
断
構
造
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
り
変
更
す
る
趣
旨
で
は
な
い

と
も
説
明
さ
れ
て
い（

６
）る

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
が
国
に
お
け
る
実
質
的
な
契
約
責
任
の
判
断
構
造
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
従
来
い
か
に
帰
責
根
拠
が
と
ら
え
ら
れ

て
き
た
の
か
、
ま
た
近
年
の
議
論
に
お
い
て
従
来
の
考
え
方
が
変
更
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
か
否
か
、
学
説
の
展
開
を
追
う
こ
と
に
は
一
定
の

意
義
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
わ
が
国
の
契
約
責
任
法
理
の
起
草
過
程
か
ら
二
〇
一
七
年
債
権
法
改
正
に
至
る
ま
で
、
学
説
の
状
況

を
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
契
約
責
任
の
帰
責
根
拠
は
損
害
賠
償
責
任
の
要
件
論
の
文
脈
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
本
稿
に
お
い
て
も
民
法
四
一
五
条

が
主
な
検
討
対
象
と
な（

７
）る

。
こ
の
他
、
損
害
賠
償
の
範
囲
を
決
定
す
る
同
四
一
六
条
、
過
失
相
殺
に
よ
り
損
害
賠
償
額
を
調
整
す
る
同

四
一
八（

８
）条

も
併
せ
て
検
討
対
象
と
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
規
範
的
要
素
と
し
て
のfault

を
見
出
し
つ
つ
あ
る
ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お

い
て
は
、
契
約
責
任
の
有
無
の
決
定
の
場
面
だ
け
で
な
く
、
契
約
責
任
が
肯
定
さ
れ
た
後
の
賠
償
額
の
決
定
の
際
に
もfault

の
影
響
が
見
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ら
れ（

９
）た

。
こ
の
よ
う
に
契
約
当
事
者
のfault

は
、
契
約
責
任
決
定
規
範
と
し
て
い
わ
ば
横
断
的
に
機
能
し
て
い
る
と
い
え
る
。
わ
が
国
の

契
約
責
任
法
理
に
お
け
る
外
在
的
規
範
の
役
割
を
今
一
度
見
直
す
た
め
に
も
、
賠
償
額
の
決
定
に
至
る
ま
で
の
諸
規
定
を
横
断
的
に
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

（
１
）
本
稿
第
一
章
参
照
。

（
２
）
本
稿
第
二
章
参
照
。

（
３
）
こ
れ
ら
の
三
つ
の
救
済
手
段
の
関
係
に
つ
い
て
、
伝
統
的
通
説
は
、
債
権
の
本
来
的
効
力
は
履
行
請
求
権
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
。
参
照
、

我
妻
栄
『
新
訂 

債
権
総
論
（
民
法
講
義
Ⅳ
）』
岩
波
書
店
（
一
九
六
四
年
）
五
頁
等
。
な
お
、
履
行
請
求
権
の
第
一
義
性
に
関
す
る
近
年
の
議

論
と
し
て
、内
田
貴
「
強
制
履
行
と
損
害
賠
償
─
─
損
害
軽
減
義
務
の
観
点
か
ら
」
同
『
契
約
の
時
代
』
岩
波
書
店
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
七
〇
頁
、

吉
政
知
広
『
事
情
変
更
法
理
と
契
約
規
範
』
有
斐
閣
（
二
〇
一
四
年
）
二
〇
一
頁
以
下
、
森
田
修
『
契
約
規
範
の
法
学
的
構
造
』
有
斐
閣
（
二

〇
一
六
年
）
二
一
七
～
二
一
八
頁
、
同
『「
債
権
法
改
正
」
の
文
脈
─
─
新
旧
両
規
定
の
架
橋
の
た
め
に
』
有
斐
閣
（
二
〇
二
〇
年
）
二
五
五
頁

等
が
あ
る
。

（
４
）
例
え
ば
、法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
で
は
、契
約
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
の
帰
責
根
拠
を
「
過
失
責
任
の
原
則
」
か
ら
「
契

約
の
拘
束
力
」
へ
と
転
換
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
た
。
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
『
詳
解
・
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針

Ⅱ
─
─
契
約
お
よ
び
債
権
一
般
（
一
）』
商
事
法
務
（
二
〇
〇
九
年
）
二
四
四
、
二
四
六
～
二
四
七
頁
。

（
５
）
曽
野
裕
夫
「
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
（CISG

）
と
債
権
法
改
正
」
日
本
国
際
経
済
法
学
会
編
『
国
際
経
済
法
講
座
Ⅱ
─
─
取
引
・
財
産
・
手
続
』

法
律
文
化
社
（
二
〇
一
二
年
）
三
二
二
頁
、
松
尾
弘
「
民
法
改
正
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
─
─
統
一
化
の
要
請
と
民
法
原
則
の
動
揺
」

法
セ
ミ
六
九
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
九
頁
。
一
方
こ
の
点
に
つ
き
、
厳
格
責
任
主
義
を
採
用
す
る
英
米
法
と
の
統
合
を
は
か
る
社
会
的
必
要

性
は
な
い
と
の
批
判
や
、
国
際
的
な
動
き
へ
の
配
慮
は
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
も
国
際
商
取
引
の
分
野
に
合
わ
せ
て
債
権
法
を
全
て
改
正
す
る

必
要
は
な
い
と
い
っ
た
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
参
照
、
加
藤
雅
信
『
民
法
（
債
権
法
）
改
正
─
─
民
法
典
は
ど
こ
に
い
く
の
か
』
日
本
評
論

社
（
二
〇
一
一
年
）
六
七
頁
、
吉
田
邦
彦
「
近
時
の
「
民
法
（
債
権
法
）
改
正
」
目
的
・
趣
旨
の
再
検
討
と
法
解
釈
方
法
論
」
法
時
八
二
巻
一
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第
二
節　

契
約
責
任
法
理
の
起
草
過
程

　

以
下
で
は
、
債
務
不
履
行
（
契
約
違
反
）
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
決
定
す
る
諸
規
定
の
う
ち
、
特
に
本
稿
の
問
題
意
識
と
か
か
わ
り
の
深

い
民
法
四
一
五
条
、
四
一
六
条
、
四
一
八
条
に
つ
い
て
、
そ
の
起
草
過
程
を
概
観
す
る
。

一　

改
正
前
民
法
四
一
五
条
の
起
草
過
程

一
─
一　

旧
民
法
に
お
け
る
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任

二
号
（
二
〇
一
〇
年
）
七
八
頁
。

（
６
）
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
（
二
〇
〇
九
年
）・
前
掲
注
４
・
二
四
五
、
二
五
四
頁
、
商
事
法
務
編
『
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
資
料

集
第
一
集
〈
第
一
巻
〉
─
─
第
一
回
～
第
六
回
会
議
議
事
録
と
部
会
資
料
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
一
年
）
四
三
七
頁
（
部
会
資
料
五
─
二
「
民

法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
検
討
事
項
（
一
）
詳
細
版
」）。

（
７
）
債
権
の
発
生
原
因
に
は
契
約
の
他
、事
務
管
理
（
民
法
六
九
七
条
以
下
）、不
当
利
得
（
同
七
〇
三
条
以
下
）、不
法
行
為
（
同
七
〇
九
条
以
下
）

等
の
法
律
の
規
定
も
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
定
の
社
会
的
接
触
関
係
に
あ
る
者
の
間
で
、
信
義
則
上
の
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
（
最

判
昭
和
五
〇
年
二
月
二
五
日
民
集
二
九
巻
二
号
一
四
三
頁
等
）。
こ
の
よ
う
に
債
権
の
発
生
原
因
は
様
々
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
契
約
に
よ
る
債

権
を
議
論
の
主
な
対
象
と
す
る
。

（
８
）
こ
の
他
、
損
害
賠
償
に
あ
た
っ
て
は
損
益
相
殺
的
調
整
が
な
さ
れ
得
る
。
わ
が
国
の
民
法
典
に
は
明
文
の
規
定
は
な
い
が
、
学
説
・
判
例
は

損
益
相
殺
を
認
め
る
点
で
異
論
を
み
な
い
。
参
照
、
奥
田
昌
道
編
『
新
版
注
釈
民
法
（
一
〇
）
Ⅱ 

債
権
（
一
）』
有
斐
閣
（
二
〇
一
一
年
）
五

〇
四
頁
以
下
〔
北
川
＝
潮
見
執
筆
部
分
〕。

（
９
）
本
稿
第
三
章
第
四
節
参
照
。
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債
務
不
履
行
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
は
、
民
法
四
一
五
条
に
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、

二
〇
一
七
年
債
権
法
改
正
前
の
同
条
の
伝
統
的
な
理
解
に
よ
れ
ば
、（
ⅰ
）
債
務
の
本
旨
不
履
行
、
及
び
（
ⅱ
）
債
務
者
の
帰
責
事
由
が
損

害
賠
償
責
任
の
成
立
の
要
件
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
（
ⅱ
）
債
務
者
の
帰
責
事
由
と
は
、「
債
務
者
の
故
意
過
失
ま
た
は
信
義
則

上
こ
れ
と
同
視
す
べ
き
事
由
」
と
定
義
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、同
条
の
起
草
過
程
を
見
れ
ば
、こ
の
よ
う
な
理
解
は
必
ず
し
も
立
法
当
時
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
い
。
特
に
、

同
条
に
お
い
て
債
務
不
履
行
の
要
件
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
帰
責
事
由
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
も
と
と
な
っ
た
旧
民
法
財
産
編
三
八
三
条

で
は
必
ず
し
も
積
極
的
に
規
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
旧
民
法
財
産
編
三
八
三
条
を
中
心
に
、
契
約
責
任
の

帰
責
構
造
に
つ
い
て
い
か
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
か
、
簡
単
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す

（
（1
（

る
。

　

旧
民
法
は
財
産
編
第
二
章
「
義
務
ノ
効
力
」
の
総
則
に
一
条
を
設
け
、
直
接
履
行
の
訴
権
（
第
一
節
）
と
、
不
履
行
の
場
合
に
付
随
的
に

与
え
ら
れ
る
損
害
賠
償
の
訴
権
（
第
二
節
）
と
を
義
務
の
主
た
る
効
力
と
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
い
か
な
る
場
合
に
債
務
不
履
行
が
成
立

す
る
か
に
つ
い
て
、
第
二
節
「
損
害
賠
償
ノ
訴
権
」
三
八
三
条
以
下
に
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

旧
民
法
財
産
編
三
八
三
条
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
債
務
者
カ
義
務
履
行
ヲ
拒
絶
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
債
権
者
強
制
執
行
ヲ
求
メ

サ
ル
カ
又
ハ
義
務
ノ
性
質
上
強
制
執
行
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ト
キ
ハ
債
権
者
損
害
賠
償
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
。
債
務
者
ノ
責
ニ
帰
ス

可
キ
履
行
不
能
ノ
場
合
ニ
於
テ
モ
亦
同
シ
。
又
債
権
者
ハ
履
行
遅
延
ノ
ミ
ノ
為
メ
損
害
賠
償
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
。
法
律
ヲ
以
テ
損
害

賠
償
ノ
額
ヲ
定
メ
タ
ル
場
合
ノ
外
当
事
者
之
ヲ
定
メ
サ
リ
シ
ト
キ
ハ
下
ノ
区
別
及
ヒ
条
件
ニ
従
ヒ
テ
裁
判
所
之
ヲ
定
ム
」。
こ
こ
で
は
、（
ⅰ
）

債
務
者
の
履
行
拒
絶
、（
ⅱ
）
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
履
行
不
能
、（
ⅲ
）
債
務
者
の
履
行
遅
滞
の
三
つ
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

旧
民
法
典
の
起
草
に
あ
た
っ
て
作
成
さ
れ
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
四
〇
三
条
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
四
二
条
及
び
同
一
一
四
七
条
を
引

用
し
て
い

（
（1
（

る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
で
あ

（
（1
（

る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
四
二
条
「
債
務
者
側
の
不
履
行
の
場
合
に
は
、
な
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す
債
務
、ま
た
は
、な
さ
な
い
債
務
は
、す
べ
て
損
害
賠
償
に
転
化
す
る
」。
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
四
七
条
「
債
務
者
は
、必
要
あ
る
と
き
は
、

不
履
行
が
自
己
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
外
来
の
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
正
当
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
限

り
、
た
と
い
自
己
の
側
に
い
か
な
る
悪
意
な
か
っ
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
債
務
不
履
行
を
理
由
と
し
て
、
あ
る
い
は
履
行
に
お
け
る
遅
延
を

理
由
と
し
て
、
損
害
賠
償
の
支
払
を
命
じ
ら
れ
る
」。

　

こ
の
た
め
、
旧
民
法
財
産
編
第
三
八
三
条
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
由
来
す
る
と
い
え
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
旧
民
法
と
の
間
に
は
以
下
の

よ
う
な
違
い
が
指
摘
さ
れ

（
（1
（

る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
四
二
条
は
、
す
べ
て
の
作
為
・
不
作
為
債
務
は
債
務
者
の
不
履
行
に
よ
り
損
害
賠
償
に

転
化
す
る
旨
を
規
定
し
、
同
一
一
四
七
条
は
、
債
務
の
不
履
行
も
し
く
は
履
行
の
遅
延
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
規
定
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン

ス
民
法
で
は
、損
害
賠
償
を
も
た
ら
す
債
務
不
履
行
の
態
様
と
し
て
、（
ⅰ
）
債
務
の
不
履
行
（l'inexécution de l'obligation

）
と
、（
ⅱ
）

履
行
遅
滞
（retard dans l'exécution
）
の
二
種
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
旧
民
法
は
、
履
行
不
能
を
「
義
務

ノ
消
滅
」
の
理
由
と
し
て
明
記
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
積
極
的
に
そ
れ
を
債
務
不
履
行
の
一
類
型
と
し
て
い

（
（1
（

る
。

　

こ
の
点
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
履
行
不
能
は
債
務
不
履
行
の
独
立
し
た
一
類
型
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
フ
ラ

ン
ス
民
法
一
一
四
七
条
に
よ
れ
ば
、
債
務
の
不
履
行
あ
る
い
は
履
行
遅
滞
の
場
合
に
有
責
を
要
件
と
し
て
損
害
賠
償
義
務
が
生
ず
る
が
、
両

者
の
関
係
に
つ
い
て
、
履
行
遅
滞
が
同
時
に
債
務
不
履
行
を
意
味
す
る
た
め
、
二
種
類
の
異
な
る
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
の
指
摘
が

あ
（
（1
（

る
。
履
行
不
能
に
対
応
す
る
ケ
ー
ス
は
、「
確
定
的
か
つ
取
消
し
え
な
い
不
履
行
（inexécution definitive et irrévocable

）」
と
し
て
、

不
履
行
に
吸
収
さ
れ
る
の
で
あ

（
（1
（

る
。

　

比
較
法
的
に
見
れ
ば
、
履
行
不
能
は
一
般
的
に
契
約
責
任
の
構
成
要
件
と
し
て
よ
り
も
、
解
放
効
を
持
つ
給
付
障
害
と
し
て
重
要
な
機
能

を
果
た
し
て
い
る
。
厳
格
責
任
主
義
を
採
用
す
る
英
米
型
に
お
い
て
も
、
無
責
の
不
能
に
契
約
か
ら
の
解
放
効
を
み
と
め
る
ド
グ
マ
は
形
成

さ
れ
て
い
る
。
英
米
法
に
お
い
て
一
七
、一
八
世
紀
で
は
、
疑
わ
し
い
場
合
は
無
制
限
に
契
約
違
反
の
責
任
が
問
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
世
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紀
後
半
か
ら
は
典
型
的
な
免
責
条
項
の
一
般
化
が
な
さ
れ

（
（1
（

た
。
た
だ
し
、
後
発
不
能
は
免
責
事
由
と
は
な
ら
な
い
の
が
原
則
で
あ
り
、
無
責

の
後
発
不
能
に
解
放
効
を
認
め
る
と
い
っ
て
も
、
法
命
題
で
は
な
く
黙
示
の
合
意
内
容
の
解
釈
に
よ
っ
て
行
わ
れ

（
（1
（

る
。
ド
イ
ツ
民
法
典
は
不

能
と
遅
滞
の
対
比
を
積
極
的
に
規
定
し
て
い
る
点
で
独
特
で
あ
る
が
、
無
責
の
履
行
不
能
を
免
責
事
由
と
す
る
こ
と
は
一
般
に
行
わ
れ
て

い
（
（1
（

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
旧
民
法
は
、
履
行
遅
滞
を
独
立
の
類
型
と
す
る
点
で
共
通
す
る
が
、
前
者
に
あ
る
不
履
行
が
後
者
に

は
な
く
、
前
者
に
な
い
履
行
拒
絶
や
履
行
不
能
が
後
者
で
は
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
不
履
行
の
概
念
を
多

義
的
に
用
い
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ

（
（2
（

る
。
す
な
わ
ち
、
履
行
拒
絶
・
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
履
行
不
能
・
履
行
遅
滞
の
上
位
概
念
と
し

て
用
い
る
場

（
（2
（

合
、
前
二
者
の
上
位
概
念
と
し
て
用
い
る
場

（
（2
（

合
、
履
行
拒
絶
の
み
を
指
す
場

（
（2
（

合
が
あ
る
。
旧
民
法
財
産
編
三
八
三
条
は
、
不
履

行
を
債
務
不
履
行
の
態
様
と
し
て
は
掲
げ
ず
、
履
行
拒
絶
・
履
行
不
能
・
履
行
遅
滞
と
い
う
、
よ
り
具
体
的
な
類
型
に
よ
っ
て
規
定
し
た
と

い
え
る
。

一
─
二　

改
正
前
民
法
に
お
け
る
旧
民
法
か
ら
の
変
更
点

　

以
上
の
よ
う
に
、
債
務
不
履
行
に
お
け
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て
定
め
る
改
正
前
民
法
四
一
五
条
は
、
旧
民
法
財
産
編
三
八
三
条
を
経
由
し

て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
を
母
法
と
す
る
規
定
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い

（
（2
（

る
。

　

改
正
前
民
法
四
一
五
条
の
第
一
草
案
は
、
損
害
賠
償
を
も
た
ら
す
原
因
を
不
履
行
と
履
行
遅
滞
の
二
種
と
し
て
い
る
点
、
免
責
事
由
を
積

極
的
に
規
定
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
旧
民
法
よ
り
も
い
っ
そ
う
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
近
か
っ

（
（2
（

た
。
一
方
で
、
付
遅
滞
の
制
度
は
破
棄
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
点
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
二
原
案
は
、
損
害
賠
償
の
原
因
を
不
履
行
に
一
元
化
し
、
か
つ
、
免
責
事
由
を

「
債
務
者
ノ
責
ニ
帰
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ト
キ
」
と
い
う
消
極
的
な
形
の
、
よ
り
抽
象
的
な
表
現
に
変
え
た
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
法
典
調
査
会
原
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案
四
〇
九
条
と
な
っ

（
（2
（

た
。

　

こ
の
点
、履
行
不
能
に
関
し
て
、「
履
行
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
キ
」を
い
か
に
考
え
る
か
、起
草
過
程
で
議
論
が
あ
っ
た
。
法
典
調
査
会
に
お
い
て
、

穂
積
起
草
委
員
は
、
法
典
調
査
会
原
案
四
〇
九
条
が
旧
民
法
財
産
編
三
八
三
条
の
「
重
モ
ニ
文
字
ノ
修
正
ニ
止
マ
ツ
テ
居
ル
」
と
述
べ
た
う

え
で
、
次
の
通
り
説
明
し

（
（2
（

た
。「
履
行
ヲ
為
サ
サ
ル
」
と
は
、
強
制
履
行
も
せ
ず
任
意
履
行
も
せ
ず
と
い
う
両
方
を
含
む
。「
本
旨
ニ
従
ヒ
」

と
い
う
の
で
「
不
履
行
モ
遅
延
モ
両
方
共
ニ
含
マ
レ
ル
積
リ
」
で
あ
る
。
但
書
は
、
諸
外
国
で
は
不
可
抗
力
等
の
場
合
を
除
外
す
る
が
、「
前

ヨ
リ
シ
テ
」「
然
ウ
挙
ゲ
ズ
シ
テ
」「
過
失
ニ
出
デ
ヌ
」
な
ど
の
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
い
か
な
る
原
因
で
あ
れ
不
履
行
が
債
務
者
の

責
め
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
と
き
は
、
損
害
賠
償
責
任
は
生
じ
な
い
こ
と
を
広
く
断
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
土
方
委
員
が
、
不
可
抗
力
に
よ
る
履
行
不
能
の
場
合
に
債
務
が
消
滅
す
る
こ
と
が
別
に
規
定
さ
れ
る
の
だ
と
す
る
と
、
債

務
者
の
責
め
に
帰
す
る
べ
か
ら
ざ
る
不
履
行
と
い
う
の
は
そ
れ
に
当
た
る
か
ら
、
本
条
但
書
は
不
要
で
は
な
い
か
と
質
問
し
た
。
穂
積
委
員

は
、
こ
れ
に
対
し
、「
不
能
ト
云
フ
字
ヲ
広
ク
使
ヒ
マ
ス
レ
バ
其
処
デ
済
ム
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
ガ
之
ハ
不
可
抗
力
ノ
場
合
デ
不
能
ノ
ト
キ
ノ

ミ
ノ
場
合
デ
ア
リ
マ
セ
ヌ
…
…
兎
ニ
角
不
能
ト
云
フ
コ
ト
テ
ハ
如
何
ニ
モ
狭
ク
為
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
夫
レ
カ
ラ
本
文
ニ
『
履
行
ヲ
為
サ
サ
ル
ト

キ
ハ
』
ト
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
此
履
行
ヲ
為
サ
ヌ
ノ
ガ
何
ニ
ノ
原
因
テ
為
サ
ヌ
ノ
カ
他
ノ
原
因
デ
為
サ
ヌ
ノ
カ
自
分
ノ
過
失
デ
為
サ
ヌ
ノ
カ
一
向

分
カ
リ
マ
セ
ヌ
夫
故
ニ
但
書
ヲ
置
テ
夫
レ
丈
ケ
ノ
制
限
ヲ
此
処
ニ
付
ケ
テ
置
カ
ナ
ケ
レ
バ
往
ケ
ヌ
ト
思
ヒ
マ
シ
タ
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、但
書
の
内
容
は
不
可
抗
力
に
よ
る
不
能
に
限
ら
ず
よ
り
広
い
も
の
で
あ
り
、但
書
に
よ
る
制
限
を
付
け
て
お
か
な
い
と
本
文
の
「
履

行
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
キ
」
が
い
か
な
る
場
合
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
制
限
を
置
く
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
起
草
委
員
は
改
め
て
次
の
修
正
案
（
法
典
調
査
会
四
一
四
条
修
正
案
）
を
法
典
調
査
会
に
提
出
し

（
（2
（

た
。
富
井
起
草
委

員
は
、
修
正
案
提
出
の
理
由
と
し
て
、
前
の
規
定
に
あ
る
「
履
行
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
キ
」
に
履
行
不
能
を
含
ま
せ
る
の
は
少
し
無
理
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
ら
だ
と
述
べ
た
。
梅
起
草
委
員
は
こ
れ
を
捕
捉
し
、「
自
己
ノ
直
接
ノ
過
失
」
で
履
行
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、「
履
行
ヲ
為
サ
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サ
ル
ト
キ
」
に
含
ま
れ
る
が
、「
其
履
行
ノ
不
能
ニ
ナ
ツ
タ
直
接
ノ
原
因
ハ
全
ク
債
務
者
ノ
意
外
ノ
事
柄
テ
ア
ツ
テ
履
行
ヲ
怠
ツ
テ
居
ツ
タ
」

と
い
う
場
合
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ
る
余
地
が
あ
り
、
そ
う
な
っ
て
は
困
る
か
ら
だ
と
説
明
し

（
（2
（

た
。
こ
れ
が
改
め
て
原
案
と
さ
れ
た
。

　

な
お
、
審
議
に
先
立
っ
て
、
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
る
履
行
不
能
を
債
務
消
滅
原
因
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
（
旧

民
法
財
産
編
五
三
九
条
以
下
）
は
、
当
初
の
予
定
を
変
更
し
、
取
り
や
め
る
こ
と
と
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
場
合
に
債
務
が
消

滅
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
て
い

（
（3
（

る
。
つ
ま
り
、
履
行
不
能
の
効
果
と
し
て
の
債
務
消
滅
は
当
然
の
前
提
と
し
て
規
定
を

置
か
ず
、
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
履
行
不
能
の
場
合
の
損
害
賠
償
義
務
の
方
を
規
定
す
る
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
同
修
正
案
は
、

法
典
調
査
会
決
定
案
と
な
り
、
条
数
の
変
更
は
あ
っ
た
も
の
の
内
容
の
変
更
は
な
く
、
改
正
前
民
法
四
一
五
条
と
な
っ
た
。

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
法
典
調
査
会
原
案
四
〇
九
条
で
は
履
行
不
能
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
旧
民
法
財
産
編
三
八
三
条
を
修

正
し
た
も
の
で
、
前
文
の
「
債
務
ノ
本
旨
ニ
従
ヒ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス
」
に
不
履
行
も
遅
滞
も
双
方
と
も
含
ま
れ
る
と
説
明
さ
れ
て

い
（
（3
（

る
。
こ
こ
で
は
ま
だ
不
能
は
債
務
解
放
事
由
と
い
う
形
が
強
く
、
修
正
前
の
原
案
で
は
、
起
草
委
員
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
的
な
遅
滞
と
不
履

行
の
二
分
構
成
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
が
、
法
典
調
査
会
四
一
四
条
修
正
案
に
よ
っ
て
、
改
正
前
民
法
と
同
じ
く
「
債
務
者
ノ
責
ニ
帰
ス
ヘ
キ
事
由
ニ
因
リ
テ
履
行
ヲ
為
ス

コ
ト
能
ハ
サ
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ト
キ
亦
同
ジ
」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
四
一
四
条
ノ
書
方
ハ
ト
ウ
モ
少
シ
履
行
不
能
カ
嵌
リ
憎
イ
ト
思
フ
…
…

債
務
者
ノ
過
失
ニ
依
リ
履
行
ヲ
為
ス
コ
ト
ノ
出
来
ナ
ク
ナ
ツ
タ
ト
キ
ハ
履
行
ヲ
為
サ
ナ
イ
ト
云
フ
ノ
カ
日
本
ノ
言
葉
テ
ト
ウ
テ
ア
リ
マ
セ
ウ

少
シ
無
理
テ
ア
ラ
ウ
結
果
ハ
同
シ
コ
ト
ニ
ナ
ラ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
只
履
行
ヲ
為
サ
ヌ
ト
云
フ
言
葉
ノ
中
ニ
履
行
ノ
不
能
ヲ
含
マ
ス
ト
云
フ
コ

ト
ハ
少
シ
無
理
ナ
ヤ
ウ
ニ
思
ヒ
マ
シ
タ
カ
ラ
此
修
正
案
ヲ
提
出
シ
タ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
」
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
り
、
遅
滞
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
四
一
一
条
の
修
正
案
で
債
務
者
の
帰
責
事
由
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
あ
え
て
再
規
定
す
る
こ
と
は
し
な
い
と
の
説
明

を
与
え
て
い

（
（3
（

る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
原
案
で
は
、
履
行
不
能
は
不
履
行
の
中
に
規
定
上
包
摂
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
修
正
案
で
は
逆
に
、「
履
行
を

し
な
い
」
こ
と
に
「
履
行
し
え
な
い
」
こ
と
を
入
れ
る
の
は
用
語
的
に
無
理
で
あ
る
と
い
う
考
慮
か
ら
こ
れ
を
但
書
に
移
行
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
債
務
不
履
行
の
原
則
規
定
で
あ
る
改
正
前
四
一
五
条
は
、
債
務
の
本
旨
に
し
た
が
わ
ぬ
不
履
行
一
般
の
中
に
、
履
行
遅
滞
・
履
行

不
能
を
例
示
的
に
取
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
構
造
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
起
草
委
員
も
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
審
議
で
、
単
に
不

履
行
に
つ
い
て
賠
償
額
の
予
定
を
し
う
る
と
い
う
の
で
は
履
行
請
求
と
の
関
連
で
曖
昧
な
点
が
生
ず
る
と
の
質
問
を
受
け
て
、「
是
レ
ハ
不

履
行
ノ
所
テ
説
明
シ
マ
シ
タ
ガ
遅
延
ハ
完
全
不
履
行
ノ
一
種
ナ
ノ
デ
遅
延
シ
ナ
ク
テ
モ
本
旨
ニ
従
ハ
ス
シ
テ
不
完
全
ニ
履
行
ス
ル
コ
ト
ガ
幾

ラ
モ
ア
ル
夫
故
ニ
不
履
行
ト
書
イ
タ
ノ
デ
或
ル
国
デ
ハ
不
履
行
若
ク
ハ
不
適
当
ナ
ル
履
行
ト
云
フ
様
ニ
書
イ
テ
ア
ル
位
デ
遅
延
丈
ケ
ヲ
殊
ニ

取
除
イ
テ
ハ
少
シ
狭
ク
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
カ
」
と
回
答
し
て
い

（
（3
（

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
債
務
不
履
行
は
、
法
文
上
直
接
に
は
履
行
遅
滞
と
履

行
不
能
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
債
務
不
履
行
を
二
分
す
る
態
様
と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
改
正
前
民
法
四
一
二
条
は
、
旧
民
法
に
い
う
付
遅
滞
の
制
度
を
除
く
こ
と
を
本
来
の
立
法
趣
旨
と
し
て
い

（
（3
（

る
。
当
初
は
単
に
「
債

務
ヲ
履
行
ス
ヘ
キ
時
期
ニ
付
キ
別
段
ノ
定
メ
ナ
キ
ト
キ
ハ
債
権
者
ハ
何
時
ニ
テ
モ
其
履
行
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ

（
（3
（

得
」
と
し
、
富
井
委
員
は
、

履
行
を
請
求
し
さ
え
す
れ
ば
、
旧
民
法
に
い
う
付
遅
滞
の
結
果
が
生
じ
、
別
に
付
遅
滞
の
行
為
自
体
は
要
求
し
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
履
行
遅
滞
法
は
明
白
に
フ
ラ
ン
ス
民
法
的
な
付
遅
滞
か
ら
脱
し
て
お
り
、
不
履
行
責
任
と
は
別
個
の
独
立
性
を
持
つ
概
念
と
し

て
積
極
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
起
草
委
員
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
遅
滞
ノ
責
」
の

内
容
と
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
挙

（
（3
（

げ
、
さ
ら
に
改
正
前
民
法
四
一
五
条
に
関
す
る
審
議
過
程
で
も
「
遅
滞
ニ
付
テ
ハ
前
ノ
四
一
一
条
ノ
修
正

案
ニ
於
テ
遅
滞
ノ
責
ニ
任
ス
ト
云
フ
コ
ト
ガ
採
用
サ
レ
マ
シ
タ
カ
ラ
債
務
者
ノ
責
メ
ニ
帰
ス
ヘ
キ
事
由
ト
云
ヘ
ハ
遅
滞
ノ
コ
ト
ハ
明
カ
テ
ア

ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
と
説
明
さ
れ
て
い

（
（3
（

る
。

　

改
正
前
民
法
に
お
け
る
遅
滞
法
の
不
合
理
な
位
置
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
付
遅
滞
と
遅
延
賠
償
の
制
度
を
ほ
ぼ
継
受
し
た
旧
民
法
の
実
質
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的
な
修
正
を
示
し
て
お
り
、
同
時
に
、
履
行
遅
滞
が
債
務
不
履
行
に
吸
収
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
形
的
に
フ
ラ
ン
ス
民
法
か
ら
旧
民

法
へ
の
系
譜
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
と
解
さ
れ

（
（3
（

る
。

一
─
三　

改
正
前
民
法
起
草
過
程
に
お
け
る
「
帰
責
事
由
」

　

以
上
を
前
提
と
し
て
、
本
稿
と
の
関
係
で
、
民
法
の
起
草
過
程
に
民
法
の
起
草
過
程
に
お
け
る
帰
責
事
由
お
い
て
帰
責
事
由
が
い
か
に
と

ら
え
ら
れ
て
き
た
か
改
め
て
見
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　

そ
も
そ
も
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
四
七
条
は
「
不
履
行
が
自
己
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
外
来
の
原
因
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
こ

と
と
規
定
し
、
同
一
一
四
八
条
は
「
外
来
の
原
因
」
が
「
不
可
抗
力
又
は
偶
発
事
故
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
、
旧
民
法
財
産

編
三
八
三
条
は
、「
債
務
者
ノ
責
ニ
帰
ス
可
キ
」
と
い
う
に
と
ど
ま
る
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
注
釈
で
「
そ
の
こ
と
は
、
不
履
行
が
偶
発
事

故
又
は
不
可
抗
力
に
よ
る
場
合
、
反
対
の
解
釈
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
含
意
す
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
の
連
続
性
が
認
め
ら

れ
（
（3
（

る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
さ
ら
に
、
履
行
不
能
が
債
務
消
滅
を
も
た
ら
す
場
合
（
旧
民
法
財
産
編
五
三
九
条
以
下
）
に
も
言
及
し
、
帰
責
性

の
有
無
が
そ
の
場
合
と
の
区
別
を
も
た
ら
す
こ
と
を
示

（
（4
（

す
。
つ
ま
り
「
責
ニ
帰
ス
可
キ
」
と
い
う
要
件
は
、
免
責
事
由
と
し
て
の
機
能
と
、

無
責
の
履
行
不
能
に
よ
る
債
務
消
滅
と
の
区
別
の
た
め
の
機
能
い
う
二
重
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
と
い
え

（
（4
（

る
。

　

ま
た
、
改
正
前
民
法
を
体
系
的
に
見
れ
ば
、
同
四
一
二
条
が
履
行
遅
滞
に
つ
い
て
規
定
し
、
同
四
一
五
条
が
一
般
的
包
括
的
な
規
定
を
設

け
て
い
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
履
行
遅
滞
は
債
務
不
履
行
の
一
態
様
と
し
て
説
明
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
法
典
の
位
置
か
ら
見
て
明
確

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
旧
民
法
財
産
編
三
八
三
条
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
で
は
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
場

面
と
し
て
、「
債
務
者
に
よ
る
履
行
の
拒
絶
」
も
し
く
は
「
そ
の
責
に
帰
す
べ
き
履
行
の
不
能
」
あ
る
い
は
「
単
な
る
履
行
の
遅
延
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い

（
（4
（

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
債
務
者
の
帰
責
性
が
明
確
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
履
行
の
不
能
の
場
面
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
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そ
の
帰
責
事
由
の
内
容
は
、
注
意
義
務
違
反
、
あ
る
い
は
過
失
と
説
明
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

わ
が
国
の
改
正
前
民
法
は
、
債
務
不
履
行
論
に
つ
い
て
、
系
譜
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
つ
な
が
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
そ
の
後
の
学
説
は
ド
イ
ツ
民
法
理
論
の
圧
倒
的
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

二　

改
正
前
民
法
四
一
六
条
の
起
草
過
程

二
─
一　

旧
民
法
に
お
け
る
損
害
賠
償
範
囲
の
決
定

　

以
下
で
は
、
損
害
賠
償
の
範
囲
が
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
の
か
、
特
に
債
務
者
の
責
任
の
原
因
が
そ
こ
で
い

か
な
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
か
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
民
法
四
一
六
条
の
起
草
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
と
す

（
（4
（

る
。

　

債
務
不
履
行
に
よ
っ
て
債
権
者
に
様
々
な
損
害
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
う
ち
の
ど
こ
ま
で
を
債
務
者
が
賠
償
す
べ
き
か
定
め
る
必
要
が
あ

る
。
民
法
四
一
六
条
は
一
項
に
お
い
て
、
債
務
不
履
行
の
場
合
に
通
常
生
ず
べ
き
損
害
の
賠
償
を
規
定
し
、
二
項
に
お
い
て
、
特
別
の
事
情

に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
当
事
者
が
予
見
可
能
で
あ
っ
た
場
合
に
そ
の
賠
償
を
債
権
者
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
す

る
。
こ
の
よ
う
に
当
事
者
の
予
見
可
能
性
を
損
害
賠
償
の
範
囲
の
確
定
基
準
と
す
る
の
は
、
一
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
に
始
ま
り
、

一
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
を
経
て
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
法
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

（
（4
（

た
。
わ

が
国
の
民
法
四
一
六
条
は
直
接
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
法
理
を
基
本
と
し
、
さ
ら
に
若
干
の
変
更
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て

い
（
（4
（

る
。

　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
起
草
に
よ
る
旧
民
法
財
産
編
三
八
五
条
は
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
範
囲
に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
し

て
い
た
。「
①
損
害
賠
償
ハ
債
権
者
ノ
受
ケ
タ
ル
損
失
ノ
償
金
及
ヒ
其
失
ヒ
タ
ル
利
得
ノ
補
填
ヲ
包
含
ス
。
②
然
レ
ト
モ
債
務
者
ノ
悪
意
ナ

ク
懈
怠
ノ
ミ
ニ
出
テ
タ
ル
不
履
行
又
ハ
遅
延
ニ
付
テ
ハ
損
害
賠
償
ハ
当
事
者
カ
合
意
ノ
時
ニ
予
見
シ
又
ハ
予
見
ス
ル
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
損
失
ト
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利
得
ノ
喪
失
ト
ノ
ミ
ヲ
包
含
ス
。
③
悪
意
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
予
見
ス
ル
ヲ
得
サ
リ
シ
損
害
ト
雖
モ
不
履
行
ヨ
リ
生
ス
ル
結
果
ニ
シ
テ
避
ク
可

カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
タ
ル
ト
キ
ハ
債
務
者
其
賠
償
ヲ
負
担
ス
。」

　

同
条
一
項
は
、
債
権
者
が
受
け
た
損
失
と
債
権
者
が
失
っ
た
利
得
が
損
害
賠
償
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
う
え
で
、
二
項
と
三
項
で

賠
償
す
べ
き
範
囲
を
制
限
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
二
項
は
損
失
の
予
見
可
能
性
を
基
準
と
し
、
三
項
は
不
履
行
に
よ
り
生
じ
た

結
果
が
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
て
い

（
（4
（

る
。

二
─
二　

改
正
前
民
法
典
原
案
四
一
〇
条

　

改
正
前
民
法
の
起
草
に
あ
た
っ
て
法
典
調
査
会
に
提
出
さ
れ
た
原
案
四
一
〇
条
は
、
旧
民
法
財
産
編
三
八
五
条
と
体
裁
を
大
き
く
異
に
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
条
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
損
害
賠
償
ノ
請
求
ハ
通
常
ノ
場
合
ニ
於
テ
債
務
ノ
不
履
行
ヨ
リ
生
ス
ヘ
キ
損
害

ノ
賠
償
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
其
目
的
ト
ス
。
当
事
者
カ
始
メ
ヨ
リ
予
見
シ
又
ハ
予
見
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
損
害
ニ
付
テ
ハ
特
別
ノ

事
情
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
雖
モ
其
賠
償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」。

　

こ
の
規
定
は
穂
積
委
員
が
起
草
し
、
梅
・
富
井
両
委
員
と
の
三
人
か
ら
成
る
起
草
委
員
会
で
の
修
正
を
経
て
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
こ
で
は
様
々
な
議
論
が
見
ら
れ
た
。
特
に
梅
委
員
は
損
害
賠
償
の
範
囲
の
制
限
に
反
対
し
て
お
り
、
な
る
べ
く
損
害
賠
償
の
範
囲
を

拡
大
し
よ
う
と
し
て
い

（
（4
（

た
。
試
案
の
中
に
は
、「
債
務
ノ
不
履
行
ノ
結
果
ト
シ
テ
債
権
者
ノ
受
ケ
タ
ル
一
切
ノ
損
失
ヲ
回
復
ス
ル
ヲ
以
テ
目

的
ト
ス
」
と
い
う
よ
う
に
、
改
正
前
民
法
四
一
六
条
と
対
立
す
る
趣
旨
の
規
定
も
見
ら
れ

（
（4
（

る
。

　

原
案
四
一
〇
条
に
つ
い
て
、
穂
積
委
員
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
…
…
債
務
ノ
履
行
ト
云
フ
モ
ノ
ニ
依
ツ
テ
債
権
者
ハ
或
ル

利
益
ヲ
予
見
シ
テ
居
ル
其
不
履
行
ヨ
リ
出
タ
結
果
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
立
派
ニ
法
廷
ニ
出
シ
テ
証
明
ノ
出
来
ル
位
ノ
モ
ノ
デ
ア
レ
バ
之
ハ
債
権

者
ヲ
可
成
元
ト
ノ
有
様
ニ
返
ス
ト
云
フ
ノ
ガ
当
然
ノ
コ
ト
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
カ
ラ
此
原
因
ニ
直
接
間
接
ノ
区
別
ヲ
致
サ
ヌ
方
ニ
吾
々
ハ
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取
極
メ
マ
シ

（
（4
（

タ
」。「
…
…
債
権
者
ノ
有
様
ヲ
標
準
ニ
取
ラ
ヌ
デ
債
務
者
ノ
有
様
ヲ
標
準
ニ
取
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
何
ウ
モ
理
屈
ガ
可
笑
シ
イ
之

ハ
徳
義
ノ
方
デ
懲
罰
ヲ
支
ヘ
ル
方
デ
モ
ナ
イ
又
債
務
者
ヲ
懲
戒
ス
ル
方
デ
モ
ナ
イ
債
権
者
ヲ
元
ト
ノ
有
様
ニ
回
復
ス
ル
ト
云
フ
方
デ
ア
リ
マ

ス
カ
ラ
夫
故
ニ
悪
意
善
意
ト
云
フ
方
夫
レ
カ
ラ
過
失
ノ
程
度
階
級
ヲ
設
ケ
テ
此
額
ノ
多
少
ヲ
定
メ
ル
ト
云
フ
ヤ
フ
ナ
標
準
ハ
一
切
排
斥
致
シ

マ
シ
テ
此
処
ニ
ハ
採
ラ
ヌ
コ
ト
ト
致
シ
マ
シ

（
（5
（

タ
」。
こ
こ
で
は
、
原
案
四
一
〇
条
が
、
直
接
な
い
し
間
接
の
結
果
あ
る
い
は
悪
意
過
失
に
よ
っ

て
賠
償
の
範
囲
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
立
法
主
義
を
排
斥
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
損
害
賠
償
の
範
囲
を
定
め
る
標
準
を
い
か
に
定
め
る
か
に
つ
い
て
、「
損
失
ノ
償
金
及
ビ
其
失
ヒ
タ
ル
利
得
ノ
填
補
」
と

規
定
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
穂
積
委
員
は
「
今
少
シ
慥
カ
ナ
標
準
ヲ
定
メ
ナ
ケ
レ
バ
」
な
ら
な
い
と
す

（
（5
（

る
。
そ
こ
で
賠
償

範
囲
を
制
限
す
る
標
準
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
「
予
見
」
で
あ
る
。
穂
積
委
員
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
予
見
ト
云
フ
コ
ト
ハ

何
ウ
モ
之
ハ
債
務
関
係
ノ
性
質
ヨ
リ
シ
テ
一
ツ
ノ
標
準
ト
致
サ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
ト
存
ジ
マ
シ
タ
ノ
デ
当
事
者
ガ
始
メ
カ
ラ
予
見
シ
テ
居

ツ
タ
之
ガ
這
入
ル
ノ
ハ
論
ヲ
俟
タ
ヌ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
通
常
ノ
人
ガ
或
ル
取
引
ヲ
致
シ
マ
ス
ル
或
ハ
売
ル
位
置
ニ
在
リ
マ
シ
タ
ナ
ラ
バ
十

人
カ
九
人
即
チ
注
意
深
イ
人
多
数
ノ
者
ガ
然
ウ
云
フ
場
合
ニ
於
テ
ハ
之
ヲ
履
行
シ
ナ
ケ
レ
バ
必
ズ
斯
ウ
云
ウ
損
害
ガ
債
権
者
ノ
方
ヘ
生
ズ
ル

ト
云
フ
コ
ト
ヲ
予
見
シ
テ
居
リ
マ
ス
ル
シ
又
其
予
見
シ
テ
居
リ
マ
ス
ル
モ
ノ
ガ
賠
償
ノ
額
ヲ
定
メ
ル
標
準
ニ
為
ナ
ラ
ナ
ケ
レ
バ
住
ク
マ
イ
夫

レ
ヲ
若
シ
予
見
又
ハ
予
見
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
マ
シ
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
レ
バ
縦
令
ヒ
特
別
ノ
事
情
カ
ラ
生
ジ
マ
シ
タ
モ
ノ
デ
ア
ツ
テ
モ
其
賠

償
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
…

（
（5
（

…
」。

　

こ
の
よ
う
に
、利
得
の
填
補
が
ど
こ
ま
で
含
む
か
と
い
う
問
題
、す
な
わ
ち
賠
償
の
範
囲
を
い
か
に
制
限
す
る
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、

「
予
見
」
が
制
限
の
標
準
と
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
完
全
賠
償
の
原
則
が
否
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。「
予
見
」
が
ど
の

よ
う
な
系
譜
に
属
す
る
も
の
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
も
の
の
、
穂
積
委
員
が
「
…
…
英
吉
利
抔
ノ
有
名
ナ
判
決
例
ノ
規
則
抔
デ
モ
詰
リ

之
ニ
帰
ス
ル
ノ
デ
ア
ツ
テ
通
常
ノ
結
果
カ
ラ
予
見
シ
テ
居
レ
バ
特
別
ノ
結
果
デ
モ
之
ヲ
償
フ
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
如
何
ニ
モ
穏
カ
ナ
規
則
ジ
ヤ
ラ
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ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
夫
故
ニ
本
条
ノ
如
ク
標
準
ヲ
定
メ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ

（
（5
（

ス
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
原
案
四
一
〇
条
の
母
体
と
な
っ

た
の
は
、
同
条
で
参
照
さ
れ
て
い
るH

adley v. Baxendale, 9 Exch. 341, 354

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
さ
れ

（
（5
（

る
。

二
─
三　

賠
償
範
囲
と
規
範
的
判
断

　

以
上
の
よ
う
に
、
改
正
前
民
法
四
一
六
条
の
系
譜
を
た
ど
る
と
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
完
全
賠
償
の
原
則
と
は
異
な
り
、
責
任
原
因
と
賠
償

範
囲
と
を
結
合
す
る
と
い
う
構
造
を
持
ち
、
損
害
賠
償
の
範
囲
を
制
限
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
契
約

締
結
時
を
基
準
時
と
し
、
そ
の
時
点
で
当
事
者
が
引
き
受
け
て
い
た
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
完
全
な
損
害
賠
償
を
認
め
る
立
場
は
、
損
害
賠
償

の
範
囲
の
決
定
に
あ
た
っ
て
規
範
的
な
要
素
は
持
ち
込
ま
れ
な
い
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
債
務
不
履
行
時
を
基
準
と
し
、
予
見
可
能
性

の
有
無
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
の
範
囲
を
制
限
す
る
と
す
る
考
え
方
は
、
契
約
締
結
時
の
明
示
の
合
意
に
と
ど
ま
ら
な
い
規
範
的
な
要
素
が
持

ち
込
ま
れ
る
余
地
を
残
す
も
の
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

三　

改
正
前
民
法
四
一
八
条
の
起
草
過
程

三
─
一　

民
法
七
二
二
条
二
項
と
の
関
係

　

債
務
不
履
行
や
不
法
行
為
に
関
し
て
、
債
権
者
や
被
害
者
に
過
失
が
あ
る
と
き
、
裁
判
所
は
損
害
賠
償
責
任
の
有
無
又
は
賠
償
額
を
定
め

る
に
あ
た
っ
て
そ
の
過
失
を
斟
酌
す
る
。
わ
が
国
の
民
法
は
、
四
一
八
条
で
債
務
不
履
行
の
場
合
に
つ
い
て
、
七
二
二
条
二
項
で
不
法
行
為

の
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
過
失
相
殺
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
債
務
不
履
行
に
お
け
る
過
失
相
殺
は
、
損
害
賠
償
制
度
を
指
導
す
る
公
平
の
原
則
と
債
権
関
係
を
支
配
す
る
信
義
則
の
具
体

的
な
一
顕
現
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

（
（5
（

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
不
法
行
為
に
お
け
る
過
失
相
殺
は
、
公
平
の
原
則
と
社
会
生
活
を
支
配
す
る
協
同
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の
精
神
が
適
用
さ
れ
る
具
体
的
な
一
場
面
で
あ
る
と
い
わ
れ

（
（5
（

る
。
し
か
し
、「
社
会
生
活
を
支
配
す
る
協
同
の
精
神
」
と
「
信
義
則
」
は
異

な
る
も
の
で
は
な
く
、
両
者
は
こ
と
さ
ら
に
区
別
さ
れ
な

（
（5
（

い
。

　

わ
が
国
で
の
過
失
相
殺
制
度
の
理
論
的
分
析
に
つ
い
て
は
、特
に
不
法
行
為
に
お
け
る
過
失
相
殺
を
対
象
と
す
る
議
論
が
多
く
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
は
、
過
失
相
殺
の
本
質
を
、
何
ら
か
の
レ
ベ
ル
で
の
被
害
者
へ
の
帰
責
と
考
え
る
の
か
、
あ
く
ま
で
加
害
者
の
減
責
を
通
じ
て
い
わ

ば
反
射
的
に
被
害
者
へ
の
損
害
負
担
が
生
ず
る
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
の
か
、
立
場
が
対
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
規
範
的
な
評
価
の
レ
ベ
ル

の
問
題
な
の
か
、
因
果
関
係
等
の
事
実
的
な
レ
ベ
ル
の
問
題
な
の
か
と
い
っ
た
対
立
も
あ

（
（5
（

る
。

　

一
方
で
、債
務
不
履
行
の
過
失
相
殺
に
つ
い
て
は
、こ
う
し
た
過
失
相
殺
の
本
質
を
め
ぐ
る
議
論
は
必
ず
し
も
盛
ん
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、

一
定
の
債
権
関
係
を
前
提
と
す
る
民
法
四
一
八
条
の
債
務
不
履
行
に
お
い
て
は
、
信
義
則
を
通
じ
て
、
債
権
者
の
過
失
の
前
提
と
な
る
義
務

を
比
較
的
容
易
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
も
よ
る
他
、
不
法
行
為
に
お
け
る
過
失
相
殺
で
は
具
体
的
問
題
と
な
る
被
害
者
の

能
力
等
の
問
題
も
、
同
四
一
八
条
の
場
面
で
は
重
要
性
が
乏
し
い
と
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

（
（5
（

る
。

　

と
は
い
え
、
損
害
賠
償
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
関
心
が
、
損
害
賠
償
責
任
の
有
無
と
同
時
に
賠
償
額
に
も
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で

き
、
契
約
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
の
場
面
に
お
い
て
も
そ
れ
は
変
わ
り
な
い
。
そ
の
た
め
、
賠
償
額
の
決
定
に
直
接
関
わ
る
も
の
と

し
て
民
法
四
一
八
条
が
規
定
す
る
過
失
相
殺
の
制
度
の
理
論
的
な
分
析
に
重
要
な
意
義
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ

（
（6
（

る
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
改
正
前
民
法
四
一
八
条
の
起
草
過
程
に
か
か
わ
る
歴
史
的
分
析
を
手
掛
か
り
と
し
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
け
る
契
約

違
反
の
場
面
で
の
過
失
相
殺
制
度
に
つ
い
て
整
理
す

（
（6
（

る
。

三
─
二　

旧
民
法
に
お
け
る
「
被
害
者
の
過
失
」

　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
起
草
に
よ
る
民
法
草
案
で
は
、
損
害
賠
償
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
債
権
者
の
「
非
理
」
が
斟
酌
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
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い
（
（6
（

る
。
旧
民
法
財
産
編
三
八
七
条
も
同
様
に
規
定
す
る
。「
遅
延
又
ハ
不
執
行
ニ
関
シ
当
事
者
雙
方
ニ
非
理
ア
ル
ト
キ
ハ
裁
判
所
ハ
損
害
賠

償
ヲ
定
ム
ル
ニ
付
キ
之
ヲ
斟
酌
ス
」。

　

こ
の
規
定
の
趣
旨
に
つ
い
て
、ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、債
務
者
が
義
務
を
履
行
し
な
い
か
、ま
た
は
そ
の
履
行
を
遅
延
す
る
よ
う
な
場
合
に
、

債
権
者
自
身
に
も
多
少
の
過
失
（
非
理
）
が
あ
る
こ
と
は
実
際
少
な
く
は
な
い
の
で
、こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、「
損
害
賠
償
ノ
責
罰
（
言
渡
）

ヲ
斟
酌
ス
ル
ヲ
以
テ
至
当
ト
ス
可
キ
ヤ
必
然
ナ
リ
」
と
説
い
て
い

（
（6
（

る
。
な
お
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
同
草
案
の
効
果
と
し
て
、
賠
償
責
任
の
完

全
な
排
除
ま
で
認
め
て
い
た
か
否
か
が
問
題
と
な
る
が
、
債
権
者
の
非
理
に
は
責
任
の
否
定
（
免
責
）
と
い
う
効
果
ま
で
は
予
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

（
（6
（

る
。

　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
民
法
草
案
の
起
草
に
影
響
を
与
え
た
一
八
〇
四
年
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
で
は
、
債
務
不
履
行
の
場
合
、「
予
見
可
能
な
損
害

（dom
m
age prévu

）」
に
つ
い
て
の
み
責
任
を
負
う
と
す

（
（6
（

る
。
わ
が
国
に
お
け
る
過
失
相
殺
に
相
当
す
る
規
定
は
な
い
も
の
の
、
債
権
者

自
身
の
過
失
が
共
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
債
務
不
履
行
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
賠
償
責
任
が
完
全
な
範
囲
で
免
責
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

（
（6
（

る
。

と
い
う
の
も
、
債
権
者
自
身
の
過
失
は
、
通
常
、
契
約
締
結
の
際
に
は
予
見
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
債
権
者
の
過
失
が
損
害
の
一

部
の
み
に
共
働
す
る
（
共
働
過
失
＝faute com

m
une

）
に
過
ぎ
な
い
場
合
に
は
、「
予
見
可
能
な
損
害
」
に
は
含
ま
れ
な
い
と
し
て
も
、

賠
償
さ
れ
る
べ
き
損
害
の
範
囲
か
ら
控
除
さ
れ
、
控
除
さ
れ
る
範
囲
で
賠
償
責
任
が
軽
減
さ
れ
る
と
さ
れ

（
（6
（

る
。

三
─
三　

改
正
前
民
法
原
案
四
一
二
条

　

改
正
前
民
法
四
一
八
条
の
原
案
四
一
二
条
は
、「
債
務
ノ
不
履
行
ニ
関
シ
債
権
者
ニ
過
失
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
裁
判
所
ハ
損
害
賠
償
ノ
責
任

及
ヒ
其
金
額
ヲ
定
ム
ル
ニ
付
キ
之
ヲ
斟
酌
ス
」
と
規
定
す
る
。

　

同
条
の
起
草
者
で
あ
る
穂
積
委
員
に
よ
れ
ば
、
債
務
不
履
行
の
場
合
に
は
、
債
務
者
に
普
通
の
意
味
で
の
過
失
が
な
く
て
も
責
任
が
負
わ
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さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
債
権
者
側
に
過
失
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
に
依
然
と
し
て
債
務
者
を
も
と
の
責
任
関
係
に
拘
束
さ
せ
て

お
く
こ
と
は
妥
当
で
は
な

（
（6
（

い
。
と
い
う
の
も
、
損
害
賠
償
の
標
準
を
定
め
た
原
案
第
四
一
〇
条
（
改
正
前
民
法
四
一
六
条
）
の
箇
所
で
議
定

さ
れ
た
よ
う
に
、「
損
害
賠
償
ノ
多
寡
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
徳
義
上
ノ
関
係
ト
カ
然
ウ
云
フ
コ
ト
ノ
畢
竟
懲
罰
ノ
意
味
ヲ
含
ン
デ
之
ヲ
増
減
ス
ル

ト
云
フ
コ
ト
ハ
ナ
イ
」た
め
で
あ

（
（6
（

る
。
そ
こ
で
原
案
第
四
一
〇
条
の
例
外
を
定
め
る
必
要
か
ら
本
条
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、損
害
賠
償
額
の
み
な
ら
ず
責
任
の
有
無
ま
で
も
斟
酌
で
き
る
こ
と
に
し
た
点
に
つ
い
て
、穂
積
委
員
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

旧
民
法
財
産
編
第
三
八
七
条
か
ら
は
「
明
カ
ニ
法
律
ノ
表
ニ
責
任
ノ
有
無
迄
モ
含
ヤ
ト
云
フ
コ
ト
ガ
ド
ウ
モ
分
ッ
テ
居
リ
マ
セ
ヌ
」、「
債
務

不
履
行
ト
云
フ
コ
ト
ガ
債
権
者
ノ
過
失
ガ
原
因
ト
ナ
ッ
テ
其
過
失
ニ
依
テ
全
ク
不
履
行
ガ
生
ジ
タ
ト
云
フ
時
ハ
全
ク
責
任
ガ
ナ
イ
不
履
行
ノ

原
因
ニ
依
テ
責
任
者
有
無
ノ
問
題
ガ
起
ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
責
任
ノ
有
無
ニ
付
キ
之
ヲ
斟
酌
ス
ト
書
キ
マ
シ
タ
」。
と
は
い
え
、「
債
権

者
ノ
過
失
ガ
此
不
履
行
ノ
原
因
ト
ハ
ナ
ラ
ズ
不
履
行
ヲ
助
勢
致
シ
マ
シ
タ
場
合
ニ
於
テ
ハ
其
金
額
ヲ
定
メ
マ
ス
ニ
付
テ
ノ
裁
判
所
ノ
斟
酌
ト

云
コ
ト
ガ
必
ズ
必
要
ニ
ナ
ッ
テ
来
ル
」
の
で
、「
裁
判
所
ノ
公
平
ナ
ル
判
断
」
に
委
ね
る
と
い

（
（7
（

う
。

三
─
四　

CISG

八
〇
条
と
の
類
似
性

　

以
上
の
よ
う
に
、
改
正
前
民
法
四
一
八
条
の
歴
史
的
背
景
は
、
同
四
一
五
条
の
責
任
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
点
と
密
接
に
関

連
す
る
。
同
四
一
五
条
の
元
と
な
っ
た
旧
民
法
財
産
編
三
八
三
条
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
を
見
れ
ば
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責

任
が
発
生
す
る
場
面
と
し
て
、「
債
務
者
に
よ
る
履
行
の
拒
絶
」
も
し
く
は
「
そ
の
責
に
帰
す
べ
き
履
行
の
不
能
」
あ
る
い
は
「
単
な
る
履

行
の
遅
延
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
債
務
者
の
帰
責
性
が
明
確
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
履
行
の
不
能
の
場
面
の
み
で
あ
り
、
そ
の
帰
責
事

由
の
内
容
も
、
注
意
義
務
違
反
、
あ
る
い
は
過
失
と
説
明
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
務
者
側
に
理
由
の
な
い

不
履
行
や
、
債
権
者
側
の
理
由
に
よ
る
不
履
行
の
場
合
に
対
応
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
改
正
前
民
法
四
一
八
条
が
設
け
ら
れ
た
と
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考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
改
正
前
民
法
の
起
草
過
程
に
お
い
て
意
図
さ
れ
て
い
た
構
造
は
、
国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（CIS

（
（7
（G

）

の
構
造
と
類
似
し
て
い
る
と
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
周
知
の
通
りCISG

は
、
契
約
責
任
に
つ
い
て
わ
が
国
の
よ
う
な
過
失
責
任
主
義

を
採
用
し
て
い
な
い
。
同
四
五
条
（
一
）（
ｂ
）
は
、「
売
主
が
契
約
又
は
こ
の
条
約
に
基
づ
く
義
務
を
履
行
し
な
い
場
合
」
の
買
主
の
救
済

方
法
と
し
て
、「
第
七
四
条
か
ら
第
七
七
条
ま
で
の
規
定
に
従
っ
て
損
害
賠
償
の
請
求
を
す
る
こ
と
」
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
売
主
の

過
失
は
要
求
さ
れ
な
い
。
同
六
一
条
（
一
）（
ｂ
）
で
は
、「
買
主
が
契
約
又
は
こ
の
条
約
に
基
づ
く
義
務
を
履
行
し
な
い
場
合
」、
売
主
も

同
様
に
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
わ
な
ち
、
債
務
者
の
過
失
は
要
件
と
な
ら
ず
、
契
約
上
の
義
務
違

反
が
あ
れ
ば
、
債
権
者
は
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
同
八
〇
条
は
、
債
権
者
の
作
為
、
不
作
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
履
行
に
つ
い
て
、「
相
手
方
の
不
履
行
が
自
己
の
作
為

又
は
不
作
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
限
度
に
お
い
て
、
相
手
方
の
不
履
行
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
売
主
が
物
品

の
発
送
を
遅
滞
し
、
さ
ら
に
買
主
が
誤
っ
て
指
定
し
た
住
所
に
物
品
が
届
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
買
主
は
誤
っ
た
住
所
に
届
け
ら
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
発
送
の
遅
滞
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
に
な

（
（7
（

る
。

　

な
お
、
同
七
九
条
に
よ
れ
ば
、
義
務
の
不
履
行
が
自
己
の
支
配
を
超
え
る
障
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
、
当
事
者
は
損
害
賠
償
責
任
を
免

責
さ
れ
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
障
害
の
回
避
可
能
性
・
克
服
可
能
性
が
な
い
こ
と
だ
け
で
な
く
、
契
約
締
結
時
に
お
け

る
そ
の
障
害
の
予
見
可
能
性
が
な
い
こ
と
も
要
件
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
免
責
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
限
ら
れ
る
と
評
価
さ
れ

（
（7
（

る
。

　

帰
責
根
拠
を
契
約
の
拘
束
力
に
求
め
る
近
時
の
契
約
責
任
論
の
立
場
もCISG
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
的
潮
流
に
合
致
す
る
も
の
と
評
価

さ
れ
て
い
る
が
、
債
務
者
が
合
意
に
反
し
た
こ
と
を
も
っ
て
契
約
責
任
を
肯
定
し
、
債
務
者
に
理
由
の
な
い
損
害
に
つ
い
て
は
別
に
免
責
す
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る
規
定
を
設
け
る
と
い
う
構
成
も
持
つ
起
草
当
時
の
意
図
に
も
、CISG

と
の
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
10
）
一
八
九
〇
年
四
月
二
一
日
公
布
「
民
法
財
産
編
」（
明
治
二
三
年
法
律
第
二
八
号
）。
旧
民
法
か
ら
改
正
前
民
法
四
一
五
条
に
至
る
立
法
経
緯

に
つ
い
て
、
参
照
、
中
田
裕
康
「
四
一
五
条
・
四
一
六
条
（
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
）」
広
中
俊
雄
＝
星
野
英
一
編
『
民
法
典
の
百
年
第

三
巻
─
─
個
別
的
観
察
（
二
）
債
権
編
』
有
斐
閣
（
一
九
九
八
年
）
三
頁
以
下
、
淡
路
剛
久
『
債
権
総
論
』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
二
年
）
八
七
頁

以
下
、
奥
田
（
二
〇
一
一
年
）・
前
掲
注
８
・
八
頁
以
下
〔
北
川
＝
潮
見
執
筆
部
分
〕
等
。

（
11
）
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
四
〇
三
条
に
は
、（
ⅰ
）
一
八
八
二
年
版
、（
ⅱ
）
一
八
八
三
年
版
、（
ⅲ
）
旧
民
法
公
布
後
の
一
八
九
一
年
版
が
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
（
ⅱ
）
及
び
（
ⅲ
）
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
四
二
条
及
び
一
一
四
七
条
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。Boissonade (G.), Project 

de Code civil pour l'Em
pire du Japon accom

pagné d'un com
m
entaire, livre II-IIe partie, 1882, p.316; 2e éd., t. 2, 1883, p.310; 

nouvelle éd., t.2, 1891, p.347.

（
12
）
翻
訳
は
、
稲
本
洋
之
助
ほ
か
訳
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
編
「
法
務
資
料
第
四
四
一
号 

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
─
─
物
権
・
債
権
関
係
」

法
曹
会
（
一
九
八
二
年
）
に
よ
る
。

（
13
）
中
田
（
一
九
九
八
年
）・
前
掲
注
10
・
三
頁
、
奥
田
（
二
〇
一
一
年
）・
前
掲
注
８
・
八
～
九
頁
〔
北
川
＝
潮
見
執
筆
部
分
〕。

（
14
）
旧
民
法
財
産
編
五
三
九
～
五
四
三
条
。
な
お
、
旧
民
法
が
債
務
不
履
行
の
一
類
型
と
し
て
履
行
遅
滞
を
挙
げ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お

け
る
付
遅
滞
制
度
を
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
履
行
遅
滞
の
独
立
性
に
つ
き
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
遅
れ
て
弁
済
す
る
者
は
過
少
に
弁
済
す
」
と
い

う
中
世
ロ
ー
マ
法
学
の
注
釈
学
派
に
由
来
す
る
法
格
言
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
た
だ
し
、
付
遅
滞
制
度
の
承
継
は
、
改
正
前
民
法
四
一
二
条
一

項
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
付
遅
滞
制
度
の
研
究
と
し
て
、
参
照
、
森
田
修
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
債
務
転
形
論
と
『
附

遅
滞
』
─
─
履
行
請
求
権
の
存
在
意
義
に
関
す
る
覚
書
（
一
）」
法
学
志
林
九
〇
巻
一
号
（
一
九
九
二
年
）
一
頁
以
下
。

（
15
）
な
お
、
こ
れ
と
の
関
係
で
、
履
行
遅
滞
に
つ
い
て
は
「
一
時
的
で
確
定
的
で
な
い
不
履
行
」
と
い
う
意
義
が
与
え
ら
れ
る
。Laurent, 

Principes, tom
e 16. p.313 et s.; Constantinesco, Inexécution et Faute contractuelle en D

roit Com
paré (D

roits Français, 
A
llem

and, A
nglais) 1960. p.41.
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（
16
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
履
行
不
能
を
債
務
消
滅
事
由
と
す
る
こ
と
は
一
般
的
で
あ
る
が
、
日
本
法
の
よ
う
に
債
務
不
履
行
の
一
類
型
と
す
る
こ

と
は
珍
し
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
北
川
は
、
遅
滞
法
と
不
能
法
を
、
ド
イ
ツ
型
、
フ
ラ
ン
ス
・
ス
イ
ス
型
、
北
欧
型
、
英
米
型
に
類
型
化
し
て

分
析
し
、
債
務
不
履
行
を
不
能
と
遅
滞
の
パ
ラ
レ
ル
構
成
に
よ
っ
て
考
え
る
方
向
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
に
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
（BGB. 

§
280

）。
北
川
善
太
郎
『
契
約
責
任
の
研
究
─
─
構
造
論
』
有
斐
閣
（
一
九
六
三
年
）
三
八
頁
。

（
17
）
谷
口
知
平
『
英
米
契
約
法
原
理
』
有
斐
閣
（
一
九
三
二
年
）
四
〇
九
頁
以
下
。

（
18
）
同
一
九
三
頁
以
下
、
新
井
正
男
「
イ
ギ
リ
ス
契
約
法
に
お
け
る
履
行
不
能
に
つ
い
て
」
法
学
新
報 

六
二
巻
一
号
（
一
九
五
五
年
）
四
三
頁
。

（
19
）
北
川
は
、
そ
の
意
味
で
不
能
と
遅
滞
の
パ
ラ
レ
ル
構
成
は
消
極
的
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
北
川
（
一
九
六
三
年
）・
前
掲

注
16
・
三
八
頁
。

（
20
）
中
田
（
一
九
九
八
年
）・
前
掲
注
10
・
四
頁
。

（
21
）
旧
民
法
財
産
編
三
八
一
条
一
項
。

（
22
）
旧
民
法
財
産
編
三
八
五
条
二
項
及
び
三
項
、
三
八
七
～
三
九
〇
条
。

（
23
）
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
一
八
九
一
年
版
三
四
七
頁
。

（
24
）
中
田
（
一
九
九
八
年
）・
前
掲
注
10
・
一
頁
以
下
。
な
お
、
法
典
調
査
会
原
案
及
び
修
正
案
に
つ
い
て
、
前
田
達
明
監
修
『
史
料
債
権
総
則
』

成
文
堂
（
二
〇
一
〇
年
）
八
六
頁
以
下
〔
玉
樹
智
文
執
筆
部
分
〕。

（
25
）
穂
積
第
一
原
案 

第
リ
条
「
債
務
者
カ
其
義
務
ヲ
履
行
セ
ス
又
ハ
其
義
務
ノ
履
行
ヲ
遅
延
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
債
権
者
ハ
其
損
害
ノ
賠
償
ヲ
請
求
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
但
其
不
履
行
又
ハ
履
行
ノ
遅
延
カ
不
可
抗
力
又
ハ
意
外
ノ
障
礙
ニ
因
ル
ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス
」。

（
26
）
法
典
調
査
会
原
案
及
び
修
正
案
に
つ
き
、
前
田
（
二
〇
一
〇
年
）・
前
掲
注
24
・
一
五
五
頁
（
玉
樹
執
筆
部
分
）。

（
27
）
以
下
の
法
典
調
査
会
に
お
け
る
議
論
に
つ
き
、
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
一
八
巻
四
九
丁
裏
～
五
一
丁
表
。

（
28
）
こ
の
間
に
条
数
変
更
が
あ
り
、
同
条
文
は
四
一
四
条
と
な
っ
て
い
る
。

（
29
）
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
三
巻
一
五
〇
丁
表
～
一
五
四
丁
裏
。

（
30
）
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
三
巻
一
四
四
丁
裏
～
一
四
六
丁
表
。

（
31
）
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
一
八
巻
四
九
丁
裏
～
五
〇
丁
表
（
穂
積
委
員
説
明
）。

（
32
）
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
三
巻
一
五
〇
丁
（
富
井
委
員
説
明
）。
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（
33
）
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
一
八
巻
八
七
丁
、
八
九
丁
表
～
九
三
丁
表
。

（
34
）
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
一
八
巻
二
九
丁
表
～
三
〇
丁
表
、
民
法
修
正
案
理
由
書
・
第
三
編
債
権
ノ
効
力
三
四
〇
頁
以
下
。 

（
35
）
法
典
調
査
会
原
案
四
〇
六
条
、
後
に
法
典
調
査
会
四
一
一
条
修
正
案
。

（
36
）
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
三
巻
一
四
八
丁
。

（
37
）
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
三
巻
一
五
一
丁
。

（
38
）
川
島
は
、
起
草
委
員
が
「
履
行
不
能
」
を
「
債
務
の
本
旨
に
従
わ
な
い
不
履
行
」
と
対
立
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
た
と
見
る
よ
り
、
む
し
ろ

後
者
の
一
例
と
し
て
履
行
不
能
を
注
意
的
に
規
定
し
た
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
川
島
武
宜
『
債
権
法
総
則
講
義
』
岩
波

書
店
（
一
九
四
九
年
）
九
一
頁
。
こ
の
点
、
北
川
は
、
改
正
前
民
法
は
明
文
で
履
行
不
能
を
規
定
し
て
い
る
点
で
、
履
行
遅
滞
と
不
履
行
を
併

置
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
比
し
て
ド
イ
ツ
民
法
に
や
や
親
近
性
を
示
す
も
の
の
、
起
草
委
員
の
説
明
か
ら
見
る
限
り
、
こ
れ
は
パ
ン
デ
ク
テ
ン

法
学
が
形
成
し
た
履
行
不
能
論
の
継
承
と
い
う
よ
り
も
、
立
法
技
術
の
便
宜
に
由
来
す
る
と
指
摘
す
る
。
北
川
（
一
九
六
三
年
）・
前
掲
注
16
・

三
〇
三
～
三
〇
四
頁
。

（
39
）
旧
民
法
理
由
書
五
二
三
頁
。

（
40
）
同
上
。

（
41
）
吉
田
邦
彦
「
債
権
の
各
種
─
─
『
帰
責
事
由
』
論
の
再
検
討
」
星
野
英
一
編
『
民
法
講
座
（
別
巻
二
）』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
三
年
、
初
出
一
九

九
〇
年
）
一
頁
。

（
42
）
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
四
〇
三
条
。

（
43
）
民
法
四
一
六
条
の
沿
革
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
福
島
正
夫
「
明
治
民
法
典
に
お
け
る
損
害
賠
償
諸
規
定
の
形
成
」
川
島
武
宜
編
『
損
害
賠

償
責
任
の
研
究
（
上
）』
有
斐
閣
（
一
九
五
七
年
）
二
五
頁
以
下
、北
川
善
太
郎
「
損
害
賠
償
論
序
説
（
二
）」
論
叢
七
三
巻
三
号
（
一
九
六
三
年
）

三
八
頁
以
下
、
平
井
宜
雄
『
損
害
賠
償
法
の
理
論
』
東
京
大
学
出
版
会
（
一
九
七
一
年
、
初
出
一
九
六
四
年
）
一
四
六
頁
以
下
等
。

（
44
）
中
田
（
一
九
九
八
年
）・
前
掲
注
10
・
二
〇
頁
以
下
、
同
『
債
権
総
論
〔
第
四
版
〕』
岩
波
書
店
（
二
〇
二
〇
年
）
一
六
二
頁
、
奥
田
（
二
〇

一
一
年
）・
前
掲
注
８
・
五
三
二
二
頁
以
下
〔
北
川
＝
潮
見
執
筆
部
分
〕。

（
45
）
平
井
（
一
九
七
一
年
）・
前
掲
注
43
・
一
四
六
頁
、
中
田
（
一
九
九
八
年
）・
前
掲
注
10
・
二
〇
頁
。

（
46
）
旧
民
法
財
産
編
三
八
五
条
一
項
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
四
九
条
、二
項
は
同
一
一
五
〇
条
、三
項
は
同
一
一
五
一
条
に
従
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
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三
項
で
用
い
ら
れ
た
「
不
履
行
ヨ
リ
生
ス
ル
結
果
ニ
シ
テ
避
ク
可
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
」
と
い
う
文
言
が
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
で
は
、「
合
意
の
不
履
行

の
直
接
の
結
果
」
と
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
る
。
林
良
平
ほ
か
『
債
権
総
論
〔
第
三
版
〕』
青
林
書
院
（
一
九
九
六
年
）
一
三
八
頁
、
奥
田
（
二

〇
一
一
年
）・
前
掲
注
８
・
三
三
〇
頁
。

（
47
）
例
え
ば
、
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
一
八
巻
六
八
～
七
〇
丁
、
四
〇
巻
一
六
九
丁
。

（
48
）
福
島
（
一
九
五
七
年
）・
前
掲
注
43
・
三
二
頁
以
下
。

（
49
）
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
一
八
巻
五
二
丁
裏
～
五
三
丁
。

（
50
）
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
一
八
巻
五
三
丁
裏
～
五
四
丁
。

（
51
）
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
一
八
巻
五
四
丁
。

（
52
）
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
一
八
巻
五
四
丁
裏
～
五
五
丁
。

（
53
）
同
上
。

（
54
）
福
島
は
、
四
一
〇
条
は
民
法
財
産
編
三
八
五
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
二
一
八
条
と
の
「
接
合
」
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
旧

民
法
か
ら
「
予
見
」
が
、
第
一
草
案
か
ら
「
通
常
の
損
害
」
お
よ
び
「
特
別
の
事
情
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
採
用
さ
れ
た
と
い
う
。
福
島
（
一
九
五

七
年
）・
前
掲
注
43
・
三
七
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
平
井
は
、
穂
積
委
員
の
説
明
に
ド
イ
ツ
民
法
理
由
書
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
な
い
で
は
な
い

と
し
な
が
ら
も
、
ド
イ
ツ
民
法
と
の
関
連
性
を
強
調
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
と
い
う
の
も
、
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
は
逸
失
利
益
に
の
み
関

連
す
る
規
定
で
あ
り
、
賠
償
範
囲
に
関
す
る
旧
民
法
の
立
法
主
義
が
否
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
平
井
（
一
九
七
一
年
）・
前
掲
注
43
・
一

四
九
頁
。

（
55
）
我
妻
（
一
九
六
四
年
）・
前
掲
注
３
・
一
二
八
頁
。

（
56
）
同
上
。

（
57
）
同
一
二
九
頁
。

（
58
）
不
法
行
為
に
お
け
る
過
失
相
殺
の
理
解
の
対
立
に
つ
い
て
、
窪
田
充
見
『
過
失
相
殺
の
法
理
』
有
斐
閣
（
一
九
九
四
年
）、
橋
本
佳
幸
「
過
失

相
殺
法
理
の
構
造
と
射
程
─
─
責
任
無
能
力
者
の
『
過
失
』
と
素
因
の
斟
酌
を
め
ぐ
っ
て
（
四
）」
論
叢
一
三
七
巻
六
号
（
一
九
九
五
年
）
二
頁

以
下
、
奥
田
（
二
〇
一
一
年
）・
前
掲
注
８
・
一
五
六
頁
以
下
〔
能
見
執
筆
部
分
〕。
こ
の
他
、
不
法
行
為
法
に
お
け
る
過
失
相
殺
と
契
約
法
に

お
け
る
そ
れ
と
の
違
い
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
、能
見
義
久
「『
痛
み
分
け
』
社
会
の
民
法
」
落
合
誠
一
編
『
論
文
か
ら
見
る
現
代
社
会
と
法
』
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有
斐
閣
（
一
九
九
五
年
）
一
〇
三
頁
以
下
。
ま
た
、
長
谷
川
は
、
債
務
不
履
行
に
お
け
る
過
失
相
殺
と
不
法
行
為
に
お
け
る
そ
れ
と
を
同
じ
趣

旨
に
解
す
る
立
場
か
ら
、
こ
れ
を
「
損
害
賠
償
の
調
整
制
度
」
と
と
ら
え
、
イ
ギ
リ
ス
法
と
の
比
較
法
研
究
を
通
じ
て
損
害
軽
減
義
務
概
念
の

受
容
の
是
非
を
検
討
し
て
い
る
。
長
谷
川
義
仁
『
損
害
賠
償
調
整
の
法
的
構
造
─
─
請
求
者
の
行
為
と
過
失
相
殺
理
論
の
再
構
成
の
た
め
に
』

日
本
評
論
社
（
二
〇
一
一
年
）。

（
59
）
奥
田
（
二
〇
一
一
年
）・
前
掲
注
８
・
五
三
八
頁
以
下
〔
窪
田
執
筆
部
分
〕。

（
60
）
民
法
四
一
八
条
に
関
連
す
る
研
究
と
し
て
、
久
須
本
か
お
り
「
民
法
四
一
八
条
の
類
推
適
用
に
よ
る
履
行
請
求
権
の
割
合
的
縮
減
」
愛
知
大

学
法
学
部
法
経
論
集
一
六
〇
巻
（
二
〇
〇
二
年
）
一
〇
三
頁
は
、
損
害
賠
償
額
の
算
定
以
外
の
場
面
で
民
法
四
一
八
条
を
類
推
適
用
し
、
履
行

請
求
権
を
一
定
の
割
合
に
縮
減
す
る
判
例
・
学
説
を
検
討
す
る
。

（
61
）
民
法
七
二
二
条
二
項
は
、
旧
民
法
の
施
行
延
期
に
よ
り
新
た
に
民
法
が
起
草
さ
れ
る
際
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
民
法
草
案
財
産
編
〔
債
権
〕
第
四

〇
七
条
、
旧
民
法
財
産
編
第
三
八
七
条
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
被
害
者
の
不
注
意
・
過
失
に
関
す
る
規
定
を
、
債
務
不
履
行
と
不
法
行
為
の
場

合
と
に
分
け
て
設
け
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
民
法
草
案
に
は
、
不
法
行
為
の
場
合
に
お
け
る
被
害
者
の
過
失
に
関
す
る
規
定
は

な
か
っ
た
が
、
同
四
〇
七
条
は
加
害
者
の
不
注
意
に
よ
る
不
法
行
為
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
不
法
行
為

に
お
け
る
被
害
者
の
過
失
に
関
す
る
法
条
の
源
流
は
、
旧
民
法
三
八
七
条
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
民
法
草
案
四
〇
七
条
に
遡
る
と
い
え
る
。
不
法
行

為
法
に
お
け
る
過
失
相
殺
と
と
も
に
債
務
不
履
行
に
お
け
る
過
失
相
殺
の
歴
史
的
概
観
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
長
谷
川
貞
之
「
法
典
編
纂

か
ら
見
た
『
被
害
者
の
過
失
』
─
─
ロ
ー
マ
法
か
ら
ド
イ
ツ
民
法
典
の
成
立
ま
で
（
一
）
～
（
四
・
完
）」
駿
河
台
法
学
第
二
巻
（
一
九
八
八
年
）

九
三
頁
以
下
、同
三
巻
一
号
（
一
九
八
九
年
）
二
七
頁
以
下
、同
二
号
五
七
頁
以
下
、同
四
巻
一
号
（
い
ず
れ
も
一
九
九
〇
年
）
一
四
五
頁
以
下
、

窪
田
（
一
九
九
四
年
）・
前
掲
注
58
・
一
四
〇
頁
以
下
。

（
62
）
財
産
編
第
二
部
人
権 

第
二
章
義
務
ノ
効
力 

第
二
節
損
害
賠
償
ノ
訴
権 

第
四
〇
七
条
（
再
閲
修
正
民
法
草
案
で
は
条
数
が
ず
れ
て
第
九
〇
七

条
）。

（
63
）
な
お
、
そ
の
よ
う
な
場
合
の
例
と
し
て
「
約
束
ニ
恰
好
セ
ス
ト
過
当
ナ
ル
申
立
ヲ
為
シ
テ
義
務
者
ノ
執
行
ノ
方
法
ヲ
適
法
ニ
争
議
シ
又
ハ
提

供
サ
レ
タ
ル
引
渡
ヲ
拒
絶
シ
タ
ル
ト
キ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
例
が
「
当
事
者
雙
方
ニ
非
理
ア
ル
ト
キ
」
の
適
切
な
例
で
あ
る
か
は
疑

問
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
長
谷
川
（
一
九
八
八
年
）・
前
掲
注
61
・
一
〇
五
頁
。

（
64
）
同
一
〇
六
頁
。
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（
65
）
一
八
〇
四
年
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
一
五
〇
条
、
一
一
五
一
条
。

（
66
）
窪
田
（
一
九
九
四
年
）・
前
掲
注
58
・
一
四
二
頁
。

（
67
）
長
谷
川
（
一
九
八
八
年
）・
前
掲
注
61
・
一
〇
三
頁
。

（
68
）
立
法
当
時
の
理
解
で
は
、
民
法
四
一
五
条
に
い
う
「
帰
責
事
由
」
が
当
然
に
「
過
失
」
を
指
す
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で

あ
る
。

（
69
）
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
三
巻
八
一
丁
。

（
70
）
同
上
。

（
71
）
国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
平
成
二
〇
年
条
約
八
号
）、
以
下CISG

。
そ
の
規
律
内
容
に
つ
い
て
は
、
甲
斐
道
太
郎
ほ

か
編
『
注
釈
国
際
統
一
売
買
法 

ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
（
一
）・（
二
）』
法
律
文
化
社
（
二
〇
〇
〇
年
・
二
〇
〇
三
年
）、
曽
野
裕
夫
「
ウ
ィ
ー
ン

売
買
条
約
（CISG

）
の
意
義
と
特
徴
」
ジ
ュ
リ
一
三
七
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）
四
頁
、
同
「
国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
の

解
説
（
一
）
～
（
三
・
完
）」
民
月
六
四
巻
一
号
七
頁
、
同
二
号
三
一
頁
、
同
四
号
七
頁
（
い
ず
れ
も
二
〇
〇
九
年
）
等
。

（
72
）
曽
野
（
二
〇
〇
九
年
（
三
））・
前
掲
注
71
・
二
一
頁
。
な
お
、
同
条
は
単
に
「
相
手
方
の
不
履
行
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
規
定

し
て
い
る
た
め
、
債
権
者
は
損
害
賠
償
請
求
だ
け
で
な
く
、
履
行
請
求
、
代
金
減
額
、
契
約
解
除
、
利
息
支
払
請
求
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
。

（
73
）
曽
野
（
二
〇
〇
九
年
）・
前
掲
71
・
十
頁
。

第
三
節　

伝
統
的
通
説
の
形
成
と
そ
の
評
価

　

本
稿
は
、
当
事
者
の
明
示
的
な
合
意
違
反
に
還
元
さ
れ
な
い
帰
責
根
拠
の
分
析
を
通
じ
、
契
約
責
任
判
断
構
造
に
お
け
る
規
範
的
要
素
の

機
能
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
契
約
違
反
に
基
づ
く
救
済
の
場
面
に
お
い
て
は
、
規
範
的
要
素
は
、
当
事
者
の
明
示
的
な
義
務
違
反
に
還
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元
さ
れ
な
い
事
由
に
よ
っ
て
債
務
者
に
責
任
が
認
め
ら
れ
る
、あ
る
い
は
免
責
さ
れ
る
と
い
う
形
で
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
が
国
で
は
、

上
述
し
た
よ
う
に
、
債
務
者
が
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
せ
ず
、
そ
の
不
履
行
に
債
務
者
の
帰
責
事
由
が
認
め
ら
れ
る
と
き
、
損
害
賠

償
責
任
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

　

債
務
不
履
行
は
伝
統
的
に
、
履
行
遅
滞
、
履
行
不
能
、
不
完
全
履
行
な
い
し
積
極
的
債
権
侵
害
の
三
つ
に
分
け
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
こ
の
よ
う
な
債
務
不
履
行
の
三
分
体
系
は
、
民
法
制
定
当
時
か
ら
意
図
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
改
正
前
民
法
四
一
五
条
が

フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
四
七
条
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
改
正
前
民
法
四
一
五
条
は
、
そ
の
前
段
に
「
債

務
者
が
そ
の
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
し
な
い
と
き
」、
後
段
に
「
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
っ
て
履
行
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
」
と
の
文
言
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
し
な
い
」
と
い
う
中

に
「
履
行
で
き
な
い
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
な
い
と
の
誤
解
を
避
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、「
履
行
不
能
」
が
「
債
務
の
本
旨
に
従
わ

な
い
履
行
」
と
対
立
し
た
概
念
と
し
て
債
務
不
履
行
体
系
に
規
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

（
（7
（

い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
民
法
四
一
五
条
は
本

来
、
あ
ら
ゆ
る
債
務
不
履
行
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
法
の
欠
缺
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

（
（7
（

る
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
改
正
前
民
法
典
制
定
以
降
、
債
務
不
履
行
の
帰
責
事
由
が
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
き
た
か
、
伝
統
的
通
説
の
立
場
を

概
観
す

（
（7
（

る
。
と
り
わ
け
、
ド
イ
ツ
法
的
な
債
務
不
履
行
の
三
分
体
系
─
─
履
行
遅
滞
、
履
行
不
能
、
不
完
全
履
行
─
─
が
わ
が
国
に
お
い
て

受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
着
目
し
、
そ
れ
が
民
法
四
一
五
条
の
解
釈
論
に
い
か
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
を
確
認
す
る
。

一　

伝
統
的
通
説
の
形
成

一
─
一　

ド
イ
ツ
法
学
説
継
受
と
三
分
体
系
の
完
成

　

制
定
当
時
の
理
解
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
の
伝
統
的
通
説
は
、
債
務
不
履
行
の
三
分
体
系
─
─
履
行
遅
滞
、
履
行
不
能
、
不
完
全
履
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行
な
い
し
積
極
的
債
権
侵
害
─
─
を
支
持
す
る
に
至
っ
た
。

　

そ
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
に
岡
松
に
よ
っ
て
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
た
、
シ
ュ
タ
ウ
プ
の
積
極
的
契
約
侵
害
の
理
論
で

あ
っ

（
（7
（

た
。
当
時
の
ド
イ
ツ
民
法
典
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
の
影
響
を
受
け
て
、
履
行
不
能
概
念
が
債
務
不
履

行
の
主
軸
を
な
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
シ
ュ
タ
ウ
プ
は
、
履
行
不
能
を
中
核
と
す
る
債
務
不
履
行
体
系
は
「
部
分
大
系
」
に
過
ぎ
な
い

と
批
判
し
た
。
シ
ュ
タ
ウ
プ
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
民
法
の
債
務
不
履
行
体
系
は
履
行
不
能
と
履
行
遅
滞
と
い
う
「
消
極
的
行
為
」
に
よ
る
不

履
行
の
場
合
─
─
す
な
わ
ち
、「
履
行
で
き
な
い
」
あ
る
い
は
「
履
行
し
な
い
」
場
合
─
─
の
み
を
規
定
し
て
お
り
、「
積
極
的
行
為
」
に
よ

る
債
権
侵
害
─
─
給
付
を
し
た
こ
と
で
債
権
者
を
害
し
た
場
合
─
─
の
規
定
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
履
行
不
能
、
履
行
遅
滞
に

加
え
て
、
積
極
的
債
権
侵
害
類
型
が
第
三
の
不
履
行
類
型
と
し
て
提
唱
さ
れ

（
（7
（

た
。

　

岡
松
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
シ
ュ
タ
ウ
プ
の
理
論
は
、
日
本
民
法
学
に
承
継
さ
れ
、
債
権
総
論
の
体
系
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
石
坂
音

四
郎
は
、
シ
ュ
タ
ウ
プ
の
い
う
「
積
極
的
契
約
違
反
」
に
は
様
々
な
場
面
が
含
ま
れ
る
が
、「
不
作
為
債
務
違
反
」
を
「
遅
滞
」
の
問
題
と

し
て
処
理
し
、「
不
完
全
給
付
」
の
み
を
も
っ
て
「
遅
滞
」
お
よ
び
「
給
付
不
能
」
以
外
の
独
立
の
債
務
不
履
行
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
あ

る
と
説
い

（
（7
（

た
。
川
名
兼
四
郎
も
、「
遅
滞
」「
不
能
」
と
並
ぶ
債
務
不
履
行
と
し
て
「
不
完
全
履
行
」
を
挙
げ
て
い

（
（8
（

る
。
さ
ら
に
川
名
は
、
こ

れ
は
ド
イ
ツ
で
は
「
不
能
」
と
「
遅
滞
」
の
み
を
指
定
し
て
い
る
か
ら
お
お
い
に
争
わ
れ
て
い
る
が
、民
法
四
一
五
条
は
債
務
の
本
旨
に
従
っ

た
履
行
を
し
な
い
こ
と
を
不
履
行
に
属
さ
せ
て
い
る
か
ら
、
同
条
に
よ
り
こ
の
問
題
を
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す

（
（8
（

る
。
石
坂
ら
を
先
鋒
と

す
る
ド
イ
ツ
民
法
理
論
の
継
受
は
、
同
四
一
二
条
と
四
一
五
条
の
位
置
関
係
を
捨
象
し
、「
債
務
者
ノ
遅
滞
又
ハ
履
行
遅
滞
ト
ハ
債
務
者
カ

履
行
ヲ
為
シ
能
フ
ニ
拘
ラ
ス
履
行
期
ニ
履
行
ヲ
為
サ
サ
ル
ヲ
云
フ
。
債
務
者
ハ
給
付
義
務
ヲ
負
フ
モ
ノ
ナ
ル
故
ニ
、
履
行
遅
滞
ハ
即
債
務
侵

害
ナ
リ
」
と
の
見
解
が
打
ち
出
さ
れ
通
説
と
な
っ

（
（8
（

た
。

　

ま
た
、鳩
山
は
以
下
の
よ
う
に
債
務
不
履
行
を
整
理
し
て
い

（
（8
（

る
。
ド
イ
ツ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
で
は
、債
権
侵
害
の
場
合
と
し
て「
履
行
不
能
」
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と
「
履
行
遅
滞
」
と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
債
務
者
が
そ
の
負
担
し
た
給
付
を
し
な
い
消
極
的
場
合
で
あ
る
が
、
債
権
者

ま
た
は
債
務
者
が
積
極
的
に
そ
の
負
担
し
た
給
付
と
異
な
っ
た
こ
と
を
す
る
こ
と
で
相
手
方
を
侵
害
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
不
作
為

債
務
違
反
に
つ
い
て
は
履
行
遅
滞
と
見
る
の
が
正
当
で
あ
る
か
ら
、
広
く
積
極
的
行
為
に
よ
っ
て
債
権
を
侵
害
し
た
場
合
と
い
う
よ
り
は
、

債
務
者
の
負
担
し
た
給
付
と
異
な
っ
た
積
極
的
行
為
を
し
た
場
合
と
い
う
の
が
よ
い
。
日
本
民
法
上
こ
れ
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
か
は
疑
問

で
あ
る
が
、「
不
完
全
履
行
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
民
法
上
類
推
解
釈
を
用
い
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
民
法
四
一
五

条
が
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
し
な
い
場
合
と
い
う
の
は
、
全
然
履
行
を
し
な
い
場
合
の
み
な
ら
ず
、
と
に
か
く
履
行
は
し
た
け
れ
ど

も
そ
の
履
行
が
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
場
合
を
も
包
含
す
る
か
ら
で
あ
る
。
鳩
山
の
分
析
に
よ
り
、
債
務
者
の
負
担

し
た
給
付
と
異
な
っ
た
積
極
的
行
為
を
し
た
場
合
を
意
味
す
る
「
不
完
全
履
行
」
が
位
置
を
見
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

一
─
二　

過
失
と
し
て
の
帰
責
事
由

　

改
正
前
民
法
四
一
五
条
に
お
け
る
「
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
」
に
つ
い
て
は
、
過
失
と
結
び
付
け
る
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
横
田
は
、
過

失
の
基
準
と
な
る
規
定
と
し
て
同
四
〇
〇
条
に
注
目
し
、「
仏
民
法
第
一
一
三
七
条
ノ
規
定
ヨ
リ
来
リ
旧
民
法
ニ
之
ヲ
襲
用
シ
我
民
法
モ
亦

其
儘
之
ヲ
存
置
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
仏
国
民
法
ノ
下
ニ
於
テ
此
規
定
ハ
単
ニ
特
定
物
ノ
給
付
ニ
関
ス
ル
原
則
タ
ル
ニ
止
マ
ラ
ス
一
般
債
務
ノ

履
行
ニ
関
ス
ル
原
則
タ
ル
ヘ
シ
ト
ハ
学
者
間
ニ
解
釈
一
致
ス
ル
所
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い

（
（8
（

る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
民
法
に
お
い
て
も
同
四
〇
〇

条
を
一
般
化
し
、「
善
良
ナ
ル
管
理
者
ノ
注
意
義
務
」
は
「
債
務
者
ノ
履
行
ニ
付
キ
用
フ
ヘ
キ
注
意
ノ
一
般
ノ
標
準
」
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
す

（
（8
（

る
。
さ
ら
に
石
坂
は
、
過
失
を
「
意
思
ノ
欠
点
」
な
い
し
「
注
意
ノ
欠
缺
」
と
し
て
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
と
と
ら
え
た
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
主
観
的
な
要
件
と
し
て
の
過
失
（
注
意
義
務
違
反
）
と
、
客
観
的
な
要
件
と
し
て
の
給
付
義
務
違
反
（
債
務
不
履
行
）
と
が
区
別
さ

れ
、
二
元
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

（
（8
（

た
。
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こ
の
よ
う
に
帰
責
事
由
と
過
失
責
任
主
義
と
を
結
び
つ
け
る
解
釈
は
以
降
通
説
と
な
り
、
損
害
賠
償
責
任
の
帰
責
事
由
と
は
、
債
務
者
の

故
意
・
過
失
、
ま
た
は
信
義
則
上
こ
れ
と
同
視
す
べ
き
事
由
（
履
行
補
助
者
の
故
意
・
過
失
）
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

（
（8
（

た
。「
行

為
者
（
債
務
者
）
の
行
動
自
由
の
保
障
」
と
い
う
基
本
原
理
を
前
提
に
、
債
務
不
履
行
・
不
法
行
為
い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
、
帰
責
を
導
く

た
め
の
枠
組
と
し
て
、（
ⅰ
）
客
観
的
要
件
と
し
て
の
行
為
の
違
法
性
─
─
債
務
の
本
旨
不
履
行
が
こ
れ
に
該
当
す
る
─
─
、（
ⅱ
）
主
観
的

要
件
と
し
て
の
帰
責
事
由
が
挙
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ

（
（8
（

る
。

二　

伝
統
的
通
説
の
評
価

二
─
一　

ド
イ
ツ
法
学
説
継
受
へ
の
批
判

　

ド
イ
ツ
法
の
学
説
継
受
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
三
分
体
系
の
議
論
は
、
そ
の
後
、
特
に
不
完
全
履
行
を
い
か
に
解
す
る
か
と
い
う
観
点

か
ら
分
析
が
進
め
ら
れ
た
。
分
析
は
、
一
方
で
は
不
完
全
履
行
に
お
け
る
履
行
態
様
の
積
極
性
に
注
目
し
た
検
討
へ
と
発
展
し
、
も
う
一
方

で
は
不
完
全
履
行
に
お
い
て
違
反
さ
れ
た
義
務
の
性
質
に
注
目
し
た
検
討
へ
と
発
展
し
た
。

　

我
妻
に
よ
れ
ば
、
債
務
不
履
行
と
は
、
債
務
者
が
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
し
な
い
場
合
を
言
い
、
履
行
遅
滞
・
履
行
不
能
・
不
完

全
履
行
の
三
態
様
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
う
ち
不
完
全
履
行
は
、
民
法
が
明
ら
か
に
定
め
る
観
念
で
は
な
く
、
履
行
遅
滞
と
履
行
不
能
だ
け
に

つ
い
て
規
定
す
る
ド
イ
ツ
民
法
の
も
と
で
比
較
的
後
に
な
っ
て
問
題
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
債
務
者
が
単
に
履
行
を
し
な
い
と

い
う
消
極
的
な
場
合
で
は
な
く
、
不
完
全
な
も
の
を
給
付
す
る
か
、
ま
た
は
給
付
行
為
を
な
す
に
あ
た
っ
て
不
注
意
で
損
害
を
与
え
た
よ
う

な
場
合
で
あ
っ
て
、
民
法
四
一
五
条
の
「
本
旨
ニ
従
ヒ
タ
ル
履
行
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
キ
」
に
含
ま
れ
る
と
い

（
（8
（

う
。

　

こ
の
よ
う
に
学
説
に
お
い
て
三
分
体
系
は
定
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
一
方
で
、
ド
イ
ツ
法
学
の
学
説
継
受
に
よ
る
理
論
構
成
を
反
省

し
、
母
法
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
研
究
を
通
し
て
、
日
本
民
法
に
適
合
す
る
契
約
責
任
論
が
台
頭
す
る
こ
と
と
な
る
。
末
弘
は
ド
イ
ツ
法
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学
の
学
説
継
受
の
流
れ
を
批
判
し
、
積
極
的
債
権
侵
害
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
、「
遅
滞
」
に
も
「
不
能
」
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
が
、

履
行
が
債
務
の
本
旨
に
従
っ
て
い
な
い
場
合
に
、
民
法
四
一
五
条
は
同
じ
く
債
務
者
に
損
害
賠
償
責
任
を
課
し
て
い
る
と
指
摘
す

（
（9
（

る
。
こ
の

こ
と
は
日
本
民
法
の
明
文
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
民
法
上
の
議
論
を
そ
の
ま
ま
輸
入
す
る
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
と

い
（
（9
（

う
。

　

川
島
も
ド
イ
ツ
的
構
成
に
よ
る
三
分
体
系
を
批
判
し
、
改
正
前
民
法
四
一
五
条
が
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
系
譜
を
引
く
こ
と
を
明
ら
か
に

し
（
（9
（

た
。
日
本
民
法
上
の
損
害
賠
償
規
定
に
関
し
て
は
、
そ
の
大
半
が
フ
ラ
ン
ス
民
法
か
ら
旧
民
法
へ
の
系
譜
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
日
本
民

法
の
規
定
は
根
本
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
同
四
一
五
条
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、「
広
い
意
味
で
の
債
務
不
履
行
」

は
「
履
行
遅
滞
」
と
「
狭
い
意
味
で
の
債
務
不
履
行
」
と
に
分
か
れ
る
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
履
行
不
能
」
も
「
不
完
全
履
行
」
も
債
務

の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
し
な
い
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、い
ず
れ
も
後
者
に
含
ま
れ
る
。
日
本
法
に
お
い
て
は
、「
不
完
全
履
行
」

と
い
う
不
履
行
の
類
型
を
解
釈
上
認
め
る
こ
と
の
困
難
は
そ
も
そ
も
存
在
し
な

（
（9
（

い
。

　

北
川
は
ド
イ
ツ
法
学
説
継
受
の
流
れ
に
つ
い
て
、
履
行
不
能
論
と
積
極
的
債
権
侵
害
論
と
が
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
見
ら
れ
た
学
説
の
対

立
や
議
論
と
は
切
り
離
さ
れ
、「
地
盤
協
定
の
す
ん
だ
も
の
の
ご
と
く
」
わ
が
国
に
導
入
さ
れ
体
系
化
さ
れ
た
と
指
摘
す

（
（9
（

る
。
そ
の
う
え
で
、

契
約
責
任
の
意
義
に
つ
い
て
、
本
来
は
狭
く
契
約
債
務
不
履
行
責
任
を
指
す
と
こ
ろ
、
従
来
の
契
約
責
任
概
念
で
は
履
行
義
務
・
給
付
義
務

に
と
ど
ま
ら
な
い
各
種
の
付
随
義
務
に
十
分
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す

（
（9
（

る
。
契
約
の
前
・
中
・
後
に
お
け
る
当
事
者
の
一
定
の
法
的

態
度
に
対
し
て
も
、
契
約
的
保
護
に
値
す
る
契
約
債
権
関
係
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
契
約
責
任
を
論
じ
る
余
地
が
認
め
ら
れ

（
（9
（

る
。
す

な
わ
ち
契
約
責
任
と
は
、
単
に
履
行
義
務
の
不
履
行
を
対
象
と
す
る
「
基
本
的
契
約
責
任
」
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
く
、
各
種
の
付
随
義
務

や
注
意
義
務
が
債
権
関
係
に
定
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
補
充
的
契
約
責
任
」
を
含
む
段
階
的
構
造
と
し
て
考
え
ら
れ

（
（9
（

る
。

　

星
野
も
ま
た
、
改
正
前
民
法
四
一
五
条
は
旧
民
法
を
承
継
し
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
連
な
る
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
民
法
に
倣
う
も
の
で
は
な
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い
と
指
摘
す

（
（9
（

る
。
同
条
前
段
は
、
字
の
通
り
履
行
不
能
を
除
く
債
務
不
履
行
全
般
を
指
す
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
不
完
全
履

行
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
場
面
を
指
す
か
、
要
件
・
効
果
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
類
型
的
研
究
を
す
る
必
要
を
説
い
て
い

（
（9
（

る
。

二
─
二　

三
分
体
系
の
否
定
と
帰
責
事
由

　

こ
の
よ
う
に
、
契
約
責
任
体
系
が
ド
イ
ツ
法
学
の
学
説
継
受
に
よ
る
三
分
体
系
か
ら
離
れ
る
こ
と
と
な
り
、
端
的
に
「
債
務
の
本
旨
に
従

わ
な
い
履
行
」
が
分
析
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、「
債
務
の
本
旨
に
従
わ
な
い
履
行
」
と
共
に
損
害
賠
償
責
任

の
要
件
と
な
る
「
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
」
─
─
換
言
す
れ
ば
、
損
害
賠
償
責
任
の
免
責
事
由
と
な
る
「
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
ら
な

い
こ
と
」
─
─
の
意
味
が
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

改
正
前
民
法
四
一
五
条
は
、
前
段
で
「
債
務
者
が
そ
の
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
し
な
い
と
き
は
、
債
権
者
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生

じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
す
る
。
さ
ら
に
後
段
に
お
い
て
「
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
っ
て
履

行
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
、
立
法
当
時
、
現
在
の
伝
統
的
通
説

の
よ
う
に
、「
責
ニ
帰
ス
ヘ
キ
事
由
」
が
故
意
・
過
失
と
同
義
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
明
治
末
期
か
ら

帰
責
事
由
の
内
容
が
積
極
的
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ド
イ
ツ
法
の
学
説
継
受
の
流
れ
の
中
で
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
帰
責
原
理
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

（
（10
（

た
。
こ
こ
に
至
っ
て
帰
責
事
由
と
過
失
と
が
等
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
「
債
務
の
本
旨
に
従
わ
な
い
履
行
」
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
を
い
う
の
か
分
析
す
る
に
あ
た
り
、明
示
的
な
合
意
違
反
が
あ
っ

た
場
合
は
と
も
か
く
、
契
約
解
釈
に
あ
た
っ
て
規
範
的
判
断
が
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
に
帰
責
事
由
が
い
か
な
る
役
割
を
果
た
す
の
か
─
─
従

来
理
解
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
「
注
意
義
務
違
反
」
と
の
評
価
が
妥
当
す
る
の
か
─
─
─
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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二
─
三　

損
害
賠
償
の
範
囲
に
関
す
る
学
説
の
展
開

　

こ
こ
で
損
害
賠
償
の
範
囲
に
関
す
る
学
説
の
展
開
に
も
触
れ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
損
害
賠
償
の
性
質
に
つ
い
て
、
通
説
は
債
務
不
履
行

に
よ
る
履
行
利
益
の
損
害
賠
償
で
あ
る
と
考
え
て
い

（
（10
（

た
。
す
な
わ
ち
、
解
除
は
契
約
を
遡
及
的
に
消
滅
さ
せ
、
当
事
者
に
原
状
回
復
義
務
を

負
わ
せ
し
め
る
が
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
債
務
不
履
行
に
よ
る
債
権
者
の
損
害
を
償
う
に
足
り
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、
そ
の
損
害
賠
償

を
認
め
る
の
だ
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、そ
の
賠
償
の
範
囲
も
改
正
前
民
法
四
一
六
条
の
一
般
原
則
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

判
例
も
ま
た
、
多
く
は
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
で
あ
る
と
す

（
（10
（

る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
解
除
が
契
約
を
遡
及
的
に
消
滅
せ
し
め
る
こ
と
か
ら
、
履
行
利
益
の
存
在
す
る
理
由
が
な
く
、
民
法
五
四
五
条
三
項
に

い
う
損
害
賠
償
と
は
信
頼
利
益
の
賠
償
で
あ
る
と
す
る
反
対
説
が
あ

（
（10
（

る
。
こ
の
他
、
原
状
回
復
が
第
三
者
の
権
利
な
ど
に
よ
っ
て
不
可
能
な

場
合
、
そ
の
原
状
回
復
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
損
害
賠
償
と
見
る

（
（10
（

説
、
契
約
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
完
全
に
履
行
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
と
見
る

（
（10
（

説
、
債
務
者
が
履
行
を
不
能
と
し
、
ま
た
は
催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
履
行
せ
ず
解
除
を
や
む
な
く

さ
せ
た
こ
と
、
つ
ま
り
契
約
の
目
的
た
る
交
換
を
挫
折
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
の
賠
償
と
見
る

（
（10
（

説
が
あ
る
。

　

通
説
の
採
る
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
説
と
、
そ
の
他
の
反
対
説
と
の
差
異
の
根
拠
は
、
原
状
回
復
義
務
と
損
害
賠
償
の
関
係
、
形

式
的
に
は
解
除
の
遡
及
効
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
に
あ
る
と
さ
れ

（
（10
（

る
。
解
除
の
遡
及
効
理
論
を
抽
象
的
に
貫
徹
す
れ
ば
、
債
務
不
履
行
に
よ

る
損
害
賠
償
と
解
除
が
両
立
す
る
の
は
論
理
的
矛
盾
で
あ

（
（10
（

る
。
通
説
の
立
場
か
ら
は
、（
ⅰ
）
損
害
賠
償
の
範
囲
で
解
除
の
遡
及
効
は
制
限

さ
れ
る
と
す
る

（
（10
（

か
、（
ⅱ
）
上
の
形
式
論
を
排
除
す
る
に
足
る
解
除
の
実
質
的
目
的
を
持
ち
出
さ
ね
ば
な
ら
な

（
（11
（

い
。
他
方
、
信
頼
利
益
賠
償

説
は
、
形
式
論
的
一
貫
性
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
実
質
的
に
履
行
利
益
賠
償
説
と
ど
れ
だ
け
異
な
る
か
疑
問
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

（
（11
（

る
。

と
い
う
の
も
、
契
約
が
実
は
無
効
で
あ
る
の
に
有
効
と
信
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
履
行
ま
で
信
頼
す
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
履
行
利
益
の
喪

失
は
通
常
の
損
害
と
考
え
ら
れ
る
。
信
頼
利
益
の
喪
失
は
履
行
利
益
の
喪
失
よ
り
大
き
く
算
定
し
え
ぬ
と
い
う
極
め
て
消
極
的
な
差
異
し
か
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生
じ
な

（
（11
（

い
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
履
行
利
益
か
信
頼
利
益
か
の
区
別
は
抽
象
的
形
式
論
に
過
ぎ
な
い
。
問
題
は
、
具
体
的
契
約
関
係
に
お
い
て
ど
の

範
囲
の
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
か
に
あ
り
、
結
局
は
具
体
的
契
約
の
法
的
保
護
の
内
容
、
い
わ
ゆ
る
相
当
因
果
関
係
論
に
よ
っ
て
決
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
74
）
北
川
善
太
郎
『
日
本
法
学
の
歴
史
と
理
論
』
日
本
評
論
社
（
一
九
六
八
年
）
三
四
頁
以
下
。

（
75
）
こ
の
点
、
民
法
四
一
五
条
に
お
け
る
「
責
メ
ニ
帰
ス
ヘ
キ
事
由
」
に
つ
い
て
、
同
条
原
案
に
お
け
る
「
責
ニ
帰
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ト
キ
」
は
不

可
抗
力
を
意
味
す
る
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
原
案
は
帰
責
事
由
を
故
意
過
失
と
同
視
す
る
伝
統
的
通
説
と
は
大
き
く
異
な
る
と

の
指
摘
が
あ
る
。
平
井
宜
雄
『
債
権
総
論
〔
第
二
版
〕』
弘
文
堂
（
一
九
九
四
年
）・
七
七
～
七
八
頁
。

（
76
）
明
治
期
以
降
、
ド
イ
ツ
法
学
説
継
受
に
よ
っ
て
三
分
体
系
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
の
反
省
か
ら
契
約
責
任
論
が
台
頭
す
る
に
至
る
ま
で
の
議

論
の
展
開
に
つ
い
て
、
潮
見
佳
男
『
債
務
不
履
行
の
救
済
法
理
』
信
山
社
（
二
〇
一
〇
年
）・
一
三
頁
以
下
。
ま
た
、
全
体
を
通
覧
す
る
も
の
と

し
て
、北
川
（
一
九
六
八
年
）・
前
掲
注
74
・
三
四
頁
以
下
、早
川
眞
一
郎
「
不
完
全
履
行
、積
極
的
債
権
侵
害
」
星
野
英
一
編
『
民
法
講
座
（
四
）

債
権
総
論
』
有
斐
閣
（
一
九
八
五
年
）
四
九
頁
以
下
。

（
77
）
岡
松
参
太
郎
『
無
過
失
損
害
賠
償
責
任
論
』
有
斐
閣
（
一
九
五
三
年
）
二
九
五
頁
以
下
。

（
78
）
林
良
平
「
積
極
的
契
約
侵
害
論
と
そ
の
展
開
（
一
）
～
（
二
・
完
）」
論
叢 

六
五
巻
五
号
（
一
九
五
九
年
）
一
頁
、
同
七
一
巻
二
号
（
一
九

六
二
年
）
一
頁
、
北
川
（
一
九
六
三
年
）・
前
掲
注
16
・
五
六
頁
以
下
。

（
79
）
石
坂
音
四
郎
『
日
本
民
法
第
三
編
債
権
（
二
）』（
一
九
一
二
年
）
五
九
〇
頁
以
下
。

（
80
）
川
名
兼
四
郎
『
債
権
法
要
論
』（
一
九
一
五
年
）
一
六
五
頁
。

（
81
）
同
上
。

（
82
）
石
坂
（
一
九
一
二
年
）・
前
掲
注
79
・
四
六
一
頁
。
こ
の
後
、
遅
滞
が
過
失
責
任
か
ど
う
か
が
論
争
の
対
象
と
な
っ
た
。
岩
田
に
よ
れ
ば
、
民
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法
典
制
定
以
降
、
当
初
の
遅
滞
を
不
履
行
に
吸
収
す
る
方
向
は
必
ず
し
も
前
面
化
し
て
い
な
い
。
岩
田
新
「
過
失
論
─
─
『
日
本
民
法
学
に
お

け
る
梅
と
富
井
続
稿
』」
新
報
四
九
巻
（
一
九
四
〇
年
）
三
八
六
、
五
一
五
頁
。

（
83
）
鳩
山
秀
夫
『
日
本
債
権
法
総
論
』
岩
波
書
店
（
一
九
一
六
年
）
一
四
二
頁
以
下
。

（
84
）
横
田
秀
雄
『
債
権
総
論
』
清
水
書
店
（
一
九
〇
八
年
）
二
五
九
頁
以
下
。
な
お
こ
こ
で
は
フ
ラ
ン
ス
法
に
言
及
し
て
い
る
が
、
横
田
は
最
終

的
に
ド
イ
ツ
法
に
志
向
し
て
い
る
。

（
85
）
同
様
に
、
川
名
も
民
法
四
〇
〇
条
の
一
般
の
債
務
へ
の
準
用
を
説
く
。
川
名
（
一
九
一
五
年
）・
前
掲
注
80
・
一
四
四
頁
以
下
。

（
86
）
石
坂
音
四
郎
『
民
法
研
究
Ⅱ
』
有
斐
閣
（
一
九
一
九
年
）
四
一
三
頁
以
下
。

（
87
）
我
妻
（
一
九
六
四
年
）・
前
掲
注
３
・
一
〇
五
頁
、
奥
田
昌
道
『
債
権
総
論
〔
増
補
版
〕』
悠
々
社
（
一
九
九
二
年
）
一
二
五
頁
。

（
88
）
違
法
性
は
本
旨
不
履
行
が
あ
れ
ば
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
以
上
の
よ
う
な
解
釈
の
も
と
で
は
、
一
般
の
債
務
の
免
責
事
由
に
な

る
と
さ
れ
る
民
法
四
一
九
条
三
項
の
「
不
可
抗
力
」
と
、「
帰
責
事
由
」
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
従
来
、
不
可
抗
力
は
天
災
等
の
偶
然
事
と

説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
う
す
る
と
、
同
様
に
債
務
不
履
行
に
陥
っ
た
も
の
が
責
任
を
免
れ
る
場
面
で
あ
る
は
ず
の
不
可
抗
力
と
無
過
失
と
の

間
に
ズ
レ
が
生
ず
る
。
そ
こ
で
石
坂
は
、
民
法
四
一
九
条
三
項
に
い
う
不
可
抗
力
と
は
無
過
失
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
し
、
金
銭
債
務
に
つ
い

て
は
、
不
可
抗
力
（
＝
無
過
失
）
は
免
責
事
由
と
な
ら
な
い
が
、
一
般
の
債
務
で
は
免
責
事
由
と
な
る
と
説
明
し
た
。
石
坂
（
一
九
一
九
）・
前

掲
注
86
・
五
〇
頁
。

（
89
）
我
妻
栄
『
債
権
総
論
（
民
法
講
義
Ⅳ
）』（
一
九
四
〇
年
）
九
九
頁
。
ま
た
、
我
妻
に
よ
れ
ば
、
不
完
全
履
行
に
よ
り
生
じ
た
拡
大
損
害
に
つ

い
て
は
一
般
に
特
別
事
情
に
よ
る
損
害
と
解
さ
れ
る
。
同
一
五
七
頁
。

（
90
）
末
弘
厳
太
郎
『
債
権
総
論
』
日
本
評
論
社
（
一
九
三
八
年
）
一
九
〇
頁
。

（
91
）
同
上
。
も
っ
と
も
、
末
弘
は
日
本
に
お
け
る
三
分
体
系
の
妥
当
性
自
体
に
異
論
を
唱
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

（
92
）
川
島
武
宜
『
債
権
法
講
義
総
則
（
一
）』
近
代
思
想
社
（
一
九
四
八
年
）
一
三
一
頁
。

（
93
）
同
上
。

（
94
）
北
川
（
一
九
六
三
年
）・
前
掲
注
16
・
四
四
頁
。
な
お
、
履
行
不
能
論
と
積
極
的
債
権
侵
害
論
と
の
対
立
に
つ
い
て
、
林
良
平
「
ド
イ
ツ
民
法

二
八
〇
条
に
お
け
る
不
能
概
念
に
つ
い
て
」
同
『
近
代
法
に
お
け
る
物
権
と
債
権
の
交
錯
』（
一
九
八
九
年
、
初
出
一
九
五
五
年
）
一
九
一
頁
以

下
。
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（
95
）
北
川
（
一
九
六
三
年
）・
前
掲
注
16
・
一
頁
。

（
96
）
同
上
。

（
97
）
同
五
頁
。
契
約
責
任
が
契
約
交
渉
段
階
か
ら
契
約
終
了
後
に
至
る
ま
で
存
続
す
る
と
す
る
北
川
に
よ
る
指
摘
は
、
そ
の
後
の
契
約
責
任
論
の

展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

（
98
）
星
野
英
一
『
民
法
概
論
Ⅲ
（
債
権
総
論
）』
良
書
普
及
会
（
一
九
七
八
年
）
四
六
頁
。

（
99
）
同
五
一
頁
。

（
100
）
ド
イ
ツ
民
法
二
七
六
条
（
債
務
者
の
責
任
）「（
一
）
債
務
者
は
、厳
格
化
さ
れ
た
責
任
ま
た
は
軽
減
さ
れ
た
責
任
が
定
め
ら
れ
て
も
お
ら
ず
、

と
く
に
、
保
証
ま
た
は
調
達
上
の
危
険
の
引
受
け
に
基
づ
く
債
務
関
係
の
そ
の
他
の
内
容
か
ら
推
測
さ
れ
も
し
な
い
と
き
、
故
意
お
よ
び
過
失

に
つ
い
て
責
め
を
負
う
。
八
二
七
条
（
責
任
の
排
除
お
よ
び
軽
減
）
お
よ
び
八
二
八
条
（
未
成
年
者
）
の
諸
規
定
は
、
準
用
さ
れ
る
。（
二
）
取

引
で
必
要
な
注
意
を
払
わ
な
い
者
は
、
過
失
で
行
為
す
る
。（
三
）
故
意
に
基
づ
く
責
任
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
を
あ
ら
か
じ
め
免
除
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。」
な
お
、
ド
イ
ツ
民
法
の
翻
訳
は
、
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ポ
ル
ト
著 

円
谷
峻
訳
『
ド
イ
ツ
民
法
総
論
〔
第
２
版
〕』
成
文
堂
（
二

〇
一
五
年
）
五
五
〇
頁
以
下
に
よ
る
。

（
101
）
末
弘
厳
太
郎
『
債
権
各
論
』
有
斐
閣
（
一
九
一
八
年
）
二
六
七
頁
、鳩
山
秀
夫
『
日
本
債
権
法
各
論
』
岩
波
書
店
（
一
九
二
二
年
）
二
五
〇
頁
、

我
妻
栄
『
債
権
各
論
（
民
法
講
義
Ⅵ
）
上
』
岩
波
書
店
（
一
九
五
四
年
）
二
〇
〇
頁
、
末
川
博
『
契
約
法
（
上
）』
岩
波
書
店
（
一
九
五
八
年
）

一
七
〇
～
一
七
五
頁
。

（
102
）
大
判
昭
和
八
年
二
月
二
四
日
民
集
一
二
巻
二
五
一
頁
、
最
判
昭
和
二
八
年
一
〇
月
一
五
日
民
集
七
巻
十
号
一
〇
九
三
頁
。

（
103
）
石
田
文
次
郎
『
債
権
各
論
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
（
一
九
四
八
年
）
五
二
頁
、
柚
木
馨
『
債
権
各
論
（
契
約
総
論
）（
現
代
法
学
全
集
）』
青

林
書
院
（
一
九
五
六
年
）
三
一
四
頁
以
下
。

（
104
）
勝
本
正
晃
『
債
権
法
概
論
（
総
論
）』
有
斐
閣
（
一
九
四
九
年
）
八
五
頁
。

（
105
）
石
坂
（
一
九
一
二
年
）・
前
掲
注
79
・
二
三
四
二
頁
。

（
106
）
三
宅
正
男
『
契
約
法
（
総
論
）』
青
林
書
院
（
一
九
七
八
年
）
二
五
三
頁
。

（
107
）
谷
口
知
平
＝
五
十
嵐
清
編
『
新
版
注
釈
民
法
（
一
三
）
債
権
（
四
）
契
約
総
則
〔
補
訂
版
〕』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
六
年
）
八
九
六
頁
〔
山
下
執

筆
部
分
〕。
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第
四
節　

現
代
の
契
約
法
学
に
お
け
る
契
約
責
任
法
理

　

伝
統
的
通
説
は
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
は
、（
ⅰ
）
債
務
者
が
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
せ
ず
、（
ⅱ
）
債
務
者
に

故
意
・
過
失
ま
た
は
信
義
則
上
こ
れ
と
同
視
す
べ
き
事
由
が
あ
っ
た
場
合
に
生
じ
る
と
し
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
、
帰
責
事
由
を
故

意
・
過
失
と
同
視
す
る
現
在
の
通
説
と
立
法
者
の
理
解
が
異
な
る
点
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
債
務
不
履
行
に
お
け
る
ド
イ
ツ
的
な
過
失

責
任
原
則
の
妥
当
性
が
疑
問
視
さ
れ
、
帰
責
事
由
の
再
構
成
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。

　

ド
イ
ツ
民
法
に
連
な
る
三
分
体
系
へ
の
批
判
が
な
さ
れ
た
後
の
契
約
法
学
に
お
い
て
、
債
務
発
生
原
因
と
債
務
内
容
、
不
履
行
評
価
を
連

続
的
・
一
体
的
に
と
ら
え
る
判
断
枠
組
み
を
提
示
す
る
諸
説
が
出
現
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
平
井
宜
雄
に
よ
る

見
解
で
あ
る
。
平
井
以
降
、
帰
責
事
由
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
手
段
債
務
・
結
果
債
務
を
区
別
し
て
論
ず
る
方
法
は
多
く

見
ら
れ

（
（11
（

る
。
す
な
わ
ち
、「
一
定
の
結
果
の
到
来
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る
債
務
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
に
契
約
が
な
さ
れ
る
場
合
」
の
債
務

を
意
味
す
る
結
果
債
務
と
、「
一
定
の
結
果
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
債
務
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
に
、

契
約
が
な
さ
れ
る
場
合
」
の
債
務
を
意
味
す
る
手
段
債
務
と
が
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
108
）
山
中
康
雄
「
解
除
の
効
果
」
同
『
総
合
判
例
研
究
叢
書
（
二
）
民
法
』
有
斐
閣
（
一
九
五
八
年
）
一
五
九
～
一
六
二
頁
。

（
109
）
我
妻
（
一
九
六
四
年
）・
前
掲
注
３
・
一
八
八
頁
。

（
110
）
末
川
（
一
九
五
八
年
）・
前
掲
注
100
・
一
七
一
～
一
七
四
頁
。

（
111
）
於
保
不
二
雄
『
債
権
総
論
〔
新
版
〕』
有
斐
閣
（
一
九
七
二
年
）
一
二
七
頁
。

（
112
）
谷
口
＝
五
十
嵐
（
二
〇
〇
六
年
）・
前
掲
注
107
・
八
九
六
頁
〔
山
下
執
筆
部
分
〕。
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そ
こ
で
以
下
で
は
、
平
井
の
見
解
を
概
観
し
た
後
、
現
代
の
契
約
法
学
に
お
い
て
帰
責
事
由
が
い
か
に
と
ら
え
な
お
さ
れ
て
き
た
か
、
ま

た
、
そ
れ
ら
の
議
論
が
二
〇
一
七
年
債
権
法
改
正
に
い
か
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
確
認
す
る
。

一　

結
果
債
務
・
手
段
債
務
二
分
論

一
─
一　

平
井
宜
雄
の
見
解

　

平
井
は
ド
イ
ツ
民
法
独
自
の
構
造
か
ら
生
ま
れ
た
三
分
体
系
、
と
り
わ
け
不
完
全
履
行
と
い
う
あ
い
ま
い
な
中
間
概
念
を
放
棄
し
た
う
え

で
、
端
的
に
改
正
前
民
法
四
一
五
条
の
「
債
務
の
本
旨
に
従
わ
な
い
履
行
」
を
分
析
す
る
必
要
性
を
説
い

（
（11
（

た
。
す
な
わ
ち
、
債
務
発
生
原
因

が
契
約
で
あ
る
場
合
に
は
、
個
々
の
契
約
の
解
釈
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
ま
ず
い
か
な
る
義
務
が
当
事
者
に
よ
り

黙
示
的
に
合
意
さ
れ
た
の
か
を
確
定
す
べ
き
で
あ

（
（11
（

り
、
次
に
、
契
約
の
解
釈
と
い
う
作
業
に
よ
っ
て
も
な
お
当
事
者
の
意
思
が
明
ら
か
に
な

ら
な
い
場
合
に
、
は
じ
め
て
規
範
的
に
判
断
し
て
、
当
該
契
約
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
目
的
を
も
っ
と
も
よ
く
達
成
す
る
よ
う
な
義
務
が
承

認
さ
れ
る
べ
き
で
あ

（
（11
（

る
。
な
お
、
法
律
論
と
し
て
は
、
最
終
的
に
は
信
義
則
を
そ
の
根
拠
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
な

（
（11
（

る
。

　

平
井
は
、
帰
責
事
由
を
債
務
不
履
行
責
任
の
要
件
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
債
務
不
履
行
責
任
の
成
立
を
阻
却
す
る
事
由
と
位
置
づ
け

た
う
え
で
、
裁
判
例
を
以
下
の
よ
う
に
分
析
す

（
（11
（

る
。
結
果
債
務
に
つ
い
て
は
、
判
例
は
、
引
渡
し
の
な
い
場
合
は
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り

常
に
帰
責
事
由
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。
た
と
え
第
三
者
の
行
為
が
介
在
し
て
も
、
判
例
は
帰
責
事
由
の
存
在
を
否
定
す
る
の
に
消
極
的
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
手
段
債
務
の
場
合
に
は
判
例
の
立
場
は
異
な
る
。
債
務
者
が
い
か
な
る
内
容
の
債
務
を
負
っ
て
い
る
か
、
ど
の
程
度

の
行
為
（
作
為
・
不
作
為
双
方
を
含
む
）
を
す
れ
ば
要
求
さ
れ
た
債
務
を
履
行
し
た
こ
と
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
債
務
の
内
容
を
実
現
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
結
果
を
回
避
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
る
か
を
特
定
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
と
現
実
に
な
さ
れ
た
債
務
者
の
行
為
と
を

比
較
し
、
両
者
の
間
に
食
い
違
い
が
あ
れ
ば
帰
責
事
由
が
あ
る
と
す
る
。
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す
な
わ
ち
、
結
果
債
務
で
は
、
結
果
不
発
生
の
事
実
が
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
債
務
の
本
旨
に
従
わ
な
い
履
行
と
な
り
、
か
つ
、
債
務
者
の

「
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
」の
存
在
が
高
い
程
度
で
推
測
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、手
段
債
務
で
は
、結
果
の
不
到
来
と
い
う
事
実
が
あ
っ
て
も
、

直
ち
に
債
務
不
履
行
な
い
し
「
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
」
が
存
在
す
る
と
は
い
え
ず
、
さ
ら
に
立
ち
入
っ
て
契
約
の
趣
旨
を
探
求
し
た
り
他

の
要
件
を
考
慮
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
判
断
の
構
造
は
、
手
段
債
務
の
場
合
、
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
か
ど

う
か
と
い
う
判
断
と
帰
責
事
由
の
存
否
と
が
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
手
段
債
務
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
が
な
す
べ

き
債
務
を
な
さ
な
い
こ
と
が
原
則
と
し
て
帰
責
事
由
に
該
当
す
る
か
ら
、
帰
責
事
由
は
主
観
的
要
件
で
あ
る
故
意
・
過
失
に
つ
き
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

一
─
二　

吉
田
邦
彦
の
見
解

　

吉
田
も
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
議
論
に
の
っ
と
り
、
裁
判
例
を
引
渡
債
務
、
物
の
保
存
・
保
管
債
務
、
手
段
債
務
に
分
類
し
て
検
討
し
て

い
（
（11
（

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、引
渡
債
務
の
場
合
、帰
責
事
由
が
否
定
さ
れ
た
の
は
戦
争
・
災
害
、ス
ト
ラ
イ
キ
、法
令
適
用
な
い
し
取
引
の
不
許
可
・

不
承
認
、
債
権
者
の
行
為
・
妨
害
が
あ
る
場
合
等
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
的
な
「
不
可
抗
力
」
な
い
し
「
外
来
原
因
」
と
大
差
が
な

（
（12
（

い
。
こ
こ

で
は
帰
責
事
由
要
件
は
積
極
的
作
用
を
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
一
定
の
債
務
不
履
行
か
ら
類
型
的
・
結
果
的
に
帰
責
す
る
と
い
う
判
断
が
な

さ
れ
て
お
り
、
帰
責
事
由
は
実
質
的
に
は
免
責
要
件
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ

（
（12
（

る
。

　

次
に
物
の
保
存
・
保
管
債
務
の
場
合
、
善
管
注
意
義
務
・
保
管
義
務
を
論
じ
な
が
ら
も
帰
責
事
由
に
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
ま
た
義
務

違
反
が
債
務
不
履
行
と
構
成
さ
れ
た
り
、
ま
た
は
実
質
的
判
断
が
な
さ
れ
た
後
に
形
式
的
に
帰
責
事
由
に
言
及
さ
れ
た
り
す
る
裁
判
例
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
と
い

（
（12
（

う
。
そ
も
そ
も
「
善
管
注
意
を
尽
く
し
て
保
管
・
保
存
す
る
義
務
」
と
は
、
賃
借
人
・
受
寄
者
が
負
う
べ
き
債
務
の

内
容
そ
の
も
の
で
あ
り
、債
務
不
履
行
と
帰
責
事
由
と
を
二
分
し
て
構
成
す
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
直
截
に「
債
務
不
履
行
な
い
し
フ
ォ
ー
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ト
の
推
定
」
法
理
と
し
て
構
成
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ

（
（12
（

る
。

　

最
後
に
、
手
段
債
務
の
場
面
で
も
、
前
述
し
た
物
の
保
存
・
保
管
債
務
の
場
面
と
同
様
の
問
題
状
況
が
見
ら
れ
る
と
い

（
（12
（

う
。
債
務
不
履
行

と
帰
責
事
由
の
二
元
的
構
成
を
採
る
の
が
裁
判
例
の
主
流
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
帰
責
事
由
の
持
つ
意
義
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、

受
任
者
、
運
送
人
、
請
負
人
等
の
義
務
内
容
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
例
の
中
に
は
正
面
か
ら
「
債
務
の
本
旨
不
履
行
」
の
レ
ベ

ル
で
処
理
す
る
も
の
も
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
裁
判
例
を
見
て
い
く
と
、
契
約
責
任
に
お
け
る
ド
イ
ツ
的
な
一
律
の
過
失
責
任
主
義
か
ら
脱

却
し
、
英
米
法
・
フ
ラ
ン
ス
法
的
な
客
観
責
任
（
厳
格
責
任
）
に
向
け
て
の
、
契
約
内
容
に
即
し
た
多
層
的
な
処
理
へ
の
転
換
が
表
れ
て
い

る
と
さ
れ

（
（12
（

る
。

一
─
三　

森
田
宏
樹
の
見
解

　

森
田
（
宏
）
は
結
果
債
務
・
手
段
債
務
を
二
分
し
た
う
え
で
、
契
約
責
任
の
帰
責
事
由
を
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
て
い

（
（12
（

る
。
改
正
前
民
法

四
一
五
条
の
「
帰
責
事
由
」
と
は
、
伝
統
的
通
説
に
い
う
違
法
性
（
客
観
的
要
件
）
と
有
責
性
（
主
観
的
要
件
）
の
両
者
を
含
ん
だ
概
念
で

あ
る
。
違
法
性
と
有
責
性
と
を
峻
別
対
置
し
、
債
務
者
に
賠
償
責
任
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
を
こ
の
二
段
階
に
分
け
て
判
断
す
る
と
い
う
枠

組
み
は
、
そ
の
よ
う
な
区
別
を
し
て
い
な
い
民
法
典
の
規
定
の
構
造
に
も
、
か
つ
、
わ
が
国
の
判
例
法
の
実
際
に
も
適
合
し
な
い
も
の
で
あ

り
、
妥
当
で
は
な
い
。
ま
た
、
帰
責
事
由
の
内
容
は
、
債
務
者
が
「
契
約
に
お
い
て
約
束
し
た
こ
と
を
履
行
し
な
い
こ
と
」
に
含
ま
れ
る
。

こ
こ
で
は
帰
責
事
由
の
存
否
は
、
契
約
に
よ
っ
て
債
務
者
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
「
債
務
の
内
容
・
射
程
」
を
媒
介
と
し
て
判
断
さ
れ
る
。

　

債
務
不
履
行
の
存
否
に
関
す
る
実
際
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
結
果
債
務
と
手
段
債
務
と
で
は
、
債
務
者
の
行
為
態
様
の
評
価
が
必
要
と

な
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
違
い
が
あ
る
と
さ
れ

（
（12
（

る
。
債
務
者
が
結
果
の
実
現
が
確
実
で
あ
る
と
約
束
し
た
場
合
（
結
果
債
務
）
に
は
、
不

可
抗
力
に
よ
ら
な
い
結
果
の
不
実
現
が
あ
れ
ば
、
債
務
者
に
帰
責
事
由
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
一
方
、
債
務
者
が
結
果
を
実
現
す
べ
く
一
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定
の
慎
重
な
注
意
義
務
を
負
う
こ
と
し
か
約
束
し
て
い
な
い
場
合
（
手
段
債
務
）
で
は
、
債
務
不
履
行
の
存
否
に
つ
き
債
務
者
の
具
体
的
な

行
為
態
様
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
に
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
過
失
の
判
断
が
な
さ
れ
る
。

　

森
田
（
宏
）
は
、上
述
し
た
結
果
債
務
・
手
段
債
務
が
前
提
と
す
る
債
務
不
履
行
責
任
に
お
け
る
「
帰
責
事
由
」
の
と
ら
え
方
に
基
づ
き
、

ド
イ
ツ
法
の
学
説
を
継
受
し
た
わ
が
国
の
伝
統
的
通
説
に
お
け
る
「
帰
責
事
由
」
を
再
検
討
す

（
（12
（

る
。
そ
し
て
、
新
た
な
「
帰
責
事
由
」
の
理

解
が
、
わ
が
国
の
民
法
典
の
規
定
の
構
造
に
よ
り
適
合
的
で
あ
り
、
わ
が
国
の
判
例
法
に
示
さ
れ
た
実
際
の
解
決
を
説
明
し
、
体
系
化
し
う

る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す

（
（12
（

る
。
こ
こ
で
は
、
契
約
責
任
の
帰
責
根
拠
は
、
約
束
し
た
こ
と
を
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
債
務
者

が
自
ら
の
意
思
（
合
意
）
に
よ
っ
て
設
定
し
た
契
約
規
範
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ

（
（13
（

る
。

　

結
果
債
務
に
お
い
て
は
、
約
束
さ
れ
た
結
果
の
不
実
現
が
あ
れ
ば
、
債
務
者
が
そ
の
不
履
行
が
不
可
抗
力
─
─
す
な
わ
ち
、
何
人
も
予

見
も
回
避
も
し
が
た
い
事
情
─
─
に
よ
る
こ
と
を
立
証
し
な
い
限
り
、
債
務
者
に
は
不
履
行
に
つ
い
て
「
帰
責
事
由
」
が
あ
る
と
判
断
さ

れ
（
（13
（

る
。
一
方
、手
段
債
務
に
つ
い
て
は
、債
務
者
の
不
履
行
の
事
実
と
そ
の
「
帰
責
事
由
」
の
判
断
と
が
実
務
上
同
一
に
帰
し
、「
帰
責
事
由
」

が
独
自
の
意
味
を
有
し
て
い
な
い
と
認
識
さ
れ

（
（13
（

る
。

　

な
お
、
森
田
は
結
果
債
務
・
手
段
債
務
の
区
別
に
つ
い
て
、
相
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
に
お
い
て
も
均
一
で
は
な
く
、

債
務
の
強
度
に
濃
淡
な
い
し
段
階
が
あ
る
と
説
明
し
て
い

（
（13
（

る
。
こ
の
区
分
は
、
契
約
上
の
債
務
が
す
べ
て
同
一
の
強
度
ま
た
は
範
囲
に
あ
る

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
正
当
な
考
え
方
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
契
約
内
容
は
当
事
者
の
意
思
に
よ
っ
て
自
律
的
に
決
定
さ
れ
る

と
す
る
意
思
自
治
の
原
則
の
も
と
で
は
、契
約
上
の
債
務
の
射
程
な
い
し
強
度
も
、二
つ
以
上
の
段
階
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

二　

結
果
債
務
・
手
段
債
務
二
分
論
を
前
提
と
し
た
裁
判
例
研
究

二
─
一　

長
尾
治
助
の
研
究
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改
正
前
民
法
四
一
五
条
の
母
法
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
法
研
究
か
ら
展
開
さ
れ
て
き
た
結
果
債
務
・
手
段
債
務
二
分
論
は
、
裁
判
例
研
究
に
お

い
て
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
例
の
研
究
に
お
い
て
も
、
債
務
が
手
段
債
務
で
あ
る
か
結
果
債
務
で
あ
る
か
に
よ
っ
て

帰
責
事
由
の
判
断
枠
組
み
が
異
な
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

わ
が
国
の
実
際
の
裁
判
例
の
研
究
か
ら
契
約
法
に
お
け
る
帰
責
事
由
を
再
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
長
尾
の
研

（
（13
（

究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
契
約
法
に
お
け
る
帰
責
事
由
が
、
債
務
者
の
責
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
（
債
権
者
側
の
事
情
、
第
三
者
の
事
情
、
人
為
的
社
会
状

況
の
変
化
、
公
権
力
に
よ
る
拘
束
、
戦
乱
又
は
自
然
的
災
害
）
と
責
に
帰
す
べ
き
事
由
と
に
分
類
さ
れ
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、結
果
債
務
の
場
面
で
は
、不
履
行
の
結
果
を
も
っ
て
過
失
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
手
段
債
務
に
つ
い
て
は
、例
え
ば
、

医
師
の
注
意
義
務
に
つ
い
て
不
可
抗
力
な
い
し
適
正
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
債
務
不

履
行
は
医
師
の
帰
責
事
由
に
よ
る
と
さ
れ
る
傾
向
に
あ

（
（13
（

る
。

　

た
だ
し
、
長
尾
は
結
果
債
務
か
手
段
債
務
か
の
区
別
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、
債
務
不
履
行
の
事
案
一
般
に
つ
い
て
、
予
見
義
務
、
回

避
・
防
止
義
務
を
尽
く
し
た
か
否
か
の
判
断
要
素
を
以
下
の
よ
う
に
示
し
て
い

（
（13
（

る
。
契
約
の
性
質
、
債
務
者
の
地
位
・
職
業
、
契
約
の
主
目

的
の
実
現
に
対
す
る
当
事
者
の
期
待
の
程
度
、
契
約
締
結
後
に
生
じ
た
諸
状
況
の
他
、
不
履
行
の
内
容
が
人
の
生
命
・
身
体
・
名
誉
に
対
す

る
損
害
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
場
合
か
、
財
産
に
対
す
る
損
害
の
場
合
か
等
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
類
型
ご
と
に
基
準
を
設
定
す
る
必
要
が
あ

る
。
今
日
の
義
務
の
深
化
と
多
様
化
に
比
例
し
て
、
債
務
者
に
は
従
前
以
上
に
結
果
発
生
に
対
す
る
予
見
義
務
、
回
避
・
防
止
義
務
が
強
く

か
つ
広
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
帰
責
事
由
に
も
、
単
に
過
失
の
有
無
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
的
性

格
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

　

長
尾
は
、
債
務
者
の
責
任
と
は
、
約
束
に
対
す
る
期
待
が
裏
切
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
債
権
者
の
た
め
の
救
済
の
制
度
で
あ
る
と
し
、
債

権
者
の
有
す
る
契
約
に
対
す
る
合
理
的
な
期
待
を
保
護
す
る
法
技
術
的
用
語
と
し
て
、
帰
責
事
由
と
い
う
概
念
が
条
文
上
明
記
さ
れ
て
い
る
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も
の
と
理
解
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
帰
責
事
由
の
中
核
は
過
失
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
（
過
失
責
任
主
義
）
を
、「
人
間
の
自
由
に
対
す
る

社
会
的
な
保
障
制
度
の
一
と
し
て
の
意
思
尊
重
に
基
礎
を
有
す
る
一
の
法
律
制
度
で
あ
る
」
と
評
価
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
債
務
不
履
行
の

要
件
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
の
必
要
性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い

（
（13
（

る
。

二
─
二　

中
田
裕
康
の
研
究

　

ま
た
、
中
田
は
、
帰
責
事
由
の
具
体
的
内
容
に
つ
き
、
判
例
は
ど
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
場
合
に
債
務
不
履
行
者
が
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
す
な
わ
ち
、
帰
責
事
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
を
見
る
必
要
が
あ
る
と
す

（
（13
（

る
。

　

債
務
不
履
行
の
事
案
に
お
い
て
帰
責
事
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
最
上
級
審
判

（
（13
（

決
を
見
る
と
、
債
務
不
履
行
の
原
因
が
債
務
者
側
以
外
の

事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
又
は
第
三
者
の
行
為
や
不
可
抗
力
な
ど
、
外
部
的
事
情
が
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
債
務
者
側
に
不
履
行
の
原
因
が
あ
る
場
合
に
は
、
抽
象
的
に
は
債
務
者
の
故
意
・
過
失
に
言
及
し
て
い
て
も
、
具
体
的
に
は

債
務
不
履
行
の
事
実
の
有
無
と
帰
責
事
由
と
が
一
体
的
に
判
断
さ
れ
て
い
る
。
物
の
引
渡
し
を
目
的
と
す
る
債
務
に
つ
い
て
は
前
者
の
場
合

が
多
く
、
役
務
の
提
供
を
目
的
と
す
る
債
務
に
つ
い
て
は
後
者
の
場
合
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
履
行
遅
滞
に
つ
い
て
は
、
過
失
が

な
い
か
ら
債
務
者
が
免
責
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
事
例
は
ほ
ぼ
存
在
せ
ず
、
免
責
さ
れ
る
の
は
い
わ
ゆ
る
不
可
抗
力
に
近
い
よ
う
な
場
面
で

あ
る
と
い

（
（14
（

う
。

　

そ
の
う
え
で
中
田
は
、
裁
判
例
は
債
務
者
の
主
観
的
有
責
性
と
本
旨
不
履
行
と
を
必
ず
し
も
分
け
て
考
え
て
い
な
い
と
指
摘
す

（
（14
（

る
。
少
な

く
と
も
、
伝
統
的
通
説
の
い
う
、（
ⅰ
）
債
務
者
が
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
せ
ず
、（
ⅱ
）
債
務
者
に
故
意
・
過
失
ま
た
は
信
義
則
上

こ
れ
と
同
視
す
べ
き
事
由
が
あ
っ
た
場
合
に
、債
務
者
に
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
る
と
い
う
枠
組
み
に
従
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
だ
ろ
う
。
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結
果
債
務
に
つ
い
て
い
え
ば
、
債
務
者
が
契
約
に
お
い
て
約
束
し
た
こ
と
を
履
行
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
不
可
抗
力
と
い
え
る
よ

う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
な
い
限
り
帰
責
事
由
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、
債
務
不
履
行
の
事
実
と
帰
責
事
由
と
が
必
ず
し
も
区
別
さ
れ

て
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
医
療
契
約
の
よ
う
な
手
段
債
務
に
つ
い
て
は
、
債
務
不
履
行
の
有
無
の
判
断
が
ま
さ
に
注
意

義
務
（
過
失
）
の
判
断
と
重
な
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
裁
判
例
は
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
の
帰
責
事
由
に

つ
い
て
、
ド
イ
ツ
法
的
な
過
失
責
任
主
義
に
よ
る
と
い
う
よ
り
、
個
々
の
具
体
的
契
約
内
容
に
即
し
、
債
務
不
履
行
と
過
失
の
有
無
と
を
一

体
と
し
て
考
慮
し
て
責
任
の
成
否
を
判
断
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

三　

favor contractus

と
「
契
約
の
拘
束
力
」

　

一
方
で
、
債
務
不
履
行
に
対
す
る
救
済
に
お
け
る
履
行
請
求
権
の
第
一
義
性
に
つ
い
て
再
検
討
が
行
わ
れ
る
中
で
、
近
年
、
改
め
て
履
行

請
求
権
の
第
一
義
性
を
維
持
す
る
立
場
が
見
ら
れ

（
（14
（

る
。

　

森
田
（
修
）
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
背
景
に
は
、favor contractus

（
契
約
の
尊
重
）
と
呼
ば
れ
る
概
念
が
あ
る
と
指
摘
す

（
（14
（

る
。

こ
の
概
念
は
、U

N
ID

RO
IT

国
際
商
事
契
約
原
則
の
起
草
過
程
及
び
そ
の
注
釈
の
議
論
に
お
い
て
、
契
約
法
の
問
題
系
列
な
い
し
そ
れ
に

対
す
る
一
般
的
な
解
釈
態
度
を
示
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。favor contractus

はU
N
ID

RO
IT

国
際
商
事
契
約
原
則
の
基
本

発
想
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
出
来
る
限
り
契
約
を
保
存
す
る
こ
と
で
あ
る
と
定
義
さ
れ

（
（14
（

る
。
そ
し
て
、
そ
の
有
効
性
が
疑
問
視
さ
れ
た
り
、
履

行
期
前
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
局
面
を
で
き
る
か
ぎ
り
制
限
す
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
通
常
は
、
市
場
に
代
替
と
な
る
財
・
サ
ー

ビ
ス
を
求
め
る
よ
り
、
も
と
も
と
の
取
引
を
維
持
す
る
方
が
両
当
事
者
の
利
益
に
か
な
う
と
い
う
思
想
が
あ
る
。

　

ま
たfavor contractus

の
外
延
は
、（
ⅰ
）
契
約
の
成
立
（Favouring binding agreem

ents

）、（
ⅱ
）
契
約
の
有
効
性
（Favouring 

contract validity

）、（
ⅲ
）
履
行
困
難
に
も
関
わ
ら
な
い
契
約
の
存
続
（Favouring keeping the bargain alive despite 
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hardship

）、（
ⅳ
）
契
約
違
反
に
も
関
わ
ら
な
い
契
約
の
存
続
（Favouring keeping the bargain alive despite breach

）
に
下
位

分
類
さ
れ
て
い

（
（14
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、favor contractus

が
カ
バ
ー
す
る
問
題
は
広
範
に
わ
た
る
が
、
そ
こ
に
は
、
契
約
の
成
立
要
件
・
有

効
要
件
に
か
か
わ
る
も
の
（（
ⅰ
）（
ⅱ
））
と
、
契
約
責
任
法
に
か
か
わ
る
も
の
（（
ⅲ
）（
ⅳ
））
と
が
い
ず
れ
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

日
本
法
に
お
い
て
もfavor contractus

は
紹
介
さ
れ
て
お

（
（14
（

り
、
二
〇
一
七
年
債
権
法
改
正
の
文
脈
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
る
に
至
っ
て

い
（
（14
（

る
。
履
行
請
求
権
と
の
関
係
で
は
、
改
め
て
そ
の
第
一
義
性
を
認
め
る
立
場
か
ら
、favor contractus

と
履
行
請
求
権
と
の
密
接
な
関

係
が
指
摘
さ
れ
て
い

（
（14
（

る
。
曰
く
、
そ
も
そ
も
契
約
規
範
は
、
契
約
当
事
者
に
、
そ
の
諸
々
の
利
益
を
法
的
保
護
の
対
象
と
す
る
た
め
に
様
々

な
義
務
を
定
位
す
る
。
こ
れ
ら
の
義
務
群
は
、
契
約
の
履
行
プ
ロ
セ
ス
の
当
初
に
お
い
て
、
契
約
内
容
の
本
来
的
実
現
と
い
う
ひ
と
つ
の
方

向
に
向
か
う
指
向
性
を
帯
び
て
い
る
。
こ
の
指
向
性
の
根
拠
は
、
契
約
当
事
者
の
当
初
意
思
が
契
約
の
ノ
ー
マ
ル
な
展
開
に
向
け
ら
れ
て
い

る
と
い
う
点
に
あ
る
。
履
行
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
義
務
群
の
こ
の
指
向
性
を
重
視
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、favor contractus

の
思
想
が
、
契
約

責
任
に
つ
い
て
実
現
さ
れ
る
。
履
行
請
求
権
を
契
約
責
任
の
体
系
化
原
理
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
存
続
の
か
ぎ
り
で
、
上
記
の
義
務
群
に
こ

の
指
向
性
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
の
よ
う
な
履
行
請
求
権
が
義
務
群
を
実
質
的
に
統
御
す

（
（14
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、favor contractus

と
は
、当
事
者
が
契
約
の
維
持
を
志
向
す
る
な
ら
、た
と
え
障
害
が
あ
っ
て
も
な
る
べ
く
契
約
を
維
持
、

存
続
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
い
っ
た
ん
設
定
さ
れ
た
契
約
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
間
に
特
別
な
関
係
が
生
じ
た
こ

と
が
尊
重
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
当
初
の
契
約
内
容
や
当
事
者
意
思
は
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
ず
、
債
務
不
履
行
が
生
じ
た
後
に
両
当
事
者
が

再
度
交
渉
す
る
こ
と
で
、
な
る
べ
く
契
約
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
が
好
ま
れ
る
。
履
行
請
求
権
体
系
の
立
場
か
ら
は
、
不
履
行
に
際
し
て
、

契
約
関
係
を
維
持
す
る
か
否
か
の
被
不
履
行
者
の
決
定
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

（
（15
（

る
。

四　

新
し
い
契
約
責
任
論
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四
─
一　

潮
見
佳
男
の
見
解

　

学
説
か
ら
も
裁
判
例
の
実
情
か
ら
も
帰
責
事
由
の
再
検
討
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
潮
見
は
、
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
過
失
の
標
準
を
分
析

し
た
う
え
で
、
わ
が
国
の
契
約
法
に
お
け
る
過
失
の
合
理
性
を
論
じ
て
い

（
（15
（

る
。
曰
く
、「
過
失
の
標
準
」
の
合
理
性
を
探
求
す
る
場
合
、
不

法
行
為
責
任
に
お
け
る
注
意
と
契
約
責
任
に
お
け
る
注
意
は
、
そ
の
存
立
基
盤
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
別
個
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
し
て
契
約
責
任
に
つ
い
て
、「
社
会
生
活
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
注
意
」
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
補
充
的
契
約

解
釈
な
い
し
は
契
約
の
意
味
適
合
的
解
釈
に
よ
っ
て
探
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

（
（15
（

う
。

　

そ
こ
で
潮
見
は
、商
品
の
提
供
を
目
的
と
す
る
「
与
え
る
債
務
」
と
、可
視
的
要
素
に
乏
し
く
ま
た
内
容
自
体
も
履
行
過
程
の
進
展
を
ま
っ

て
は
じ
め
て
具
体
的
に
確
定
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
な
す
債
務
」
と
を
区
別
す

（
（15
（

る
。「
な
す
債
務
」
で
は
、
履
行
過
程
に
お
け
る
人
の
具
体

的
な
行
為
態
様
そ
の
も
の
へ
の
法
的
評
価
（
契
約
に
即
し
て
の
合
法
・
不
法
評
価
）
が
問
題
と
な
る
と
い
う
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
一
定
の

目
的
を
も
っ
て
意
思
決
定
さ
れ
、
展
開
さ
れ
る
具
体
的
行
為
自
体
が
、
個
々
の
契
約
に
お
け
る
債
務
の
対
象
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
結
果
実
現
保
証
の
約
束
が
な
さ
れ
て
い
な
い
「
な
す
債
務
」
に
つ
い
て
は
、
契
約
内
容
に
適
合
し
た
作
為
・
不

作
為
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
「
債
務
不
履
行
」
の
面
の
み
を
議
論
す
れ
ば
、
こ
れ
と
別
に
「
過
失
」
の
問
題
を
論
じ
る
意
味
が
な
い

と
潮
見
は
指
摘
す

（
（15
（

る
。
さ
ら
に
、
結
果
実
現
保
証
の
約
束
を
含
ん
だ
「
な
す
債
務
」
を
想
定
す
る
と
、
保
証
さ
れ
た
事
態
が
実
現
し
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
保
証
約
束
の
違
反
を
理
由
と
し
て
そ
の
結
果
が
債
務
者
に
帰
責
さ
れ
る
こ
と
に
な

（
（15
（

る
。
こ
こ
で
は
「
保
証
約
束
」
の
解
釈
が

問
題
と
な
り
、
契
約
締
結
時
に
ど
こ
ま
で
の
危
険
が
引
き
受
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
契
約
内
容
の
確
定
作
業
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、森
田
（
宏
）
同
様
、契
約
に
お
い
て
合
意
し
た
債
務
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
債
務
不
履
行
と
と
ら
え
、

か
つ
債
務
不
履
行
と
帰
責
事
由
を
一
体
的
に
と
ら
え
、
契
約
の
内
容
に
応
じ
て
帰
責
根
拠
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え

（
（15
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
債
務
不
履
行
責
任
の
帰
責
事
由
を
契
約
の
拘
束
力
に
求
め
る
新
し
い
契
約
責
任
論
に
つ
い
て
、
潮
見
は
、
さ
ら
な
る
課
題
と
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し
て
以
下
の
二
つ
を
挙
げ
て
い

（
（15
（

る
。
第
一
に
、「
契
約
」
と
い
う
観
点
に
基
礎
を
据
え
て
契
約
責
任
の
問
題
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
契
約
内

容
の
確
定
法
理
と
契
約
責
任
論
と
を
関
連
づ
け
た
理
論
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
契
約
責
任
を
理
論
的
に
洗
練
す
る
に
あ
た
り
、「
契
約

の
拘
束
力
」
の
持
つ
意
味
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
他
、
契
約
責
任
論
に
お
い
て
契
約
内
容
の
確
定
問
題
の
占
め
る
割
合
が
著
し
く
増
大

す
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
契
約
責
任
論
の
現
代
化
に
取
り
組
む
グ
ロ
ー
バ
ル
な
流
れ
を
受
け
て
、
わ
が
国
で
も
、
現
代
社
会
に
お
い
て

「
あ
る
べ
き
契
約
責
任
の
枠
組
み
」
を
実
現
す
る
た
め
に
契
約
責
任
の
理
論
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

（
（15
（

る
。

四
─
二　

山
本
敬
三
の
見
解

　

こ
う
し
た
新
し
い
契
約
責
任
論
は
、
伝
統
的
な
過
失
責
任
主
義
を
放
棄
し
、
契
約
責
任
の
帰
責
根
拠
を
契
約
の
拘
束
力
に
求
め
る
。
こ
こ

で
は
当
事
者
が
何
を
引
受
け
て
い
た
か
確
定
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

こ
の
点
、
同
様
に
山
本
（
敬
）
も
、
契
約
内
容
の
確
定
を
重
要
視
し
て
い

（
（15
（

る
。
山
本
に
よ
れ
ば
、
債
権
の
発
生
原
因
で
あ
る
契
約
に
よ
っ

て
拘
束
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
損
害
賠
償
責
任
の
根
拠
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
契
約
内
容
の
確
定
と
帰
責
事
由
の
有
無
の
判
断
と
が
重
な
る
。

こ
こ
で
は
、
契
約
の
拘
束
力
が
認
め
ら
れ
る
射
程
が
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
た
め
、
契
約
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
し
て
確
定
す
る
か
と
い
う

こ
と
が
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
と
な
る
が
、
私
的
自
治
の
原
則
か
ら
、
個
々
の
当
事
者
が
契
約
に
よ
り
行
っ
た
決
定
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

こ
の
よ
う
に
当
事
者
の
合
意
を
重
視
す
る
考
え
方
は
、
二
〇
一
七
年
債
権
法
改
正
に
理
論
的
基
礎
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
山
本
に
よ

れ
ば
、
合
意
原
則
に
は
「
契
約
の
当
事
者
は
互
い
に
合
意
し
た
こ
と
に
拘
束
さ
れ
る
」
と
い
う
積
極
的
側
面
と
、「
契
約
の
当
事
者
は
、
本

法
そ
の
他
の
法
律
の
定
め
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
互
い
に
合
意
し
て
い
な
い
こ
と
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
」
と
い
う
消
極
的
側
面
と
が
あ
る
と

い
（
（16
（

う
。
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も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
合
意
原
則
は
局
面
に
応
じ
て
補
完
な
い
し
制
約
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
山
本
は
、「
契
約
自
由

に
対
す
る
規
制
」
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
し
て
、「
契
約
正
義
」
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
考
え
方
、「
共
同
体
の
内
在
的
規
範
」
に
そ
の
根
拠

を
求
め
る
考
え
方
、「
権
利
・
自
由
の
保
護
」
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
考
え
方
が
あ
る
と
す

（
（16
（

る
。
山
本
は
こ
の
う
ち
三
つ
目
の
考
え
方
を
と

る
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
契
約
規
制
の
類
型
と
し
て
秩
序
維
持
や
弱
者
保
護
の
た
め
の
「
他
律
型
規
制
」
よ
り
も
、
当
事
者
の
自
律
を
保
護
す

る
た
め
の
「
自
律
保
障
型
規
制
」
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
説
明
す

（
（16
（

る
。

四
─
三　

国
際
的
潮
流
と
の
調
和

　

新
し
い
契
約
責
任
論
に
は
、少
な
か
ら
ず
国
際
的
潮
流
と
の
調
和
を
図
ろ
う
と
す
る
面
が
あ
る
。新
し
い
契
約
責
任
論
の
特
徴
で
あ
る（
ⅰ
）

過
失
責
任
主
義
の
否
定
、（
ⅱ
）
不
能
概
念
の
否
定
は
、
例
え
ばCISG

に
お
け
る
契
約
責
任
の
構
造
と
同
様
で
あ

（
（16
（

る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
内
田
は
、
世
界
的
に
契
約
法
統
一
の
動
き
が
進
む
中
で
、
共
通
法
と
し
て
の
債
権
法
の
モ
デ
ル
の
一
つ
を
発
信
す
る
立

場
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い

（
（16
（

る
。
内
田
は
、
そ
も
そ
も
、
債
務
不
履
行
責
任
に
お
け
る
過
失
責
任
主
義
は
理
論
上
の
話
で
あ
っ
て
、
実
際
に

は
裁
判
規
範
と
し
て
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。
と
は
い
え
、
過
失
が
な
け
れ
ば
債
務
不
履
行
責
任
が
免
除
さ
れ
る
と
い
う
レ
ト

リ
ッ
ク
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
判
例
・
学
説
の
議
論
を
支
配
し
て
い
る
と
い
う
。

　

帰
責
根
拠
を
契
約
の
拘
束
力
に
求
め
る
立
場
は
、
二
〇
一
七
年
債
権
法
改
正
に
お
い
て
も
、
国
際
的
潮
流
に
即
し
た
も
の
と
し
て
積
極
的

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
民
法
改
正
検
討
委
員
会
は
、
契
約
で
約
束
し
た
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
債
務
不
履
行
責
任
を
負
う

が
、
も
と
も
と
契
約
で
引
き
受
け
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
事
由
で
債
務
不
履
行
が
生
じ
た
場
合
、
つ
ま
り
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
事

態
が
起
き
た
場
合
に
は
免
責
さ
れ
る
と
い
う
、
常
識
的
な
ル
ー
ル
を
端
的
に
書
く
こ
と
を
提
案
し
て
い

（
（16
（

る
。
伝
統
的
通
説
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
不
注
意
が
な
け
れ
ば
債
務
不
履
行
に
陥
っ
て
も
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
く
て
よ
い
と
い
う
不
自
然
な
結
末
を
名
実
と
も
に
否
定
す
る
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た
め
に
は
条
文
を
変
え
る
べ
き
で
あ
り
、
検
討
委
員
会
の
提
案
は
そ
の
点
で
評
価
し
う
る
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
主
張
に
対
し
、
新
し
い
契
約
責
任
論
の
展
開
を
受
け
た
債
権
法
改
正
を
批
判
す
る
動
き
も
あ
る
。
加
藤
か
ら
は
、
無

過
失
責
任
（
厳
格
責
任
）
へ
の
転
換
で
あ
る
と
か
、
英
米
法
や
国
際
的
潮
流
と
の
統
合
を
は
か
る
社
会
的
必
要
性
は
な
い
と
い
っ
た
批
判
が

な
さ
れ
て
い

（
（16
（

る
。
ま
た
、
吉
田
は
、
債
権
法
改
正
の
問
題
点
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
挙
げ
て
い

（
（16
（

る
。
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
の
民
法
改
正
は
、

例
え
ば
根
抵
当
で
あ
れ
、
仮
登
記
担
保
で
あ
れ
、
特
別
養
子
で
あ
れ
、
成
年
後
見
で
あ
れ
、
一
定
の
社
会
的
要
請
・
必
要
性
が
あ
っ
て
、
そ

れ
へ
の
対
応
と
い
う
こ
と
で
個
別
的
に
改
正
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
の
債
権
法
改
正
は
こ
れ
ら
の
場
合
と
事
情
が
異
な
る
。
第

二
に
、「
市
民
の
た
め
の
分
か
り
や
す
い
民
法
」
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
法
案
は
、
既
存
の
判
例
を
こ
れ
ま
で
の
条
文
に
盛

り
込
ん
で
い
る
た
め
、
長
く
読
み
に
く
い
。
第
三
に
、「
比
較
法
的
帰
趨
」
か
ら
も
債
権
法
改
正
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
国
際

的
な
動
き
へ
の
配
慮
は
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
も
、
国
際
的
条
約
の
批
准
に
よ
っ
て
解
決
す
る
問
題
で
あ
り
、
国
際
商
事
取
引
の
分
野
に
合

わ
せ
て
債
権
法
を
全
て
改
正
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
。

（
113
）
以
下
に
紹
介
す
る
論
稿
に
先
立
ち
、
結
果
債
務
・
手
段
債
務
的
発
想
あ
る
い
は
引
渡
債
務
・
行
為
債
務
的
発
想
を
整
理
す
る
研
究
と
し
て
、

参
照
、中
野
貞
一
郎
「
診
療
債
務
の
不
履
行
」
同
『
過
失
の
推
認
』
弘
文
堂
（
一
九
七
九
年
、初
出
一
九
七
四
年
）
六
七
頁
以
下
、國
井
和
郎
「
不

完
全
履
行
」
倉
田
卓
次
編
『
要
件
事
実
の
証
明
責
任　

債
権
総
論
』
西
神
田
編
集
室
（
一
九
八
六
年
）
一
四
三
頁
以
下
。
ま
た
、
結
果
債
務
・

手
段
債
務
論
の
学
説
史
的
展
開
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
参
照
、
潮
見
佳
男
「
債
務
不
履
行
・
契
約
責
任
論
史
」
水
本
浩
＝
平
井
一
雄
編
『
日

本
民
法
学
史
（
各
論
）』
信
山
社
（
一
九
九
七
年
）
一
八
三
頁
以
下
。

（
114
）
川
島
武
宜
＝
平
井
宜
雄
「
契
約
責
任
」
石
井
照
久
他
編
『
経
営
法
学
全
集
（
一
八
巻
）』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
（
一
九
六
八
年
）
二
五
九
頁
以
下
。

平
井
（
一
九
九
四
年
）・
前
掲
注
75
・
七
七
頁
以
下
。
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（
115
）
明
示
的
に
合
意
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
本
来
の
債
務
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
116
）
川
島
＝
平
井
（
一
九
六
八
年
）・
前
掲
注
114
・
二
六
五
～
二
六
八
頁
。

（
117
）
同
上
。

（
118
）
同
二
六
八
頁
。

（
119
）
吉
田
（
二
〇
〇
三
年
）・
前
掲
注
41
・
五
三
頁
以
下
。

（
120
）
同
四
九
頁
。

（
121
）
同
上
。

（
122
）
同
上
。

（
123
）
同
五
〇
頁
。

（
124
）
同
上
。

（
125
）
同
五
一
頁
。

（
126
）
森
田
宏
樹
「
結
果
債
務
・
手
段
債
務
の
区
別
の
意
義
に
つ
い
て
」
同
『
契
約
責
任
の
帰
責
構
造
』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
二
年
、初
出
一
九
九
三
年
）

一
頁
以
下
。

（
127
）
同
二
五
頁
以
下
。

（
128
）
同
上
。

（
129
）
同
四
八
頁
以
下
。

（
130
）
同
上
四
九
頁
。

（
131
）
同
上
。

（
132
）
同
五
〇
頁
。

（
133
）
同
三
六
頁
以
下
。
ま
た
、
森
田
宏
樹
『
債
権
法
改
正
を
深
め
る
─
─
民
法
の
基
礎
理
論
の
深
化
の
た
め
に
』
有
斐
閣
（
二
〇
一
三
年
）
三
八

頁
以
下
も
参
照
。

（
134
）
長
尾
治
助
『
債
務
不
履
行
の
帰
責
事
由
』
有
斐
閣
（
一
九
七
五
年
）。

（
135
）
同
一
七
四
頁
。
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（
136
）
同
二
一
九
頁
。

（
137
）
同
二
二
一
頁
。

（
138
）
中
田
（
一
九
九
八
年
）・
前
掲
注
10
・
三
六
頁
。
及
び
、
中
田
裕
康
『
債
権
総
論
〔
第
四
版
〕』
岩
波
書
店
（
二
〇
二
〇
年
）
三
五
頁
。

（
139
）
売
買
契
約
の
締
結
後
、
売
主
が
履
行
遅
滞
に
陥
っ
て
か
ら
、
目
的
物
（
葉
煙
草
）
の
取
引
を
禁
止
す
る
法
律
が
発
令
さ
れ
た
場
合
（
大
判
明

治
三
九
年
一
〇
月
二
九
日
、
民
録
一
二
輯
一
三
五
八
頁
）、
米
穀
取
引
所
仲
買
人
が
受
託
者
の
注
文
に
応
じ
て
定
期
米
の
買
埋
を
す
る
義
務
に
つ

い
て
相
場
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
（
大
判
大
正
六
年
五
月
二
三
日
、
民
録
二
三
輯
八
九
六
頁
）、
他
人
甲
の
権
利
の
売
主
乙
が
、
甲
か
ら
権
利

を
取
得
し
て
買
主
丙
に
移
転
で
き
な
か
っ
た
が
、丙
が
直
接
甲
に
権
利
を
請
求
で
き
る
関
係
に
あ
っ
た
場
合（
大
判
大
正
一
〇
年
一
一
月
二
二
日
、

民
録
二
七
輯
一
九
七
八
頁
）、
他
人
甲
の
権
利
の
売
主
乙
が
、
甲
か
ら
権
利
を
取
得
し
て
買
主
丙
に
移
転
で
き
な
か
っ
た
が
、
甲
が
乙
に
引
渡
し

が
で
き
な
か
っ
た
の
は
不
可
抗
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
場
合
（
大
判
大
正
一
三
年
三
月
一
四
日
、
新
聞
二
二
四
七
号
二
二
頁
）、
建
物
賃
借
人

の
返
還
義
務
が
原
因
不
明
の
出
火
に
よ
る
建
物
焼
失
の
た
め
不
能
と
な
っ
た
が
、
債
務
者
が
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
建
物
を
保
存
し

て
い
た
場
合
（
大
判
昭
和
一
一
年
三
月
七
日
、
民
集
一
五
巻
三
七
六
頁
）、
更
地
と
し
て
引
き
渡
す
債
務
を
負
う
土
地
の
売
主
が
地
上
建
物
所
有

者
を
速
や
か
に
立
ち
退
か
せ
る
の
に
必
要
な
合
理
的
な
努
力
を
し
た
場
合
（
大
判
昭
和
一
六
年
九
月
九
日
、
民
集
二
〇
巻
一
一
三
七
頁
）、
土
地

の
立
会
測
量
を
す
る
義
務
に
つ
い
て
債
権
者
が
履
行
を
妨
害
し
た
場
合
（
大
判
昭
和
一
六
年
一
二
月
九
日
、
法
学
一
一
巻
七
号
八
一
頁
）、
患
者

に
胆
嚢
癌
の
疑
い
が
あ
る
と
診
断
し
た
医
師
が
当
該
状
況
の
も
と
で
結
果
的
に
患
者
の
家
族
に
説
明
を
し
な
か
っ
た
場
合
（
最
判
平
成
七
年
四

月
二
五
日
、
民
集
四
九
巻
四
号
一
一
六
三
頁
）。

（
140
）
な
お
、
医
師
の
診
療
債
務
を
は
じ
め
と
す
る
手
段
債
務
に
つ
い
て
は
、
責
任
の
成
否
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
債
務
不
履
行
の
有
無
と
過
失

の
判
断
と
が
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
内
田
貴
『
債
権
法
の
新
時
代
』
商
事
法
務
（
二
〇
〇
九
年
）
八
三
頁
。

（
141
）
中
田
（
一
九
九
八
年
）・
前
掲
注
10
・
三
六
頁
。

（
142
）
伝
統
的
立
場
か
ら
は
、
履
行
請
求
権
と
填
補
賠
償
請
求
と
が
併
存
す
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
あ
く
ま
で
履
行
請
求
権
を
債
権
の
本
来
的
効
力

と
と
ら
え
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
履
行
請
求
権
は
、
債
権
者
が
債
務
者
に
対
し
て
契
約
上
有
す
る
利
益
す
べ
て
を
表
す
地
位

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
何
ら
か
の
契
約
不
適
合
が
あ
っ
た
と
き
、
履
行
請
求
権
と
損
害
賠
償
請
求
権
い
ず
れ
か
を
債
権
者
が
選
択
で
き
る
も

の
の
、
後
者
を
選
択
す
る
に
は
厳
格
な
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
不
能
に
先
立
つ
段
階
で
、
確
定
的
不
履
行
の
よ
う
な
場
面
以

降
債
権
者
に
履
行
請
求
権
と
填
補
賠
償
請
求
権
と
の
選
択
を
認
め
る
と
、
債
務
者
は
、
こ
の
場
面
で
両
請
求
に
応
じ
る
準
備
を
強
い
ら
れ
る
。
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確
定
的
不
履
行
あ
り
と
す
る
判
断
に
は
、
債
務
者
が
こ
の
よ
う
な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
判
断
が
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
確
定
的
不
履
行
後
で
あ
っ
て
も
、
た
と
え
債
務
不
履
行
の
被
害
者
で
あ
る
と
は
い
え
、
債
権
者
に
も
な
お
、
何
等
か
の

信
義
則
上
の
義
務
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
債
権
者
の
選
択
権
に
も
何
ら
か
の
制
約
が
課
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
森
田
修
『
契
約
責
任
の

法
学
的
構
造
』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
六
年
）
一
八
一
頁
。

（
143
）favor contractus

の
訳
語
と
し
て
は
「
契
約
の
尊
重
」
と
い
う
語
が
当
て
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
他
「
契
約
の
保
護
」
と
訳

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、こ
れ
ら
は
、pacta sunt servanda

と
の
差
異
が
必
ず
し
も
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、

「
契
約
の
維
持
」
と
い
う
訳
語
は
、favor contractus

の
一
側
面
し
か
と
ら
え
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。
曽
野
裕
夫
「Favor contractus

の
ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
─
─CISG

と
債
権
法
改
正
論
議
の
比
較
を
通
じ
て
」
松
久
三
四
彦
ほ
か
編
『
民
法
学
に
お
け
る
古
典
と
革
新
』
成
文
堂
（
二

〇
一
一
年
）
二
五
五
頁
以
下
。

（
144
）M

. J. BO
N
ELL, A

N
 IN

T
ERN

A
T
IO

N
A
L REST

A
T
EM

EN
T
 O

F CO
N
T
RA

CT
 LA

W
 102-126 (3d ed., 2005).

（
145
）Ibid.

（
146
）
内
田
（
二
〇
〇
〇
年
）・
前
掲
注
３
・
二
六
〇
頁
以
下
、
円
谷
峻
「
フ
ァ
ヴ
ォ
ー
ル
・
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ス
（
契
約
の
尊
重
）」
好
美
清
光
先
生

古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
委
員
会
編
『
現
代
契
約
法
の
展
開
』
経
済
法
令
研
究
会
（
二
〇
〇
〇
年
）
三
頁
以
下
。

（
147
）
森
田
修
「『
契
約
の
尊
重
（favor contractus
）』
に
つ
い
て
」
遠
藤
光
男
元
最
高
裁
判
所
判
事
喜
寿
記
念
文
集
編
集
委
員
会
『
実
務
法
学
に

お
け
る
現
代
的
諸
問
題
』（
二
〇
〇
七
年
）
一
九
九
頁
、
曽
野
（
二
〇
一
一
年
）・
前
掲
注
143
・
二
五
六
頁
。

（
148
）
森
田
（
二
〇
〇
七
年
）・
前
掲
注
147
・
二
〇
九
頁
。

（
149
）
同
上
。
も
っ
と
も
森
田
に
よ
れ
ば
、rem

edy approach
の
も
と
で
も
こ
の
よ
う
な
指
向
性
が
実
現
さ
れ
得
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し

契
約
規
範
は
、
も
は
や
当
初
契
約
意
思
に
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
紛
争
解
決
後
の
当
事
者
の
交
渉
の
中
で
の
自
治
的
関
係
形
成
に
よ
っ

て
変
容
し
、
履
行
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
存
続
す
る
。
履
行
請
求
権
概
念
は
、
こ
の
よ
う
に
変
容
す
る
契
約
規
範
と
当
初
契
約
意
思
と
を
媒
介
す

る
装
置
な
の
で
あ
る
。

（
150
）
森
田
（
二
〇
〇
七
年
）・
前
掲
注
147
・
二
一
一
頁
。

（
151
）
潮
見
佳
男
『
契
約
責
任
の
体
系
』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
九
九
頁
以
下
。

（
152
）
同
二
〇
一
頁
。
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（
153
）
同
二
一
一
頁
以
下
。

（
154
）
同
二
一
四
頁
。

（
155
）
同
二
一
五
頁
。

（
156
）
森
田
宏
樹
は
、
こ
れ
を
「
債
務
の
強
度
」
に
応
じ
た
帰
責
事
由
の
内
容
決
定
と
表
現
す
る
。
な
お
、
潮
見
も
伝
統
的
な
過
失
責
任
主
義
を
批

判
し
、
債
務
不
履
行
の
事
実
と
帰
責
事
由
と
を
一
体
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
共
有
し
て
い
る
。
潮
見
（
二
〇
一
〇
年
）・
前
掲
注

76
・
一
三
頁
。

（
157
）
潮
見
佳
男
「
総
論
─
─
契
約
責
任
論
の
現
状
と
課
題
」
ジ
ュ
リ
一
三
一
八
号
（
二
〇
〇
六
年
）
八
一
頁
。

（
158
）
国
際
化
の
流
れ
の
中
で
契
約
法
理
を
と
ら
え
な
お
そ
う
と
い
う
発
想
は
、
潮
見
の
以
下
の
著
作
で
も
見
ら
れ
る
。
潮
見
佳
男
『
契
約
法
理
の

現
代
化
』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
四
年
）
二
九
〇
頁
以
下
。

（
159
）
山
本
敬
三
「
契
約
の
拘
束
力
と
契
約
責
任
論
の
展
開
」
ジ
ュ
リ
一
三
一
八
号
（
二
〇
〇
六
年
）
八
七
頁
、同
「
債
務
不
履
行
責
任
に
お
け
る
『
帰

責
事
由
』」
法
セ
ミ
六
七
九
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
〇
頁
。

（
160
）「
座
談
会　

債
権
法
の
改
正
に
向
け
て
」
ジ
ュ
リ
一
三
〇
七
号
一
二
〇
頁
〔
山
本
（
敬
）
発
言
〕。

（
161
）
山
本
敬
三
『
民
法
講
義
Ⅳ
（
一
）』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
五
年
）
一
九
頁
。
ま
た
、同
「
契
約
規
制
の
法
理
と
民
法
の
現
代
化
（
一
）
～
（
二
・
完
）」

民
商
一
四
一
巻
一
号
一
頁
以
下
・
同
二
号
一
七
七
頁
以
下
（
い
ず
れ
も
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
日
本
に
お
け
る
債
務
不
履
行
法
の
変
遷
と
課
題
─

─
ド
イ
ツ
法
と
の
対
比
か
ら
」
小
野
秀
誠
ほ
か
編
『
民
事
法
の
現
代
的
課
題
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
二
年
）
四
〇
五
頁
以
下
も
参
照
。

（
162
）
山
本
（
二
〇
〇
九
年
（
一
））・
一
〇
、
三
二
頁
以
下
、
同
（
二
〇
〇
九
年
（
二
））・
一
七
八
頁
以
下
・
い
ず
れ
も
前
掲
注
161
。

（
163
）CISG

四
五
条
（
一
）（
ｂ
）
は
、「
売
主
が
契
約
又
は
こ
の
条
約
に
基
づ
く
義
務
を
履
行
し
な
い
場
合
に
」
買
主
の
損
害
賠
償
請
求
を
認
め

て
い
る
。
ま
た
、
同
六
一
条
（
一
）（
ｂ
）
は
「
買
主
が
契
約
又
は
こ
の
条
約
に
基
づ
く
義
務
を
履
行
し
な
い
場
合
に
」
売
主
の
損
害
賠
償
請
求

を
認
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
帰
責
根
拠
と
し
て
の
過
失
は
要
求
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
不
能
概
念
の
否
定
に
よ
り
、
債
務
不
履
行
の
三
分
体
系
は

否
定
さ
れ
契
約
責
任
は
一
元
化
さ
れ
る
。
こ
の
他
、
瑕
疵
担
保
責
任
や
危
険
負
担
と
い
っ
た
制
度
もCISG

に
お
い
て
は
存
在
し
な
い
。
こ
の

点
に
つ
き
、
参
照
、
曽
野
裕
夫
「
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
（CISG

）
に
お
け
る
瑕
疵
担
保
責
任
の
不
存
在
と
そ
の
理
由
」
野
澤
正
充
編
『
瑕
疵
担

保
責
任
と
債
務
不
履
行
責
任
』
日
本
評
論
社
（
二
〇
〇
九
年
）
一
一
七
頁
以
下
。

（
164
）
内
田
（
二
〇
〇
九
年
）・
前
掲
注
140
・
八
二
頁
以
下
。
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第
五
節　

二
〇
一
七
年
債
権
法
改
正
と
そ
の
評
価

　

こ
の
よ
う
に
、近
時
の
議
論
に
お
い
て
は
、過
失
責
任
主
義
か
ら
脱
却
し
、債
務
不
履
行
責
任
の
要
件
を
本
旨
不
履
行
及
び
帰
責
事
由
（
過

失
）
と
す
る
の
で
は
な
く
、契
約
の
拘
束
力
そ
の
も
の
に
求
め
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、契
約
責
任
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、

債
権
・
債
務
の
発
生
原
因
で
あ
る
個
別
・
具
体
的
な
「
契
約
」
か
ら
説
き
起
こ
し
て
問
題
が
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
当

該
債
務
が
「
契
約
」
に
基
づ
い
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
当
該
債
務
を
発
生
さ
せ
た
「
契
約
」
の
内
容
が
、
債
務
不
履
行
の
問
題
を

処
理
す
る
た
め
の
法
理
論
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
と
い
う
点
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
二
〇
一
七
年
債

権
法
改
正
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
下
で
は
、
特
に
損
害
賠
償
に
関
す
る
諸
規
定
に
関
す
る
改
正
作
業
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
改
正
後
債
権
法
に
対
す
る
評
価
を
概
観

す
（
（16
（

る
。

（
165
）
同
八
四
頁
。
基
本
方
針
【3.1.1.62

】
は
「
債
権
者
は
、
債
務
者
に
対
し
、
債
務
不
履
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
の
み
端
的
に
書
い
て
お
り
、
帰
責
事
由
に
つ
い
て
の
言
及
は
一
切
な
か
っ
た
。

（
166
）
加
藤
（
二
〇
一
一
年
）
前
掲
注
５
・
六
七
頁
。
ま
た
、
加
藤
は
法
制
審
議
会
に
よ
る
債
権
法
改
正
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
自
ら
「
国

民
有
志
案
」
を
提
案
し
て
い
る
。
同
『
迫
り
つ
つ
あ
る
債
権
法
改
正
』
信
山
社
（
二
〇
一
五
年
）。

（
167
）
吉
田
（
二
〇
一
〇
年
）・
前
掲
注
５
・
七
六
頁
、
同
『
都
市
居
住
・
災
害
復
興
・
戦
争
補
償
と
批
判
的
「
法
の
支
配
」』
有
斐
閣
（
二
〇
一
一
年
）

三
八
五
頁
以
下
も
参
照
。
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一　

債
権
法
改
正
作
業
の
過
程

　

わ
が
国
の
民
法
典
は
制
定
後
百
年
を
超
え
、
そ
の
間
に
大
き
な
時
代
の
変
化
、
社
会
の
進
展
を
み
た
。
こ
う
し
た
背
景
に
対
し
、
民
法
典

の
規
定
内
容
と
の
齟
齬
が
拡
大
し
た
こ
と
、
ま
た
、
取
引
法
改
正
の
世
界
的
潮
流
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
法

制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
が
民
法
改
正
に
向
け
て
の
議
論
を
開
始
し

（
（16
（

た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
に
は
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の

改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
」
が
、
二
〇
一
三
年
に
は
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
が
公
表
さ
れ
た
。
そ

れ
か
ら
も
法
制
審
議
会
で
の
審
議
が
進
み
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
手
続
き
を
経
た
う
え
で
、
二
〇
一
四
年
に
「
民
法
（
債
権
関
係
）

の
改
正
に
関
す
る
要
綱
仮
案
」
が
決
定
さ
れ
た
。
最
終
的
に
法
制
審
議
会
は
、
二
〇
一
五
年
に
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
要

綱
案
」
を
決
定
し
た
う
え
、
同
年
二
月
二
四
日
開
催
の
第
一
七
四
回
会
議
に
お
い
て
、
原
案
通
り
の
内
容
で
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正

に
関
す
る
要
綱
」
を
採
択
し
た
。

　

法
制
審
議
会
の
要
綱
に
基
づ
き
、
法
務
省
に
お
い
て
「
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」、「
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
」
が
立
案
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
三
月
三
一
日
の
第
一
八
九
回
国
会
に
提
出
さ
れ

（
（17
（

た
。
そ
の

後
、
両
法
律
案
は
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
六
日
の
一
九
二
回
国
会
に
お
い
て
審
理
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
一
七
年
五
月
二
六
日
に
成

（
（17
（

立
、

二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

二　

民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
法
案
に
お
け
る
損
害
賠
償
に
関
す
る
諸
規
定

二
─
一　

民
法
四
一
五
条
改
正
法
案

　

二
〇
一
七
年
債
権
法
改
正
作
業
に
お
い
て
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
の
要
件
論
に
つ
い
て
は
、「
過
失
責
任
の
原
則
」
を

基
礎
と
す
る
伝
統
的
学
説
の
立
場
か
ら
、
帰
責
の
正
当
化
根
拠
を
「
契
約
の
拘
束
力
」
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
最
近
の
学
説
の
考
え
方
に
転
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換
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ

（
（17
（

る
。

　

こ
の
提
案
の
考
え
方
は
「
債
務
者
が
契
約
に
よ
り
い
か
な
る
債
務
を
負
担
し
た
の
か
を
確
定
し
た
上
で
、
次
に
、
ど
の
よ
う
な
事
態
に
つ

い
て
債
務
者
が
損
失
の
負
担
を
し
な
い
で
よ
い
の
か
を
契
約
内
容
に
即
し
て
判
断
し
、
債
務
者
の
『
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
』
の
有
無
を
評

価
し
よ
う
と
し
て
い
る
従
前
の
実
務
の
処
理
方
法
を
明
確
に
す
る
こ
と
こ
そ
あ
れ
、
こ
れ
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
も
説
明
さ
れ
て

い
（
（17
（

る
。

　

こ
の
他
、「
現
行
実
務
は
、
債
務
不
履
行
責
任
の
判
断
作
業
と
し
て
、（
ⅰ
）
契
約
等
の
債
務
発
生
原
因
の
分
析
等
に
基
づ
き
債
務
の
内
容

を
確
定
し
、（
ⅱ
）
そ
の
債
務
の
不
履
行
事
実
を
確
定
し
、（
ⅲ
）
債
務
者
に
帰
責
事
由
が
な
い
と
い
う
抗
弁
が
成
立
す
る
か
を
確
定
す
る
と

い
う
三
段
階
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
」
が
、
契
約
の
拘
束
力
に
根
拠
を
求
め
る
考
え
方
も
、「
こ
の
よ
う
な
判
断
構
造
の
変
更
を

意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、「
い
ず
れ
の
考
え
方
も
、
実
務
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
判
断
構
造
を
維
持
し
た
上
で
、

上
記
（
ⅲ
）
に
お
け
る
抗
弁
事
由
の
具
体
的
な
在
り
方
を
問
題
と
し
て
い
る
点
で
共
通
す
る
と
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い

（
（17
（

る
。

　

基
本
方
針
【3.1.1.62

】「
債
務
不
履
行
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
」
は
「
債
権
者
は
、
債
務
者
に
対
し
、
債
務
不
履
行
に
よ
っ
て
生
じ
た

損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
す
る
。
そ
の
う
え
で
、【3.1.1.63

】「
損
害
賠
償
の
免
責
事
由
」
と
し
て
、「（
一
）
契

約
に
お
い
て
債
務
者
が
引
き
受
け
て
い
な
か
っ
た
事
由
に
よ
り
債
務
不
履
行
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
債
権
者
は
【3.1.1.62

】
の
損
害
賠
償

責
任
を
負
わ
な
い
。（
二
）債
務
者
が【3.1.1.54

】ま
た
は【3.1.1.55
】に
定
め
ら
れ
た
抗
弁
権
を
有
し
て
い
る
と
き
に
は
、債
権
者
は【3.1.1.62

】

の
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
」
と
す
る
。

　

こ
こ
で
は
、
当
事
者
が
合
意
に
反
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
損
害
賠
償
責
任
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
（【3.1.1.62

】）、
そ
の
う
え
で

【3.1.1.63

】
は
免
責
事
由
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
免
責
に
あ
た
っ
て
も
、「
契
約
に
お
い
て
債
務
者
が

引
き
受
け
て
い
な
か
っ
た
事
由
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
、
従
来
注
意
義
務
違
反
と
し
て
の
過
失
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
解
さ
れ



論　　　説

［58］ 北法72（1・213）213

て
き
た
「
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
」
の
文
言
が
排
さ
れ
て
い
る
。
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
帰
責
根
拠
は
当
事
者
の
合
意
か
ら
導

か
れ
る
と
の
立
場
が
貫
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
中
間
試
案
は
「
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
と
そ
の
免
責
事
由
」
を
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「（
一
）
債
務
者
が

そ
の
債
務
の
履
行
を
し
な
い
と
き
は
、
債
権
者
は
、
債
務
者
に
対
し
、
そ
の
不
履
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
。（
二
）
契
約
に
よ
る
債
務
の
不
履
行
が
、
当
該
契
約
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
債
務
者
は
、
そ
の
不
履
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。（
三
）

契
約
以
外
に
よ
る
債
務
の
不
履
行
が
、
そ
の
債
務
が
生
じ
た
原
因
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
債
務
者
は
、
そ
の
不
履
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
」。

　

こ
こ
で
は
、
基
本
方
針
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
契
約
に
お
い
て
債
務
者
が
引
き
受
け
て
い
な
か
っ
た
事
由
」
と
い
う
文
言
が
な
く
な
り
、

「
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由
」
と
い
う
表
現
が
復
活
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
」

と
い
う
文
言
を
維
持
し
て
、
債
務
不
履
行
の
原
因
に
つ
き
債
務
者
が
そ
の
リ
ス
ク
を
負
担
す
べ
き
だ
っ
た
と
評
価
で
き
る
か
否
か
に
よ
っ
て

免
責
の
可
否
を
判
断
す
る
旨
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

（
（17
（

る
。

　

た
だ
し
、
契
約
に
基
づ
く
債
務
に
つ
い
て
は
、「
当
該
契
約
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
」
と
の
文
言
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
そ
の
基
本
的
な
判

断
基
準
が
契
約
の
趣
旨
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
と
い

（
（17
（

う
。
こ
こ
で
は
、
基
本
方
針
に
比
べ
て
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
帰
責
根
拠
を
あ

く
ま
で
契
約
の
拘
束
力
に
求
め
る
と
い
う
姿
勢
は
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

基
本
方
針
、
中
間
試
案
を
経
て
、
民
法
四
一
五
条
の
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
法
案
に
お
け
る
改
正
案
は
以
下
の
通
り
規
定
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。「
債
務
者
が
そ
の
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
し
な
い
と
き
又
は
債
務
の
履
行
が
不
能
で
あ
る
と
き
は
、債
権
者
は
、こ
れ
に
よ
っ

て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
債
務
の
不
履
行
が
契
約
そ
の
他
の
債
務
の
発
生
原
因
及
び
取
引
上
の
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社
会
通
念
に
照
ら
し
て
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」。

　

こ
こ
で
は
、
債
務
者
が
免
責
事
由
を
主
張
立
証
し
て
損
害
賠
償
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
債
務

不
履
行
と
損
害
と
の
間
に
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
損
害
を
債
務
者
が
常
に
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
債
務
者
は
、
抗
弁

を
提
出
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
一
切
で
き
な
い
と
い
う
考
え
方
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
免
責
の
成
否
は
、
不
法
行
為
法
上

の
過
失
の
有
無
の
判
断
と
は
異
な
り
、
個
別
の
契
約
の
文
脈
に
照
ら
し
、
そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な

（
（17
（

る
。

二
─
二　

民
法
四
一
六
条
改
正
法
案

　

損
害
賠
償
の
範
囲
に
関
す
る
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
法
案
四
一
六
条
は
、
一
項
に
つ
い
て
は
改
正
前
民
法
四
一
六
条
と
変
わ
ら
ず
、
二

項
に
お
い
て
以
下
の
通
り
規
定
す

（
（17
（

る
。「
特
別
の
事
情
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
で
あ
っ
て
も
、
当
事
者
が
そ
の
事
情
を
予
見
す
べ
き
で
あ
っ

た
と
き
は
、
債
権
者
は
、
そ
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。

　

ど
の
範
囲
の
特
別
損
害
の
賠
償
を
す
る
べ
き
で
あ
る
か
に
関
し
て
、
改
正
前
民
法
が
「
当
事
者
が
そ
の
事
情
を
予
見
し
、
又
は
予
見
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
き
」
と
す
る
の
に
対
し
、「
当
事
者
が
そ
の
事
情
を
予
見
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
き
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
点
が
最
大
の
変

更
点
で
あ
ろ

（
（17
（

う
。
こ
れ
は
、現
行
法
の
規
定
ぶ
り
に
規
範
と
し
て
問
題
が
あ
り
、予
見
可
能
性
が
自
然
的
な
事
実
に
即
し
た
判
断
で
は
な
く
、

規
範
的
な
評
価
に
服
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
結
果
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

（
（18
（

る
。
特
別
損
害
に
当
た
る
と
す
る
た
め
に
予
見
す
べ
き

で
あ
っ
た
と
い
う
規
範
的
な
評
価
を
す
る
か
ど
う
か
は
、契
約
お
よ
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
判
断
さ
れ
る
。債
務
者
が
単
に
知
っ

て
い
る
と
か
、
告
げ
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
の
み
で
予
見
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。

　

改
正
前
の
同
条
の
問
題
点
の
改
良
に
あ
た
っ
て
は
、
同
条
の
起
草
の
元
と
な
っ
たH

adley v. Baxendale

事
件
が
改
め
て
参
照
さ
れ
、

予
見
可
能
性
を
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
認
め
ら
れ
る
損
害
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い

（
（18
（

る
。
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二
─
三　

民
法
四
一
八
条
改
正
法
案

　

新
し
い
契
約
責
任
論
と
そ
の
後
の
債
権
法
改
正
作
業
に
お
い
て
盛
ん
に
議
論
さ
れ
た
、
契
約
責
任
に
お
け
る
帰
責
事
由
に
つ
い
て
は
、
民

法
四
一
八
条
に
関
す
る
議
論
も
か
か
わ
り
が
深

（
（18
（

い
。
と
い
う
の
も
、
同
条
は
「
過
失
」
相
殺
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
結
局
は
改
正
後
民
法

四
一
八
条
に
お
い
て
も
「
過
失
」
の
語
が
維
持
さ
れ
る
に
至
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

基
本
方
針
は
、
改
正
前
民
法
の
債
務
不
履
行
に
お
け
る
過
失
相
殺
の
趣
旨
を
、「
契
約
上
で
債
務
者
に
課
さ
れ
た
債
務
の
履
行
が
な
い
こ

と
を
理
由
と
し
て
債
務
者
に
対
し
て
帰
責
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
損
害
の
一
部
を
、
損
害
回
避
の
た
め
の
合
理
的
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
債

権
者
に
対
し
て
負
担
さ
せ
る
と
い
う
、
損
害
リ
ス
ク
の
債
権
者
へ
の
（
再
）
転
嫁
」
で
あ
る
と
理
解
し
た
う
え
で
、
改
正
作
業
に
お
い
て
も

こ
の
理
解
を
踏
襲
す
る
と
し

（
（18
（

た
。

　

一
方
で
、
改
正
前
民
法
四
一
八
条
を
基
本
的
に
は
維
持
し
な
が
ら
も
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
の
発
生
を
抑
止
な
い
し
軽
減
す
る
た
め

に
、
債
権
者
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
求
め
る
か
と
い
う
観
点
を
全
面
に
押
し
出
す
と
説
明
さ
れ
て
い

（
（18
（

る
。「
過
失
相
殺
そ
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
一
応
債
権
者
の
側
の
損
害
抑
止
・
軽
減
義
務
の
と
こ
ろ
で
、
従
来
の
過
失
相
殺
を
取
り
込
ん
だ
よ
う
な
考
え
方
を
と
」
る
と
い
い
、「
そ

れ
と
は
別
に
、
免
責
要
件
の
中
で
ど
う
い
う
考
え
方
を
と
る
の
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
の
だ
ろ
う
」
と
し
て
い

（
（18
（

る
。

　

こ
こ
で
は
、
契
約
の
拘
束
力
に
よ
っ
て
契
約
責
任
を
肯
定
し
、
損
害
軽
減
理
論
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
額
を
調
整
す
る
と
い
う
新
し
い
契
約

責
任
論
の
立
場
の
影
響
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
立
場
は
、
英
米
法
の
従
来
の
立
場
で
あ
る
他
、CISG

やU
N
ID

RO
IT

国
際
商
事
契
約

原
則
、PECL

が
採
用
し
て
き
た
も
の
で
も
あ
り
、
国
際
的
潮
流
の
一
部
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
特
に
、
従
来
日
本
法
で
は
必
ず
し
も
明
確

に
論
じ
分
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
債
権
者
が
債
務
不
履
行
の
発
生
に
寄
与
し
た
た
め
に
損
害
賠
償
が
否
定
さ
れ
る
場
面
と
、
債
権
者
が
損

害
軽
減
義
務
に
反
し
て
損
害
の
発
生
・
拡
大
を
招
い
た
た
め
に
損
害
賠
償
が
否
定
さ
れ
る
場
面
と
が
、
区
別
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
点
は
意

義
深

（
（18
（

い
。
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基
本
方
針
【3.1.1.73

】
は
「
債
権
者
の
損
害
軽
減
義
務
」
と
題
し
て
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「（
一
）
裁
判
所
は
、
債
務
不
履
行
に

よ
り
債
権
者
が
被
っ
た
損
害
に
つ
き
、債
権
者
が
合
理
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
そ
の
発
生
ま
た
は
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
き
は
、

損
害
賠
償
額
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
二
）
債
権
者
は
、
債
務
者
に
対
し
、
損
害
の
発
生
ま
た
は
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
要
し
た

費
用
の
賠
償
を
、合
理
的
な
範
囲
で
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。
こ
こ
で
は
、「
過
失
相
殺
」
の
文
言
は
排
さ
れ
、「
損
害
軽
減
義
務
」
に
よ
っ

て
損
害
賠
償
額
が
調
整
さ
れ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
結
局
、
改
正
後
債
権
法
に
お
い
て
は
「
過
失
相
殺
」
の
文
言
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
損
害
賠
償
の
範
囲
に
関
す
る
改
正
後

民
法
四
一
八
条
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
債
務
の
不
履
行
又
は
こ
れ
に
よ
る
損
害
の
発
生
若
し
く
は
拡
大
に
関
し
て
債
権
者
に
過
失
が
あ
っ

た
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
こ
れ
を
考
慮
し
て
、
損
害
賠
償
の
責
任
及
び
そ
の
額
を
定
め
る
」。

　

こ
こ
で
は
、
債
権
法
改
正
作
業
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
責
任
や
賠
償
額
の
決
定
に
あ
た
っ
て
従
来
の
過
失
責
任
主
義
を
採
用
し
な
い
こ
と

が
強
く
指
向
さ
れ
な
が
ら
も
、最
終
的
に
は「
過
失
」相
殺
の
規
定
が
残
っ
た
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。こ
の
点
に
つ
き
潮
見
は
、「
過
失
」「
過

失
相
殺
」
と
い
う
用
語
法
を
維
持
し
た
の
は
、
過
失
相
殺
の
制
度
の
意
味
に
関
し
て
─
─
不
法
行
為
に
お
け
る
過
失
相
殺
の
制
度
も
含
め
て

─
─
多
種
多
様
な
理
解
が
あ
る
と
こ
ろ
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
そ
の
理
解
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
態
度
決
定
を
す

る
こ
と
を
避
け
た
と
説
明
し
て
い

（
（18
（

る
。

三　

改
正
後
債
権
法
に
お
け
る
契
約
責
任
法
理
の
評
価

三
─
一　

新
し
い
契
約
責
任
論
の
取
込
み

　

債
権
法
改
正
は
二
〇
一
七
年
に
成
立
後
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
施
行
さ
れ
、
そ
の
改
正
前
後
の
変
更
点
や
実
務
へ
の
影
響
に
つ
い
て
現
時

点
ま
で
に
一
定
の
議
論
の
蓄
積
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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現
代
の
契
約
法
学
に
お
い
て
契
約
責
任
の
帰
責
根
拠
を
「
契
約
の
拘
束
力
」
に
求
め
る
見
解
が
有
力
と
な
っ
た
過
程
は
上
述
し
た
通
り
で

あ
る
が
、
こ
の
新
し
い
契
約
責
任
論
が
改
正
に
お
い
て
取
り
込
ま
れ
た
点
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

松
尾
は
、「
契
約
の
拘
束
力
」
を
め
ぐ
る
近
時
の
議
論
に
つ
い
て
、
シ
ビ
ル
・
ロ
ー
的
契
約
法
理
と
コ
モ
ン
・
ロ
ー
的
契
約
法
理
と
の
い

ず
れ
に
軸
足
を
置
く
か
と
い
う
議
論
で
あ
る
と
指
摘
し
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
す

（
（18
（

る
。
曰
く
、
シ
ビ
ル
・
ロ
ー
的
契
約
法
理
と
は
、
個
々
具

体
的
な
当
事
者
の
合
意
な
い
し
意
思
か
ら
抽
象
化
さ
れ
、
一
般
化
さ
れ
た
債
務
者
の
故
意
・
過
失
な
い
し
過
責
を
中
心
と
す
る
帰
責
事
由
に

契
約
責
任
の
根
拠
を
求
め
る
考
え
方
で
あ
り
、
日
本
法
の
伝
統
的
な
帰
責
事
由
主
義
は
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
れ
に
対
し
、
個
々
の
契
約
の
文

言
に
現
れ
た
当
事
者
の
合
意
な
い
し
意
思
、
す
な
わ
ち
、
契
約
で
当
事
者
が
約
束
し
た
こ
と
な
い
し
引
き
受
け
た
こ
と
そ
の
も
の
を
契
約
責

任
の
根
拠
と
す
る
考
え
方
を
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
契
約
法
理
で
あ
る
契
約
責
任
主
義
と
呼
ぶ
。

　

帰
責
事
由
主
義
に
よ
れ
ば
、
債
務
不
履
行
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
等
に
帰
責
事
由
を
要
す
る
が
、
債
務
者
の
帰
責
事
由
に
よ
ら
な

い
後
発
的
不
能
の
場
合
は
債
務
の
当
然
消
滅
を
認
め
る
。
そ
の
結
果
、
債
務
者
は
自
己
の
債
務
を
逃
れ
る
た
め
に
契
約
を
解
除
す
る
必
要
は

な
い
が
、
双
務
契
約
の
反
対
給
付
請
求
の
可
否
に
関
し
、
危
険
負
担
ル
ー
ル
を
必
要
と
す
る
。
債
務
者
の
帰
責
事
由
に
よ
ら
な
い
原
始
的
不

能
の
場
合
も
債
務
は
存
在
し
な
い
た
め
、
瑕
疵
担
保
責
任
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
必
要
に
な

（
（18
（

る
。

　

一
方
、
契
約
責
任
主
義
は
、
瑕
疵
も
契
約
不
履
行
に
包
含
し
、
債
務
者
の
帰
責
事
由
を
問
わ
ず
に
履
行
請
求
、
損
害
賠
償
請
求
、
解
除
に

関
す
る
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
。
債
務
者
に
帰
責
事
由
の
な
い
履
行
不
能
の
債
務
も
契
約
が
解
除
さ
れ
な
い
限
り
存
続
す
る
か
ら
、
解
除
制
度

が
危
険
負
担
の
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な

（
（19
（

る
。

　

小
粥
は
、
債
権
法
改
正
作
業
に
あ
た
っ
て
新
し
い
契
約
責
任
論
が
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
初
は
新
理
論
が
十
分
に
浸
透
し
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
積
極
的
に
評
価
し

（
（19
（

た
。
曰
く
、
改
正
作
業
に
あ
た
っ
て
は
帰
責
事
由
論
固
有
の
領
域
を
超
え
て
、
様
々

な
事
柄
と
の
関
係
の
中
で
新
理
論
の
内
容
、
意
義
と
課
題
等
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
理
論
に
は
、
伝
統
理
論
（
過
失
責
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任
の
原
則
）
を
破
壊
す
る
相
に
お
け
る
強
さ
と
同
時
に
再
構
築
す
る
相
に
お
け
る
弱
さ
が
あ
り
、
あ
る
い
は
議
論
の
実
益
が
見
え
に
く
い
と

の
印
象
を
与
え
る
と
い

（
（19
（

う
。

　

一
方
で
小
粥
は
、
新
理
論
は
少
な
く
と
も
、
結
果
債
務
類
型
に
お
い
て
伝
統
理
論
が
擬
制
的
な
過
失
判
断
に
よ
っ
て
帰
責
事
由
を
認
め
て

き
た
と
こ
ろ
を
契
約
内
容
─
─
不
履
行
が
あ
れ
ば
免
責
事
由
の
な
い
限
り
帰
責
事
由
が
あ
る
─
─
か
ら
合
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
を
可
能
と

し
、
手
段
債
務
類
型
に
お
い
て
も
判
例
・
学
説
に
お
け
る
不
履
行
判
断
と
帰
責
事
由
判
断
と
の
一
致
の
減
少
に
理
論
的
な
説
明
を
与
え
て
い

る
と
い

（
（19
（

う
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
裁
判
官
が
行
っ
て
き
た
法
的
処
理
と
価
値
判
断
お
よ
び
そ
の
理
由
付
け
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
て
客
観
的

に
分
析
し
、
法
的
処
理
の
性
質
の
差
異
を
明
ら
か
に
析
出
す
る
と
と
も
に
そ
の
価
値
判
断
を
導
く
因
子
と
理
由
付
け
と
を
論
理
的
に
整
合
的

命
題
と
し
て
構
成
し
て
判
決
行
動
の
客
観
的
科
学
的
認
識
を
可
能
な
ら
し
め
る
概
念
な
い
し
論
理
を
提
供
す
る
「
理
論
」
と
し
て
は
、
伝
統

的
理
論
に
勝
る
と
評
価
し
て
い

（
（19
（

る
。

　

も
っ
と
も
、
改
正
後
債
権
法
に
つ
い
て
「
過
失
責
任
の
原
則
」
が
放
棄
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
は
た
だ
ち
に
は
で
き
な
い
と
の
指
摘
が

あ
（
（19
（

る
。
改
正
後
民
法
四
一
五
条
は
、
契
約
責
任
の
免
責
事
由
の
有
無
が
「
契
約
…
…
及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
」
判
断
さ
れ
る

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
債
務
者
は
契
約
と
は
切
り
離
さ
れ
た
客
観
的
な
注
意
義
務
違
反
が
な
い
限
り
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い

と
す
る
考
え
方
は
少
な
く
と
も
否
定
さ
れ
た
と
い
え
る
。
免
責
さ
れ
る
か
否
か
は
債
務
者
が
契
約
上
ど
の
よ
う
な
義
務
を
負
っ
て
い
た
か
に

よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
判
断
に
あ
た
っ
て
、
債
務
者
の
行
為
態
様
の
評
価
が
問
題
と
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な

（
（19
（

い
。
こ
の
よ

う
な
判
断
構
造
を
も
っ
て
「
過
失
責
任
の
原
則
」
の
否
定
と
見
る
か
否
か
は
、
結
局
、
同
原
則
ひ
い
て
は
「
過
失
」
概
念
を
い
か
に
理
解
す

る
か
に
よ
る
こ
と
に
な

（
（19
（

る
。

三
─
二　

帰
責
事
由
と
「
取
引
上
の
社
会
通
念
」
の
意
味
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契
約
責
任
の
帰
責
根
拠
を
「
契
約
の
拘
束
力
」
に
求
め
、
契
約
に
違
反
し
た
こ
と
そ
の
も
の
が
帰
責
性
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
一
見
シ
ン

プ
ル
な
構
造
を
指
向
し
た
債
権
法
改
正
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
、
改
正
後
民
法
四
一
五
条
は
「
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
事
由
」
と
い
う
文
言
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
の
帰
責
事
由
に
関
し
て
は
、
改
正
に
よ
り
「
契
約
そ
の
他
の
債
務
の
発
生
原
因
及
び
取
引
上

の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
」
と
の
修
飾
句
が
加
え
ら
れ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
契
約
に
基
づ
い
て
生
じ
た
債
務
の
不
履
行
の
場
合
の
免
責
事
由
に
つ
い
て
は
、「
契
約
」
と
と
も
に
「
取
引
上
の
社
会
通
念
」

と
い
う
基
準
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
、基
本
方
針
に
お
い
て
は「
契
約
に
お
い
て
債
務
者
が
引
き
受
け
て
い
な
か
っ

た
事
由
」、
中
間
試
案
に
お
い
て
は
「
当
該
契
約
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
も
の
と
同
じ
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
後

者
の
「
取
引
上
の
社
会
通
念
」
の
意
味
、
及
び
両
者
の
関
係
は
文
言
か
ら
明
確
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
そ
の
理
解
が
問
題
と
な

（
（19
（

る
。

　

こ
の
点
、「
取
引
上
の
社
会
通
念
」
と
い
う
修
飾
句
が
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
、
契
約
責
任
の
有
無
の
判
定
を
す
べ
て
当
初

契
約
に
求
め
る
べ
き
と
す
る
考
え
方
は
否
定
さ
れ
る
。「
取
引
上
の
社
会
通
念
」
と
い
う
表
現
は
、契
約
違
反
の
場
合
の
免
責
事
由
た
る
「
債

務
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
」が
契
約
当
事
者
の
主
観
的
意
思
の
み
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
は
な
く
、当
該
契
約
の
性
質
、

契
約
を
し
た
目
的
、
契
約
締
結
に
至
る
経
緯
そ
の
他
の
事
情
を
も
考
慮
し
て
定
ま
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

説
明
さ
れ

（
（19
（

る
。

　
「
取
引
上
の
社
会
通
念
」
と
「
契
約
（
及
び
そ
の
他
の
債
務
の
発
生
原
因
）」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
並
列
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者

を
抜
き
に
し
て
後
者
の
基
準
の
み
か
ら
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い

（
（20
（

る
。
す
な
わ
ち
、「
取
引
上
の
社

会
通
念
」
が
契
約
を
離
れ
て
独
立
の
判
断
基
準
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
契
約
か
ら
契
約
内
容
（
契
約
規
範
の
内
容
）
を
導
く
こ
と
が
で
き

た
と
き
に
は
、
こ
れ
を
「
取
引
上
の
社
会
通
念
」
で
上
書
き
・
修
正
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
意
図
は
な
い
と
さ
れ

（
（20
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
説
明
か
ら
す
る
と
、
改
正
後
債
権
法
は
あ
く
ま
で
当
事
者
の
明
示
的
な
当
初
契
約
に
軸
足
を
置
き
、
こ
れ
を
補
充
す
る
形
で
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「
取
引
上
の
社
会
通
念
」
概
念
を
用
い
る
こ
と
を
指
向
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、条
文
の
文
言
上
は
あ
く
ま
で
両
者
が
「
及
び
」

で
並
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
当
然
の
も
の
と
は
い
え
な
い
。
山
野
目
は
、
免
責
事
由
と
は
、
当
該
個
別
の

当
事
者
の
意
図
と
共
に
そ
の
種
類
の
契
約
に
係
る
一
般
の
観
念
も
参
酌
し
て
見
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
免
責
の
成
否
の
考
慮
事
由

に
は
取
引
上
の
社
会
通
念
と
い
う
こ
と
も
掲
げ
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
一
般
の
意
識
を
背
景
に
し
な
が
ら
さ
ら
に
当
該
当
該
契
約

の
個
別
性
と
向
き
合
う
思
考
が
、
免
責
事
由
の
存
否
の
判
断
に
他
な
ら
な
い
と
い

（
（20
（

う
。

　

松
尾
は
、
改
正
後
債
権
法
の
立
法
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
契
約
に
お
い
て
債
務
者
の
帰
責
不
能
自
由
と
し
て
の
免
責
事
由
を
明
示
的
に
排
除

し
て
い
た
り
、
免
責
事
由
を
限
定
列
挙
し
て
い
た
と
き
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
「
取
引
上
の
社
会
通
念
」
に
よ
っ
て
帰
責
不
能
事
由
を
追
加

的
に
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
た
と
解
す

（
（20
（

る
。
こ
れ
に
対
し
、
契
約
に
お
い
て
免
責
事
由
が
明
示
的
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
場

合
は
、「
取
引
上
の
社
会
通
念
」
に
よ
り
帰
責
不
能
自
由
が
補
充
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
実
際
に
は
、
個
々
の
具
体
的
な
契
約
の
定
め
が
い

ず
れ
に
当
た
る
か
判
断
が
困
難
な
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
改
正
後
民
法
四
一
五
条
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
な
お
解
釈
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い

る
と
い

（
（20
（

う
。

　

結
局
、
契
約
責
任
は
、
当
事
者
の
合
意
に
明
示
的
に
表
れ
る
契
約
内
容
に
限
ら
ず
、
契
約
を
め
ぐ
る
一
切
の
事
情
や
取
引
通
念
を
考
慮
し

つ
つ
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
判
断
の
過
程
に
お
い
て
は
規
範
的
要
素
が
介
入
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
取
引
上
の
社

会
通
念
」
概
念
を
通
し
て
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
今
後
は
と
り
わ
け
「
取
引
上
の
社
会
通
念
」
概
念
の
定
義

の
明
確
化
の
中
で
、
契
約
責
任
決
定
規
範
の
実
態
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ

（
（20
（

う
。

三
─
三　

実
務
へ
の
影
響

　

契
約
を
当
事
者
の
合
意
に
基
づ
い
て
理
解
し
、
帰
責
根
拠
を
契
約
の
拘
束
力
に
求
め
る
立
場
は
、
債
権
法
改
正
の
当
初
の
議
論
に
お
い
て
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は
明
確
に
意
図
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
改
正
後
民
法
四
一
五
条
に
お
い
て
は
、
帰
責
根
拠
が
当
事
者
の
合
意
違
反
の
み
に

求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、「
取
引
上
の
社
会
通
念
」に
よ
る
規
範
的
判
断
が
行
わ
れ
る
余
地
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、

具
体
的
事
案
に
お
い
て
「
取
引
上
の
社
会
通
念
」
概
念
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
か
で
あ
り
、
こ
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
従
来
の
債
務
不
履

行
責
任
に
お
け
る
帰
責
事
由
主
義
が
維
持
さ
れ
る
か
否
か
が
決
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

改
正
後
債
権
法
は
二
〇
二
〇
年
四
月
に
施
行
さ
れ
、現
時
点
に
お
い
て
は
そ
の
下
で
の
判
例
の
立
場
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
学
説
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
帰
責
事
由
の
と
ら
え
方
に
関
す
る
実
務
へ
の
影
響
を
研
究
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
取
引
実
務
上
、「
取
引
上
の
社
会
通
念
」
の
基
準
時
を
契
約
締
結
時
と
み
る
か
、
不
履
行
が
生
じ
た
段
階
と
み
る
か
が
問
題
と

な
り
得

（
（20
（

る
。
前
提
と
し
て
、
当
事
者
は
契
約
時
の
取
引
上
の
社
会
通
念
を
前
提
に
合
意
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
社
会
通
念
が
契
約
内
容
確
定

に
あ
た
っ
て
の
手
が
か
り
と
な
る
。
そ
の
上
で
、「
契
約
の
趣
旨
」
に
尽
き
な
い
、
す
な
わ
ち
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
は
取
り
込
む
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
も
考
慮
し
得
る
と
す
れ
ば
、
履
行
段
階
に
お
け
る
信
義
則
な
ど
が
入
り
込
む
余
地
が
あ

（
（20
（

る
。

　

ま
た
、
改
正
後
民
法
四
一
五
条
の
免
責
事
由
と
の
関
係
で
、
会
社
法
四
二
三
条
一
項
の
役
員
等
の
任
務
懈
怠
責
任
要
件
へ
の
影
響
が
検
討

さ
れ
て
い

（
（20
（

る
。
会
社
法
四
二
三
条
一
項
に
お
い
て
は
、
任
務
懈
怠
と
過
失
と
が
別
要
件
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害

賠
償
責
任
に
つ
き
過
失
責
任
主
義
を
と
る
伝
統
的
民
法
学
説
を
同
条
に
妥
当
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
改
正
後
民
法

四
一
五
条
の
解
釈
に
よ
っ
て
は
、
会
社
法
四
二
三
条
一
に
お
い
て
も
取
締
役
の
故
意
ま
た
は
過
失
が
要
件
と
さ
れ
な
い
と
の
解
釈
に
つ
な
が

り
う
る
と
い

（
（20
（

う
。

（
168
）
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
内
田
（
二
〇
〇
九
年
）・
前
掲
注
140
、
ま
た
、
中
間
試
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
と
し



契約責任決定規範の多元性（３）

［67］北法72（1・204）204

て
、
同
『
民
法
改
正
の
い
ま
─
─
中
間
試
案
ガ
イ
ド
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
三
年
）、
森
田
（
二
〇
一
三
年
）・
前
掲
注
133
が
あ
る
。
改
正
法
案

の
概
要
を
紹
介
、考
察
す
る
も
の
と
し
て
、潮
見
佳
男
『
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
法
案
の
概
要
』
き
ん
ざ
い
（
二
〇
一
五
年
）、石
崎
泰
雄
『
新

民
法
典
成
立
へ
の
扉
─
─
法
制
審
議
会
の
議
論
か
ら
改
正
法
案
へ
』
信
山
社
（
二
〇
一
六
年
）、改
正
法
案
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、

加
賀
山
茂
『
民
法
改
正
案
の
評
価
─
─
債
権
関
係
法
案
の
問
題
点
と
解
決
策
』
信
山
社
（
二
〇
一
五
年
）
等
が
あ
る
。
要
綱
仮
案
に
つ
い
て
債

権
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
、
山
野
目
章
夫
『
新
し
い
債
権
法
を
読
み
と
く
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
七
年
、
初
出
二
〇

一
四
年
）
が
あ
る
。

（
169
）
商
事
法
務
（
二
〇
一
一
年
）・
前
掲
注
６
・
一
〇
頁
。

（
170
）
内
閣
提
出
法
律
案
第
六
三
号
及
び
六
四
号
。

（
171
）「
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
九
年
法
律
第
四
四
号
）」
同
年
六
月
二
日
公
布
。

（
172
）
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
（
二
〇
〇
九
年
）・
前
掲
注
４
・
二
四
四
、
二
四
六
～
二
四
七
頁
。

（
173
）
同
二
四
五
、
二
五
四
頁
。

（
174
）
商
事
法
務
（
二
〇
一
一
年
）・
前
掲
注
６
・
四
三
八
～
四
三
九
頁
（
部
会
資
料
五
─
二
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
検
討
事
項
（
一
）

詳
細
版
」）。

（
175
）『
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
の
補
足
説
明
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
三
年
）
一
一
一
頁
。

（
176
）
同
上
。

（
177
）
こ
の
点
は
、
契
約
責
任
法
理
に
お
い
て
不
法
行
為
法
の
過
失
と
同
じ
判
断
手
法
を
用
い
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
の
潮
見
に
よ
る
指
摘
の
影

響
が
見
ら
れ
る
。
潮
見
（
二
〇
一
〇
年
）・ 

前
掲
注
76
・
八
九
～
九
四
頁
。

（
178
）
債
権
法
改
正
に
お
け
る
損
害
賠
償
の
範
囲
に
関
す
る
議
論
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
石
崎
泰
雄
「
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
の
範
囲
─

─
法
制
審
議
会
の
議
論
を
め
ぐ
っ
て
」
都
法
五
三
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
四
七
頁
以
下
。
ま
た
、
同
（
二
〇
一
六
年
）・
前
掲
注
168
・
五
七
頁

以
下
も
参
照
。

（
179
）
特
別
損
害
の
概
念
に
対
し
、
通
常
損
害
の
概
念
が
従
来
通
り
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
潮
見
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
通
常

損
害
と
特
別
損
害
を
区
別
し
な
い
で
、
契
約
お
よ
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
、
賠
償
す
べ
き
も
の
は
賠
償
し
、
賠
償
す
る
必
要
が
な
い

も
の
は
賠
償
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
質
は
そ
う
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
よ
う
に
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規
範
を
表
現
し
、
契
約
の
解
釈
一
本
で
ゆ
こ
う
と
す
る
と
、
や
や
実
務
に
負
荷
を
課
す
恐
れ
が
気
に
な
る
。
賠
償
す
べ
き
損
害
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
特
に
説
明
を
要
し
な
い
種
類
の
も
の
と
、
特
段
の
説
明
と
そ
れ
を
支
え
る
立
証
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
賠
償
が
得
ら
れ
る
も
の
と
、
二
つ

の
形
態
が
あ
る
と
い
う
仕
方
で
規
範
を
提
示
し
て
お
く
こ
と
で
、安
定
感
の
あ
る
運
用
が
期
待
さ
れ
る
と
も
見
ら
れ
る
。
潮
見
（
二
〇
一
五
年
）・

前
掲
注
168
・
六
二
頁
。

（
180
）
同
上
。

（
181
）
内
田
（
二
〇
一
三
年
）・
前
掲
注
168
・
一
二
五
頁
。

（
182
）
債
権
法
改
正
に
お
け
る
過
失
相
殺
制
度
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
と
し
て
、
参
照
、
道
垣
内
弘
人
「
債
務
不
履
行
に
お
け
る
過
失
相
殺
─
─
債

務
不
履
行
法
改
正
と
の
関
係
に
お
い
て
」
法
曹
六
五
巻
一
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
頁
以
下
。
ま
た
、
特
に
損
害
軽
減
義
務
に
つ
い
て
論
じ
る
も

の
と
し
て
、
参
照
、
長
谷
川
（
二
〇
一
一
年
）・
前
掲
注
58
、
岡
林
伸
幸
「
損
害
拡
大
防
止
義
務
」
田
井
義
信
編
『
民
法
学
の
現
在
と
近
未
来
』

法
律
文
化
社
（
二
〇
一
二
年
）
一
二
二
頁
以
下
。

（
183
）
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
（
二
〇
〇
九
年
）・
前
掲
注
４
・
一
四
三
頁
、
二
八
四
～
二
八
五
頁
。

（
184
）
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
全
体
会
議
第
二
回
議
事
録
二
七
頁
。

（
185
）
同
三
〇
頁
。

（
186
）
英
米
法
やCISG

、U
N
ID

RO
IT

国
際
商
事
契
約
原
則
、PECL

で
は
、
両
者
は
理
論
的
に
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

（
187
）
潮
見
（
二
〇
一
五
年
）・
前
掲
注
168
・
六
四
頁
。

（
188
）
松
尾
（
二
〇
一
二
年
）・
前
掲
注
５
・
一
八
頁
。

（
189
）
同
上
。

（
190
）
同
上
。

（
191
）
小
粥
太
郎
「
債
務
不
履
行
の
帰
責
事
由
」
ジ
ュ
リ
一
三
一
八
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
一
七
頁
。

（
192
）
同
上
。

（
193
）
同
上
。

（
194
）
平
井
（
一
九
七
一
年
）・
前
掲
注
349
・
一
七
頁
。

（
195
）
小
川
浩
三
「
幾
度
も
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
名
を
─
─
法
学
と
法
典
」
法
時
八
二
巻
十
号
（
二
〇
一
〇
年
）
二
六
～
二
七
頁
。
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（
196
）
ま
た
、
債
務
不
履
行
が
あ
る
以
上
、
債
務
者
の
免
責
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
考
え
方
が
採
用
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
改
正

後
債
権
法
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
厳
格
責
任
」
な
い
し
「
無
過
失
責
任
」
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
潮
見

佳
男
「
債
権
法
改
正
と
『
債
務
不
履
行
の
帰
責
事
由
』」
曹
時
六
八
巻
三
号
（
二
〇
一
六
年
）
六
三
五
頁
以
下
。
中
田
裕
康
ほ
か
『
講
義
債
権
法

改
正
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
七
年
）
八
九
頁
以
下
〔
道
垣
内
弘
人
執
筆
部
分
〕、
潮
見
佳
男
ほ
か
編
『
詳
解
改
正
民
法
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
八

年
）
一
五
〇
～
一
五
一
頁
〔
荻
野
奈
緒
執
筆
部
分
〕
も
参
照
。

（
197
）
小
川
（
二
〇
一
〇
年
）・
前
掲
注
195
・
二
六
～
二
七
頁
。

（
198
）
な
お
、
改
正
債
権
法
の
下
で
の
債
務
不
履
行
の
免
責
事
由
に
関
し
て
、
改
正
後
民
法
四
一
九
条
三
項
の
「
不
可
抗
力
」
と
の
関
係
も
問
題
に

な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
免
責
事
由
の
有
無
は
契
約
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
判
断
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
不
可
抗
力
概
念
を
人
の
支
配
の
及
ば
な
い

外
的
事
象
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
免
責
事
由
と
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
潮
見
ほ
か
（
二
〇
一
八
年
）・
前
掲
注
196
・
一
五

三
頁
〔
荻
野
奈
緒
執
筆
部
分
〕。

（
199
）
松
岡
久
和
ほ
か
編
『
改
正
債
権
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
二
〇
年
）
二
二
三
頁
〔
潮
見
佳
男
執
筆
部
分
〕。

（
200
）
潮
見
（
二
〇
一
五
年
）・
前
掲
注
168
・
六
〇
頁
、
同
『
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
法
の
概
要
』
き
ん
ざ
い
（
二
〇
一
七
年
）
六
七
～
六
八
頁
。

（
201
）
松
岡
ほ
か
編
（
二
〇
二
〇
年
）
前
掲
注
199
・
二
二
三
～
二
二
四
頁
〔
潮
見
佳
男
執
筆
部
分
〕。

（
202
）
山
野
目
（
二
〇
一
七
年
）・
前
掲
注
168
・
八
九
～
九
〇
頁
。
こ
の
他
、
平
野
裕
之
『
新
債
権
法
の
論
点
と
解
釈
』
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
（
二

〇
一
九
年
）、
大
村
敦
志
『
民
法
読
解 

旧
民
法
財
産
編
（
一
）
人
権
』
有
斐
閣
（
二
〇
二
〇
年
）
も
参
照

（
203
）
松
尾
弘
『
債
権
法
改
正
を
読
む
─
─
改
正
論
か
ら
学
ぶ
新
民
法
』
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
（
二
〇
一
七
年
）
七
五
～
七
六
頁

（
204
）
同
七
六
頁
。な
お
松
尾
は
、従
来
の
帰
責
事
由
主
義
は
一
般
市
民
の
契
約
意
識
に
も
法
実
務
に
も
定
着
し
て
お
り
、慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
会
で
の
実
質
的
な
議
論
な
し
に
法
案
が
通
過
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
205
）
こ
の
点
、
参
照
、
森
田
修
『「
債
権
法
改
正
」
の
文
脈
─
─
新
旧
両
規
定
の
架
橋
の
た
め
に
』
有
斐
閣
（
二
〇
二
〇
年
）
三
二
三
頁
以
下
。

（
206
）
道
垣
内
弘
人
ほ
か
編
『
債
権
法
改
正
と
実
務
上
の
課
題
』
有
斐
閣
（
二
〇
一
九
年
）
五
八
～
五
九
頁
〔
沖
野
発
言
〕。

（
207
）
同
上
。
こ
の
点
、
実
務
的
な
感
覚
で
は
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
お
い
て
は
、
契
約
締
結
時
に
遡
っ
て
当
事
者
が
ど
の
よ
う
な
合
意
を
し
て
い

た
か
よ
り
、
今
あ
る
べ
き
合
意
は
何
か
が
基
準
と
な
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
208
）
鎌
田
薫
ほ
か
『
重
要
論
点 

実
務 

民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
九
年
）
二
六
二
頁
以
下
〔
篠
原
孝
典
執
筆
部
分
〕。
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（
209
）
同
二
六
四
頁
。
こ
こ
で
は
、
民
法
四
一
五
条
に
か
か
わ
る
債
権
法
改
正
の
趣
旨
が
、
従
来
の
裁
判
実
務
の
枠
組
み
の
明
確
化
に
過
ぎ
ず
、
従
っ

て
会
社
法
の
解
釈
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
改
正
民
法
四
一
五
条
が
従
来
の
帰
責
事

由
主
義
を
実
質
的
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
い
ま
だ
結
論
を
見
て
い
な
い
。

第
六
節　

小
括

　

周
知
の
通
り
、
わ
が
国
の
契
約
法
は
伝
統
的
に
過
失
責
任
主
義
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
改
正
前
民
法
四
一
五
条
は
（
ⅰ
）
債
務
者
が
債

務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
せ
ず
、（
ⅱ
）
債
務
者
に
故
意
・
過
失
ま
た
は
信
義
則
上
こ
れ
と
同
視
す
べ
き
事
由
が
あ
っ
た
場
合
に
、
債
務

者
に
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
る
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
法
学
の
思
想
を
反
映
し
た

も
の
で
あ
り
、
民
法
の
起
草
過
程
か
ら
は
必
ず
し
も
導
か
れ
な
い
と
の
指
摘
が
か
ね
て
よ
り
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
法
学
説
継
受
へ
の
反
省
、
母
法
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
検
討
を
通
じ
、
債
務
不
履
行
の
三
分
体
系
が
否
定
さ
れ
一
元

的
に
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
契
約
責
任
を
「
契
約
に
基
づ
く
責
任
」
と
し
て
と
ら
え
る
立
場
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ

は
、
契
約
責
任
の
帰
責
根
拠
を
契
約
の
拘
束
力
そ
の
も
の
か
ら
導
き
、
従
来
の
過
失
責
任
主
義
を
放
棄
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
新
し
い
契
約
責
任
論
は
、
英
米
法
の
従
来
の
立
場
で
あ
る
他
、CISG

やU
N
ID

RO
IT

国
際
商
事
契
約
原
則
、PECL

が
採
用
し

て
き
た
も
の
で
も
あ
り
、
国
際
的
潮
流
の
一
部
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。

　

こ
の
点
、
本
稿
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
債
務
者
が
合
意
に
反
し
た
こ
と
を
も
っ
て
契
約
責
任
を
肯
定
し
、
債
務
者
に
理
由
の
な
い
損
害
に

つ
い
て
は
別
に
免
責
す
る
規
定
を
設
け
るCISG

の
立
場
は
、
そ
も
そ
も
わ
が
国
の
民
法
の
起
草
当
時
の
意
図
と
親
和
的
な
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
。
特
に
、
改
正
前
民
法
四
一
五
条
と
四
一
八
条
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
と
、
損
害
賠
償
責
任
は
債
務
者
の
過
失
を
要
せ
ず
認
め
ら
れ
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て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
債
務
者
側
に
理
由
の
な
い
不
履
行
や
、
債
権
者
側
の
理
由
に
よ
る
不
履
行
の
場
合
に
対
応
す
る
必
要
が
生
じ
た

こ
と
か
ら
、
同
四
一
八
条
が
設
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、CISG

四
五
条
な
い
し
六
一
条
と
、
同
八
〇
条
と
の
関
係
に
類
似
し
て

い
る
と
い
え
る
。

　

二
〇
一
七
年
債
権
法
改
正
に
お
い
て
も
、
新
し
い
契
約
責
任
論
の
主
張
が
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
最
終
的
に
成
立
し
た

改
正
後
債
権
法
に
お
い
て
は
、
新
し
い
契
約
責
任
論
の
立
場
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
民
法

四
一
五
条
の
改
正
に
つ
い
て
、
基
本
方
針
は
「
過
失
」
や
「
帰
責
事
由
」
概
念
を
排
除
し
、
免
責
事
由
は
「
契
約
に
お
い
て
債
務
者
が
引
き

受
け
て
い
な
か
っ
た
事
由
」
で
あ
る
と
し
て
、
帰
責
根
拠
は
当
事
者
の
合
意
か
ら
の
み
導
か
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
た
。
し
か
し
最
終

的
に
は
免
責
事
由
に
つ
い
て
「
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
」
の
語
が
維
持
さ
れ
、
そ
れ
は
「
契
約
そ
の
他
の
債
務
の

発
生
原
因
」
と
と
も
に
「
取
引
上
の
社
会
通
念
」
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
い
う
。
二
つ
の
判
断
基
準
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。

ま
た
、
民
法
四
一
八
条
に
つ
い
て
は
、
結
局
「
過
失
相
殺
」
と
い
う
文
言
は
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
の
、
英
米
法
やCISG

等
の

損
害
軽
減
理
論
を
参
照
し
た
経
緯
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
〇
一
七
年
債
権
法
改
正
に
お
い
て
従
来
の
意
味
で
の
過
失
責
任
主
義
が
放
棄
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
帰
責
根
拠
を
契
約
の
拘
束
力
に
求
め
る
枠
組
み
を
受
け
入
れ
た
と
し
て
も
、
契
約
責
任
の
決
定
に
あ
た
っ
て
規
範
的
な
い
し
介
入
的

な
判
断
が
行
わ
れ
る
余
地
は
な
お
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
実
際
の
裁
判
例
に
お
い
て
明
示
的
な
義
務
違
反
に
と
ど

ま
ら
な
い
契
約
両
当
事
者
の
帰
責
根
拠
が
い
か
に
判
断
さ
れ
て
き
た
か
分
析
す
る
こ
と
で
、
改
正
債
権
法
の
下
で
「
取
引
上
の
社
会
通
念
」

概
念
を
通
じ
て
現
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
契
約
責
任
決
定
規
範
の
検
討
の
手
が
か
り
と
す
る
。

（
未
完
）
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【
付
記
】

　

本
稿
は
、
北
海
道
大
学
審
査
博
士
（
法
学
）
学
位
論
文
（
二
〇
一
七
年
三
月
二
三
日
授
与
）「
契
約
責
任
の
帰
責
根
拠
と
し
て
のfault

の

役
割
─
─
ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
け
るfault

の
発
見
を
端
緒
と
し
て
─
─
」
を
修
正
・
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
執
筆
に

あ
た
っ
て
は
、JSPS

科
研
費15J00526

の
助
成
を
受
け
た
。


